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この報 告 書 は,日 本 自転 車振 興 会 か ら競 輪 収 益 の一 部 で あ る機械 工業 振

興 資金 の補 助 を受け て 昭和53年 度 に実 施 した 「情報 化 の推 進 に 関す る調

査 研究 」の 一 環 と して 成果 を と りま とめ た もの で あ ります 。
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昭和48年 末 のオ イル シ ョックを契 機 と して,日 本 経済 が これ ま での重 化 学

工 業型 産 業 か ら省 資 源型 産 業 へ の 方 向転換 を迫 られ て お ります 。

また一 方 で 消 費者 欲求 の高 度 化 ・多様 化等 の需 要 構 造 の変 化 も顕著 で あ り,

経 済全 体 が 産業 構 造,需 要 構 造 両面 か らの見 直 しを必 要 とす る時 期 にさ しか か

って い ると も言 えま す。

この よ うな変 化 に対応 す るた め の 中小企 業 の近 代 化 政策 の 中で,コ ン ピュー

タを利用 した情 報 シス テ ム化 は オ フ ィス ・コ ン ピ ュー タ等 の普 及 に よ り近 年 と

み に発 展 して きては い ます が,情 報 シス テ ム化 の度 合 い に おい て は,大 企 業 と

は まだ大 きな 隔 た りの あ る のが現 状 で あ ります。

協 同組 合 等 に コ ン ピュー タを導 入 して様 々 な効 果 を あけ て い る と ころ もあ り

ます が,共 同 化,協 業 化 を よ り一 層進 展す るに あた って は,こ れ ら共 同体 と し

て の一 つ の 有機 的 な情 報 処 理 シス テ ムが必 要 で あろ う と思 われ ます。

と りわけ,流 通 業 に おい て は,そ の性 格 上共 同化,協 業 化 の規 模 を単一 地 域

に と どめず,全 国 的 な もの にま で発 展 させ る必要 が あ るた め,こ れ ら広域 的 な

事 業 を効 率 良 く運 営 す る た めの情 報 処 理 ネ ッ トワー ク シス テ ムの 形成 が 不可 欠

とな って きて お ります。

そ こで当事 業 で は,流 通 の中 で も特 に広 域 的情 報 処 理 ネ ッ トワー ク シス テ ム

が必 要 で あ る と思 わ れ ます 貨 物 自動 車 運送 業 をモ デ ル業種 に選 び,事 業 の共 同

化,協 業 化 を通 じて 近代 化 を指 向 してい る同業 界 の合 理 的運 営 をサ ポ ー トす る

情 報処 理 ネ ッ トワー ク シス テ ムの形 成 につい て,技 術 的 な側 面 か ら調査研 究 を

行 うもの で あ り,本 報 告 書 は 昭和53年 度 に実 施 した 調査 研 究 の 成果 を中間 報

告 と して,と りま とめ た もので あ ります 。

当事 業 は 有識者 か らな る 「中小 企 業 にお け る 情 報 シ ス テ ム化 調 査 研 究 」委

員会 を設 置 して 実施 した もの で あ り,今 年 度 の調 査 研 究 に ご尽 力,ご 支 援 を 賜



った委員な らびに関係 各位に心 か ら感謝の意を表 します。

この報告書が貨物 自動車運送業 のみな らず各方面に利用され,我 が国情報処

理産業の発展の一助 として寄与で きれば幸 です。

昭和54年3月

財団法人 日本情報処理開発協会

会 長 上 野 幸 七
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1.中 小企業 におけ る情報 システム化 の

目的 と意義





1.中 小 企 業 にお け る情 報 システム化 の 目 的 と意義

昭和38年 に中小 企 業 近代 化 促 進法 が 施行 され 大 企 業 と中小 企 業 との格差 是

正 のた め,経 営 の 近代 化,合 理 化 等が 進 め られ て きた 。 と くに,昭 和48年 末

の オ イル シ ョック を契機 と して,日 本 経 済全 体が これ まで の重 化 学工 業 型産 業

か ら省 資源 型 産 業 へ の 方 向転換 を迫 られ,中 小 企業 で も各種 近代 化政 策 を導入

・実 施 して これ ら産業 構 造 の変 化 に対 応 して きてい る。

また一 方 で,消 費者 欲 求 の 高度 化 ・多様 化 等 の需 要 構 造 の変 化 も顕著 で あ り,

経済 全 体 が産 業 構 造,需 要 構 造 両面 か らの見 直 しを 必要 とす る時 期 にさ しか か

ってい る と言 え よ う。

この よ うな文 化 に対 応 す るた め,中 小 企 業 では共 同化,協 業 化 を通 じて,組

織 の強 化 を図 り,中 小 個 別企 業 の能 力では 困難 な研 究 開発,市 場 開拓,情 報 収

集 力の強 化 とい った事 業 を多角 的 に実 施 して,中 小 企業 の抱 え て い る問 題 の解

決 に あた って い る。

中小企 業 の問題 を情 報 処理 の面 か ら考 え てみ ると,最 近 では 小型 コ ン ピュー

タの 目 ざま しい進 歩 に よ り中小 企 業 の情報 シス テ ム化 も近年 とみ に発 展 して き

ては い るが,情 報 シス テ ム化 の度 合 い におい ては 大 企 業 とは まだ 大 きな隔 た り

が あ るのが 現 状 で ある。

協 同組合 等 に コ ン ピ ュー タを導 入 して様 々な効果 を あげ て い る と ころ もあ る

が共 同化,協 業 化 を よ り一 層 進展 す るに あた って は,こ れ ら共 同体 と しての一

つ の有 機 的 な情 報処 理 シ ス テ ムが 必 要 で ある。

と りわ け,流 通 業 に お いて は そ の性 格 上,共 同化,協 業 化 の規 模 を単一 地 域

に と どめ ず,全 国 的 な もの に まで発 展 させ る必 要 が ある ため,こ れ ら広域 的 な

事業 を効率 よ く運 営 す るた め の情 報 処理 ネ ッ トワー ク シス テ ムの形 成 が不 可 欠

とな って きてい る。

そ こで,流 通 業 の中 で も特 に,広 域 的情 報処 理 ネ ッ トワー ク シス テ ムが必 要

1



で あ る と思 わ れ る貨物 自動 車 運 送 業 を モ デル業 種 に選 び,事 業 の共 同化,協 業

化 を通 じて 近代 化 を指 向 してい る同業 界の 合理 的運 営 をサ ポー トす る情 報処 理

ネ ッ トワー ク シス テ ムの形 成 につ い て,技 術 的 な側 面 か ら調査 研 究 等 を行 い,

中小 企業 に おけ る シス テ ム開発 に 資 す る こと とす る。
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対象 フ ィール ドの環境2.





2.対 象 フ ィ ー ル ドの 環 境

21対 象 フ ィー ル ドの 環 境

2・1・1貨 物 自動 車運 送 業 の現 状

我 が 国 の貨 物運 送 で 自動 車 運 送 の 占め る比 重 は,表2-1を 見 て もわ

か る通 り きわ め て 大 き く,貨 物 運 送 の中核 的 な役割 を演 じてい る と言 え

る。 と くに昭 和30年 か ら昭和45年 に かけ て は,他 の 運送 機 関に比 べ

非 常 い 高 い伸 び率 を示 して い る。

自動車 運 送 が この よ うに 特 に著 しい 発展 を遂 げ た理 由に は,自 動 車 の

性 能 の 向上,道 路 の整備 もさ る こ となが ら,運 送 に 関す る需要 の質的 高

度 化,多 様 化 が あ げ られ る。 我 が 国経 済 の高 度 成長 は,産 業 構 造 の変 化

表2-1.国 内輸送機 関別貨物輸送量及 び輸送分担率

,

区分 輸 送 ト ン 数(百 万 トン) 輸 送 ト ン キ ロ(百 万 トンキロ)

輸送
機関

年度
総輸送量 国 鉄 民 鉄 自動車 内航海運 総輸送量 国 鉄 民 鉄 自動車 内航海運

35
1,533
(100.0)

195
(12,7)

43
(28)

1,156
(75,4)

139
(91)

138,902
(100.0)

53,592
(38.6)

923
(0,7)

20,802
(15.0)

63,579
(45.8)

40
2,625
(100.0)

200
(7.6)

52
(2.0)

2』93(

83.5)

180
(6.9)

186,346
(100,0)

56,408
(30.3)

890
(0.5)

48392
(260)

80,635
(43.3)

45
5,259
(100.0)

199
(38)

57
(1.1)

4,626
(87.9)

377
(7.2)

350,656
(100.0)

62,435
(17.s)

988
(o.3)

135,916
(38.8)

15L243(
43.1)

48
5,716
(1000)

176(
3.1)

53
(0.9)

4,912

〈85・9)

5?5
(10.1)

407,ll4
(100.0)

57,405
(14.1)

932
(0.2)

140,979
(34.6)

207,648
(5LO)

49
5,085
(100.0)

158(
3.1)

48
(0.9)

4β77

(86.1)

501
(99)

375,768
(100.0)

51,583
(13.7)

869
(o,2)

130,770
(348)

192,406(
5L2)

50
5,030
(100.0)

142
(2.8)

43(
09)

4,393
(873)

452
(9.0)

360,779
(100.0)

46,577
(129)

770
(0.2)

129,701
(36.0)

183,579
(509)

51
5,000
(100.0)

141
(28)

45
(0,9)

4,356
(87.1)

458
(9.2)

373,405
(100.0)

45,526(
12,2)

779(
0.2)
132,619(
35.5)
lg4,321
(52,0)

52
5,102
(1000)

132(
2.6)

43
(o.8)

4,466
(873)

470
(9.2)

386,905
(100,0)

40,587
(10.5)

746
(0,2)

143,095
(37.0)

202,295
(523)

注(1)内 航海運の35年 度 の数字は,38年 度以降の,45～48年 度は49年 度の新統計に.そ れぞれ接続 させた修正値である。

(2)航 空に ょる輸送量(超 過手荷物及び郵便物を含む。)は 小さいため総輸送量ICFt含 むが区分していない。

㈲()内 は輸送分担率(%)を 示す。

〔昭和'53年 版運輸 白書 より 〕
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を もた ら し,運 賃 負 担 力が 比 較 的大 き く,ロ ッ トの小 さい金 属 機械 工業

品,軽 ・雑工 業 品等 の二 次 産 品 の運 送 需要 が 増 大 したが,自 動 車運 送 は

そ の機 動性,迅 速 性,正 確 性 等 の特 性 を買 われ て,こ れ らの運 送 分 野 で

急 速 に運 送量 を伸 長 した。 一 方,産 業 界 は,昭 和30年 代 の高 度 成 長 期

の激 しい競争 の過 程 で 生産 コス トの合 理 化 を押 し進 めた 結 果,コ ス ト引

き下 げ の降路 とな って きた 流通 コス トの低 減 に昭 和30年 代末 頃 か ら関

心 を 向 け る よ うに な ったが,物 流面 で は,運 賃 だけ で な く荷役 包装 等 の

コス トを含 めた 総運 送 コス トを把握 し,そ の合 理 化 に努 める 過程 で戸 口

か ら戸 口へ の 直 結 運送 に よる中間 荷役 の省 略,軽 包 装等 の特性 が評 価 さ

れ,ま た,生 産 過程 や流 通 過程 に おけ る原 材料 や 製 品 在庫 の極小 化 を追

求 す る過 程 で 自動 車運 送 の 迅 速性,正 確性 等 の もた らす効 果 が 認識 され

た。 さ らに市 場 を通 じて取 引 さ れ る青果 物等 の 出荷,フ ァ ッシ ョン性 の

強 い衣 料 品等 の 運 送 に も この よ うな 自動 車運 送 の 特性 が威 力 を発 揮 して

い る。

この よ うに隆 盛 を きわ め た 自動車 運 送 も昭和48年 末 の オ イル シ ョ ッ

クを契 機 に他 の運 送 機 関 同様 下 降 に転 じ昭和49年 以 降,減 少 した運 送

量 の ま ま ほぼ横 ば い状 態 を続 け て い る。 日本 経 済 全体 が 高 度 成長 か ら安

定 成長 へ の転換 移行 を してい る中 で,貨 物運 送 の主要 な担 い 手 で あ る 自

動 車運 送 も需要 構 造 の変化 が み られ,こ れま で の量 的拡 大 か ら需 要 の ニ

ー ズに 合 った多様 な機 能 と専 門的 高 度 な技 術 に よる輸送 サー ビス の質 的

向上 を も積 極 的 に考 え る よ うに な って きた。 い わば 業 界 の 中で これ まで

重 点 的 に考 え られ て い た施 設 の整 備 拡 充 と規 模 の拡 大 か ら,企 業 が も っ

てい る豊 富 な経 験 と知 識 と専 門 的技 術 な どを駆使 した知 的活 動 に重 点 を

お いた 近 代化 方 策 へ 更 に歩 を進 め る必要 が 認識 され て きた わ け で あ る。

自動 車 運 送業 を経 営 につ い てみ る と,約99%が 中小 企 業で あ り,そ

の 中 で も従業 員規 模 で30人 以 下,保 有 車 両規 模 で20台 以 下 の小 規 模

零細 企 業 が総 企業 の85%を 占め て い る。 またそ の企業 経 営 は やや もす
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る と特 定荷 主 の 下請 的 性 格が 強 く,専 属 制に よ って そ れ程 営 業 活動 を 必

要 と しな い形 で の荷 主 に よる 「受注 の保 証 」,更 に は 「施 設 ・設 備 の 荷

主 依 存 」とい った 個性 的機 能,自 立 的主 体性 の薄 い 「単 純 で安 易 な荷 主

隷 属 型 の経 営 」の 企業 も少 な くない。

以 上 の よ うな形 の経 営 が 多い 自動車 運送 業 に あ って,経 済の変 化 に 柔

軟 に対 応 で き るだけ の経 営 基 盤 が十 分 に備 わ ってい る とは 言 えず,し た

が って大 企 業 との格 差 は一 段 と拡 が る傾 向 に あ る。 大 企 業 は 「組 織 」で

企 業 活動 が 進 め られ るが,中 小 企業 の場合 は 「経 営 者 個 人 」の経 営 に対

す る考 え 方 や方 法 が 企業 活 動全 体 を動 かす ケー スが 多 い。 このた め 中小

企業 では,経 営 者 の 資質 を生 かす とと もに,そ の弱 点 で あ る経 営 管理 面

で の人 材育 成,管 理体 制 の 強化 を進 め るた め,協 同組 合 な どの 組織 を活

用 してい くこ とが必 要 で ある と考 え られ る。

(1)貨 物 自動 車運 送 の種 類

貨 物 自動 車運 送 業 は 道路 運送 法 に より次 に示 す 図2-1の ように分

類 さ れ て い る。

一 般 路線 貨 物

貨物自動車運送取扱事業

図2-1貨 物 自動車運送事業の分類

① 貨物 自動車運送事業

(イ)一 般貨物 自動車運送事業

一般路線貨物 自動車運送事業 とい うのは
,路 線 を定めて定期に
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運行す る 自動車 に より,積 み合わせ貨物を運送す る事 業であって,

通常定 期便 とか路線便 とかいわれる ものである。旅客でいえばバ

ス事業 に相 当す るものである。

一般区域貨物 自動車運送事業 とい うのは,通 常区域輸送,地 場

輸送 あるいは貸 し切 り輸送 と呼ばれてい るもので,た とえば引 っ

越 し荷物やま とまった荷物を一軍貸 し切 りで運送する事業であ る。

旅客 でいえばハ イヤー,タ クシーに相 当す るもので ある。

←)特 定貨物 自動車運送事業

これは不特定多数ではな く,特 定の者 の需要に応 じ,一 定の範

囲の貨物 を輸送す る事業 であって具体的には郵便逓送,霊 枢,清 掃

な どがあ り,特 殊 ・専用車に よる場合が多い。

←寸 通運事業 のためにす る貨物 自動車運送事業

通運事 業者が集配のためにす る貨物 自動車運送事業 を言 う。

通運事 業者が 自動車 に よって道路上 で集配作業 を行な う場合 に

は,本 来の通運事業法のほかに道路運送法の適用 を受け,運 輸大

臣の指定す る種類 及び事業区域 について 「通運事業のためにす る

一 般区域貨物 自動車運送事業の免許 」を受けた もの とみなされ る

ようになってい る。

←)無 償貨物 自動車運送事業

無償で貨物 を運送す る もので,た とえば公益事業 としての笠松

車輸送,清 掃 トラック輸送な どが これに該当す る。

② 貨物 自動車運送取扱事業

運送依頼人か ら頼 まれて有償で 自動車運送事業へ の貨物の取 り次

ぎを した り,あ るいは反対に受け取 った りす る事業 である。

(2)自 動車運送 の現況

まず,都 市内におけ る貨物運送 については,ト ラ ックが中核的な役

割を演 じてい るが,東 京 ・大阪等大都市 を中心 とする道路混雑 の影響
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は深 刻 の度 を加 えて い る。 このた め,ト ラ ックの輸 送 効 率 は 大 幅 に低

下 し,ま た,労 働 集 約性 が高 く,省 力化 に も限界 が あ るこ とか らコス

トア ップが顕 著 とな って お り,流 通合理 化 の見地 か ら もそ の解 決 が最

も緊 急 の課題 とな って い る。

このた め,大 都市 に お け る集 配 輸送 の合 理化 及 び交 錯 輸 送 の 削減 を

図 り,積 載 効率 を上 げ,か つ,自 動車交 通 量 を減 少 させ るた め,大 都

市 の一 定 の 地域 に お け る複 数 の 荷主 に係 る貨物 につ いて,1つ の トラ

ック事 業 者 又は 複数 の トラ ック事 業者 が都 市 内の輸 送 を行 う共 同輸 送

等 が実 施 され てい る。 これ らは 従来 個 々の 荷主が 自家 用 トラ ックを使

用 して輸送 した り,あ るい は,個 々の荷 主 が個 々の トラ ック事 業 者 と

結 びつ い て輸 送 を行 ってい た シス テ ムに比 べ,物 流 コス トの低 減,交

通量 の削 減 に関 して は格 段 の効 果 を あげ る もの なの で,今 後 と も,そ

の 推進 を図 る必 要 が あ る。

また,現 在,集 配 送 貨 物 の大 部 分は,狭 い道路 上 で種 卸 作業 が行 な

わ れて い るが,都 市 内の 道路 混 雑 の緩 和,交 通公 害 の 防 止等 の観 点 か

ら道 路 外 で効率 的 な種 卸 しが行 なわ れ る こ とが望 ま しい の で,輸 送 の

端 末 に共 同貨物 授 受 施 設 の整 備 も検討 さ れ てい る。

さ らに,近 年 小 口貨 物 に視 点 を あてて,軽 自動 車 を使用 して積 合 わ

せ運 送 を行 う軽 車 両 運 送事 業 等 新 しい タ イ プの事 業 が実 施 され て きて

お り,ま た,路 線 業者 に お いて も急配 体 制 を強化 し,企 業 向 け の もの

だけ で な く一 般 家 庭 の 小量 物 品 を迅 速 に高 いサー ビス水 準 の下 で輸 送

す る もの等,新 しい 輸送 サ ー ビス を提供 す る もの も 出て きて い る。 今

後 ともこの ような荷 主 の ニー ズ に きめ細 か に対 応 した 輸送 サ ー ビス の

提 供 を図 ってい く必要 が あ る。

次 に,地 域 間 輸送 に つ いて も トラ ックの果 たす役 割 りが 増 大 して い

るが,道 路等 輸 送路 の整 備 と比 較 し,輸 送 路 の結 節 点 で あ る トラ ック

ター ミナル等 の 物 流拠 点 の整 備 は立 ち遅 れて い る。 既 に,昭 和30年
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代 後 半 か ら トラ ック ター ミナル の建 設 が 始 ま り,昭 和41年 の 「流通

業 務 市街 地 の整 備 に 関す る法律 」の施 行 と相 ま って,急 速 に トラ ック

ター ミナル の整備 が進 め られ,昭 和51年12月 末現 在,全 国 で1889

の トラ ック ター ミナルが整 備 され て い る。 しか しなが ら,整 備 の 必 要

性 が あ るに もか か わ らず,い ま だそ の整 備構 想 す らな い地域,一 方 で

は,安 定 成長 期 と しては 過大 な建 設計 画 が 策 定 され 現在 に 及 ん で い る

地 域 もみ られ る。 このた め,今 後 の安 定 成 長 期 へ の移行 を踏 ま えた 全

国 的 な物 流 ネ ッ トワー ク整 備 とい う観 点か らバ ラ ンス の とれ た 効率 的

な拠 点 を配備 す る必要 が あ る。

(3)自 動 車運 送 の 問題 点

① 需 要 の確保

高度 成 長 期 に おいて は,大 量 生 産 ・大量 消 費 に よって経 済 規模 が

拡 大 し,さ らに,経 済 発 展 の 原動 力 と して,新 しい産業 が 次 々 と誕

生 し,経 済 活 動 が物 に対 す る輸送 需 要 の 急増 を もた ら した。

しか しなが ら,昭 和45年 以 降 に おい ては この 輸送 需要 の急 増 と

い う情 勢 は終 わ り,特 に 昭和48年 の オ イル シ ョック以 後 は若 干 で

は あ るが 需 要 は 減少 してい る。

各 個 別 企業 に あ って は,こ の ような経 済 情勢 の中 で,荷 主 を維 持

あ るい は新 規 に開拓 す るには か な りの 企業 努 力 を必要 とす る し,ま

た 例 え,輸 送 す る荷 物 を確 保 で きた と して も,帰 り荷 ま で確 保 で き

る とは 限 らない 。共 同輸送 は この片 荷輸 送 の削 減 も1つ の狙 い と し

て実 施 され てい るわけ で あ る。

② 運 賃 問 題

貨物 自動 車運 送 のため の 運 賃 は,時 間 に より,あ るい は 距離 に よ

り適 正 に定 め られ てお り,適 正 な運 送 には 適正 な運 賃 を収 受 す ると

い う体制 はで きてい る。 しか しなが ら運送 事 業 者 に よる過 当 競争,

白 ナ ンバ ー に よるダ ンピ ング等 に よ りか な り安 価 な運賃 で運 送 す る
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とい うよ うな面 もでて お り,貨 物 運 送業 の 経営 を圧 迫 す る1つ の 原

因 にな って い る。

③ 輸送 コス トの上 昇

貨物 輸 送 業 は前 述 した よ うに労 働集 約 性 が強 い た め,経 費 に 占め

る人件 費 の 割合 が 大 きい上 に,労 働 力 の高 齢化 に よ り,今 後,人 件

費 に よる経 営 の 圧 迫 は強 ま る もの と思 わ れ,燃 料 費 等 の営 業 費 及 び

輸送 サー ビス の維持 ・改 善 の ため の設備 投 資,公 害 対 策 費等 につ い

て もます ます 上 昇 す る傾 向 に あ る。

④ 交 通,公 害問題

大都 市 に おい て顕 著 に み られ る よ うに,道 路 容 量 の 不足,交 通 規

制 の強 化等 に よ り,ト ラ ック の運行 効率 は著 し く低下 してお り,ま

た排 出 ガス,騒 音,振 動等 の 自動車 公 害 の面 か らの 規制 の強 化等 の

困難 に 直面 して い る。

⑤ 労働 力 の確 保

自動 車 運 送 業 に おけ る労働 力 とは 主 に運 転 手 の こ とで あ る。 先 に

言及 した よ うに 自動 車運 送 業 は大 部 分が 中 小 企業 で あ り,運 転手 に

関 して の教育 もま まな らない の が現 状 で あ る。 ま た運 転 手 の異 動 も

激 しい ことか ら良質 な 労働 力 を確 保 す る こ とが 難 しい情 勢 に ある。
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(4)個 別企業における事務 分析図 とその説明

荷 主 事 務 運 転 手 荷 受人

車両
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仕業点検表

1
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配車表に基づいて運転手へ作業指示を行 う。
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図2-2個 別 企 業vatoけ る事 務 分 析 図
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電 話 等 に よ り依頼 され た運 送 に関 す る情 報 を受 付 表(日 ご とに フ ァ

イル され て い る)に 記 入 し,こ の受付 表 に基 づい て 運 転 手,車 両%な

どを盛 り込ん だ 配 車表 を作 成 し,運 転手 に作 業指 示 を行 う。 この間 運

転 手 は 車 両 の点 検 を行 い点 検 内容 を作業 点検 表 に記 入 し,事 務 部 門で

これ を確 め て保 管 す る。

運 転 手 は 配車 表 に 基 づ き荷 主 へ の荷物 の 受取,荷 受 人 へ の 配 送 を行

い,こ の結果 を作 業 日報(運 転 日報)に 記 入 して事 務 部 門 へ 引 渡す 。

この段 階 で運 転 手 の 作業 は 完 了 す る。

運 転 手 か ら引 渡 さ れ た作 業 日報 を点検 後,運 賃 計 算 を行 って,運 賃

請 求書(運 賃 明細 書)を 作 成 す る とと もに顧 客台 帳 に運 賃 及 び運 送 内

容 を記 入 してお く。 この状 態 で縞 目ま で保 管 して お く。

一 方各 運 転手 か ら集 め られ た 作業 日報 に基 づ き,輸 送 日計 表,車 両

別 日計 実 績 を作 成 し,作 成 され た 日計表 か らそ れぞ れ の 月計 表 及 び労

働 時 間集 計 表 を作 成 す る。

縞 目まで 保管 され た 顧客 台 帳,運 賃請 求書 を基 に して請 求 合計 書,

領収 書 の 作 成 を行 い,各 荷 主 の 集金 日に応 じて集 金(集 金 の方 法 は現

金,銀 行 振込,手 形 等 が あ る)を 行 い,集 金 ので きた もの に 関 して そ

の 旨顧 客 台 帳 に記 載 す る。

この後,入 金 分 と給 料,油 脂 等 の 買入 な どの 出金 分 とに基 づ いて,

収 支決 算 を行 う。 図2-2は 運 送 に 関す る部 分だ け 図 示 し,こ の 入 出

金 に 関す る部 分 は省 略 した。

2.1.2貨 物運 送 協 同組 合 の 現 状

(1)協 同組 合 の現 況

貨 物運 送 業 に お け る協 同 組合 は全 国 に959協 同組合 が 設立 され て

い る。協 同組合 へ の参 加 企 業 は18,699企 業,保 有 車 両 数 は319,325

台 で,企 業 数 では 総 企 業 の54%,車 両数 では総 保 有 車 両 の59.3%
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を 占め てい る。(昭 和51年8月31日 運 輸省 調査)

協 同 組合 に よる組織 化は,昭 和40年 の トラ ック運 送 事業 が中 小 企

業 近 代 化促 進 法 の 指定 業 種 とな って,協 同組 合 に よる近 代化 の実 現 を

指 向 した こ とか ら急速 に増 え た。

中 小 企業 近代 化 促進 法 の指 定業 種 とな る以 前 か ら,第1次 近 代 化,

第2次 近代 化 と もい わ れ る構 造改 善 事業 の 中 で組織 さ れ た 協 同組 合 は,

高 度 化事 業 等 を活 用す る ことに よ り組 合 員間 の情報 交 換,金 融,物 資

の共 同購 入,遊 休 車 両 の相 互 利用 や輸 送 の共 同化 な どの 活 動 を通 じて

事 業 の共 同化 に よる規模 経 済 の利 益 効 果 や,都 市 問題,公 害 問題,流

通 近代 化 に対 す る物 的 流通 機 能 の整 備 な ど国 の近代 化 政 策 にの って 中

小 企業 の近 代 化実 現 に 努 め,そ の 成果 には大 小 は あ って もそ れ な りに

社会 的 に も,経 済 的 に も成 果 を上 げ て い る。

しか しなが ら昭和48年 のオ イル シ ョックを契 機 に経 済 の変 化 とそ

れ に伴 う需 要 構 造 の変 化 に よって,近 代 化 に より整備 拡 充 した施設 や

団 地機 能 を効 果 的 に活 用 す るに当 た って の取 組 方が 当初 とは経 済 的背

景 にお い て違 って きた。 この ため 新 しい経 済 時代 に対 応 した 方策 を講

じなけ れ ば な らな い状 況 に おかれ て い る と言 え る。

高 度経 済 成長 の 「作 れ ば売 れ た 」時 代 か ら一 変 したわ け で,製 造 業

に おい て も 「売れ る もの を作 る 」,つ ま り 「需 要 の 創 造 」を指 向 して

企 業 活動 を行 う よ うにな って きた。 この よ うな状況 で は各 企 業 とも綿

密 な商 品 政 策 を行 い,生 産 は計画 化 され,原 材 料 も無 駄 な仕 入 を しな

い,と い った 省 資源 型 へ 転換 せ ざる を得 な くな り,製 品 の 出荷 輸送 も

「少量 多品種,多 頻 度 多 方面,確 実 な輸 送 」とい う もの が 多 くな って

きた。 また 商 業 で も必要 な時 に必要 量 だけ 仕 入 れ る とい う極 力在 庫 量

を 少 な くす る傾 向 が強 くな って きて お り,一 方 販 売商 品 の 輸送 も定量

化 され ず に,時 間 的余 裕 の ない 厳 しい条 件 で の 少量 多品 種,多 頻 度 多

方 面 の 「迅 速 確実 な輸 送 」と同時 に,相 手顧 客 に 関す る情 報面 の協 力
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な ど単 なる輸送 だけでな く,多 元的機能が要求されつつある。

この ような輸送需要 の多様 で変化 の多いニーズ と新 しい市場の出現

に対 して,中 小企業が大多数 を占める運送業界が対応 して い くために

は,個 々の能 力だけでは効率良 く多量 に処理する ことが困難であ り,

質的な共同化や システム化のために個 別運送業者の機能 を補完,強 化

す る機能 として協同組合へ期待がかけ られている。

これ らの期待に答え るべ く各協同組合 とも様 々な事業活動 を行 って

い る。基本的 には組合員企業 の特徴,能 力,今 後の 目指す方向等 を組

合が把握 して,不 足,不 備 を組合員間 で補完協 力で きる情報の提供 と

い うことになるが,そ のためには次の よ うなことが基礎に なって くる。

① 組合員の特技,能 力,顧 客状 況の把握

② 地域 におけ る需 要動 向の情報把握

③ 地域 の都市構造 と産業構造の把握

④ 地域 における商工業 の業種構成 と流通体系(入 出荷及び消費動向)

の把握

⑤ 地域産業データに限 らず幅広 い一般情報の収集 と分析

⑥ 上 記5つ の資料 を踏 まえた市場 開拓需要創造 の研究

これ ら6つ の基礎的 な資料 を もとに,組 合が組合員の販売拡充 と顧

客 の安定確保 に寄与す ることになるが,こ れだけ のことを進めるには

人材 の養成 もさ ることなが ら組合 の組織体制の整備が不可欠で ある。

組合 として最 も先進的 とみ られ る農業協同組合をみ る時,今 日の発 展

は,小 規模零細な農家が組合組織に よって 「生産物の共 同販売 」を基

軸 に,関 連す る物 資の共同購入,金 融な どの各部門へ拡充す るだけの

組織体制,管 理体制の充実 を図 ったか らだ と言われてい る。

貨物運送業におけ る協 同組合が直面 している様 々な問題 を考えて組

織 機構 を想定すると次の図2-3の ようになる。
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… ・・一 一 一[羅:
.

共同計算セ・・一一 一 一[全 国単協との交互鵠

人材養成 センター

経営相談 ・指導センター

組合員の委託センター

組合員の技術研修

組合員の経営相談

輸送相談一 一 ー ー 一[二 ㌫?麓 コンサルタント

施設部一 一 ー 一 一[:麟 設
の活噸

その他共同購入 ・金融等経済事業部

図2-3協 同組合の組織機構想定図

上 記 の協 同組 合 の 組織 と機 構 の 執行 は 組 合 員に よる こ とは 今 更 言 う

ま で もない。 組合 事 務 局 はそ れ ら組織 と機 構 に おけ る具 体 的 執行 要 員

で ある。

ま た企 業,協 同組 合,県 連 合 会,全 国連合 会 は,企 業 活動 の 内容 に

応 じて組 織 と しての 機能 を発 揮 す る もので あ るが,広 く全 国 的に 強 力

な販 売組 織 と イ メー ジ作 りを考 え る時,組 合 に おけ る共 同輸 送 と個 別

企 業 の輸 送 活動 との 整 合性,個 別企 業 の活 動 を支 援 す る方法 と して,

次 の 図2-4に 示 す よ うな全 国的 機 構 組織 も考 え られ る。
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全 国 連 合 会 県 連 合 会

ー

一
日
本
貨

物
輸
送
機

構

`

地 区 協 組

↓ }

個 別 企 業

↓

中 央 本 部 地 域 セ ン ター 地 区 セ ン ター ⇔

=

一

業 務 実 行者

業 務 内 容

①中央情報セン
ター

②全国的輸送シ
ステムオルガ
ナイザー

③全国的市場開
拓共同販売

④需要創造

⑤情報収集 ・活
用の指導

⑥人材養成

⑦共同交互計算
センター

二

←

業 務 内容

①地域情報センター

②地域需要の開拓

③地域産業に対す
る輸送システム
の開発

④地域内協組の人
材養成と指導

⑤地域内協組活動
のシステム化

一

二

ー

業 務 内容

①地域情報センター

②地区営業活動一
組合員の求車求
荷,需 要の受注
組合員機能の共
同販売

③輸送センター域
間及び域内輸送

④輸送管理

⑤需要開拓

⑥システム開発

⑦技術指導

⑧組合員人材養成
経営相談

⑩輸送コン城 タント

⑪精算業務 一

業務 内容

①受注業務

②専門システムの
開発

③技術の習得・訓練

④配車 ・労働管理

⑤経営管理

⑥業務の確認

⑦顧客動向の把握

⑧精算業務

図2-4全 国的機構組織想定図

現 在 の厳 しい状 況 の 中 で,協 同組合 に加 入す る組合 員 と協 同組 合 と

の 関係 に つ いて の 意識 を把 握 す るた め,日 本 貨物運 送 協 同組 合 連 合会

では 昭 和51年11月 か ら12月 に かけ て,70協 同組 合,350組

合 員 を対 象 と して 調査 を行 い,350組 合 員 の う ち256組 合 員 の 回

答 を得 たが,そ の 調査 結 果 の一 部 を以 下 に載 せ る。

■
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〈 日本貨物運送協 同組合連合会の調査結果〉

① 組合分

組合概要

規 模 別

項 目

大 型

Aタ イプ

中 型

Bタ イプ

小 型

Cタ イプ

極 小 型

Dタ イプ
計

都

市

別

大 都 市 2 5 11 0 18

地 方 中 核 都 市 1 2 6 0 9

地 方 都 市 2 3 18 4 27

構地

成域

県 域 4 5 16 1 26

市 町 村 区 1 5 19 3 28

組

合

員

の

企

業

規

模

大 規 模 企 業 主 体 0 0 0 0 0

中 規 模 企 業 主 体 0 0 0 0 0

小 規 模 企 業 主 体 0 2 23 2 27

零細規模企業 主体 1 2 4 1 8

複

合
構
成
タ

イ
プ

大 ・中 ・小 ・零 0 5 1 0 6

大 ・ 小 0 0 1 0 1

中 ・ 小 ・ 零 1 1 0 0 2

中 ・ 小 0 0 1 0 1

小 ・ 零 3 0 3 0 6

回 答 な し 0 0 2 1 3

施

設

あ る 2 5 23 1 31

な い 3 5 12 3 23

業

種

一 般
5 8 33 3 49

特 殊 0 2 2 1 5

出

資

金

100万 未 満 0 2 0 0 2

100～1,000万 未 満 0 2 14 4 20

1000～5ρ00万 未 満 2 3 17 0 22

5.000～1億 円 未 満 2 2 4 0 8

1億 円 以 上 11 1 0 0 2
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企業規模構成

組合員の
企業
模

規模別
タイプ

大主

規

模体

中主

規

模体

小主

規

模体

零主

細体

複 合 構 成 タ イ プ

大・中・小

零 企 業

大 ・ 小

企 業

中・小・零

企 業

中 ・ 小

企 業

小 ・ 零

企 業
欠

大 型 協 組 1 1 3

中 型 協 組 2 2 5 1

小 型 協 組 23 4 1 1 1 3 2

極小型協組 2 1 1

合 計 27 8 6 1 2 1 6 3

規模別組合数

10社

未満

11～

19

20～

29

30～

39

40～

49

50～

59

60～

69

70～

79

80～

89

90～

99

100社

以上

最 小

組 合

最大

組 合

最 多

組 合

組 合 数 4 20 15 3 4 1 1 1 5 4社 216社
11～
19社

20

蹴比 率 ㈲ 7.4 370 27.8 5.5 7.4 1.8 1.8 1.8 92

タ イ プ 別

比 率 ㈲
7.4% 64.8% 18.3% 9.2%

出 資 金

100万

未満

100～

499

50(}～

999 万台

10002000

万台

3000

万台

4000

万 台

5000

万台

6000

万台

7000

万台

9000

万台

1億2億

円 台 円 台

組 合 数 2 11 9 9 4 4 5 2 1 4 1 1 1

構成比㈲ 3.7 20.4 16.7 16.7 7.4 7.4 9.2 3.7 1.9 7.4 1.9 1.9 19

3.7

一
37・Ol40・7 14.8 3.7.
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1口 当 り出 資 金

＼ 1000円 5000円 1万 円 2万 円 5万 円 10万 円 30万 円 最 小 最 高 最 多組 合 備 考

組 合 数 5 6 25 3 4 9 1
1ロ

1000円
30万 円 1万 円

構成比㈲ 9.4 11.3 47.2 5.7 7.5 17 1.9 5 1 25

設 立 時 期

年 別
昭和

27～30

31～

35

36～

39
40 41 42 43 44 45 46

i

47148
1

49150
1

協 組 数 3 6 10 1 5 5 4 2 4 2 7 4 }1
i

% 55 11.1 18.0
、-
11.1
一 ' 一

22.231.5

、 近代化以前.
近代化
w着 手' .第;次 近代化推進. 、 構造改善.

設 立 の 動 機 ・時 期

規模別組合
項 目

大 型

組 合

中 型

組 合

小 型1極 小 型i

組 合 噛 合1計

設

立

動

機

一

時 代 ・行 政 対 応 型 2 2 131、
!
18

具
体
的
目
的
意
識
型

施 設 1 1

|

11 11 14

事

業

共 同 輸 送 0 1 7 119

共 同 購 入 0 2 4 016

金 融 事 業 0 1 4 116
1

共 同 事 業 1 1 8
{

2i12
{

中 小 企 業 経 営 改 善 型 1 6 13 2122

設

立

時

期

近 代化 以 前39年 まで 3 7 9
}

0119

近 代 化 着 手40～41年 0 2 4 。i6
1

第1次 近代化推進42～46年 1 1 12 3 17

構 造 改 善47～50年 1 0 10 1 12i
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マ

近

畿

零細 9 3 1 4 1 1 1 3

小 16 5 1 5 2 9 1 8

中 7 5 1 5 4 1

大 1 1 1

中 『

国

零細 5 3 1 1 2 1

小 13 7 4 2 9 1 4 2

中 2 1 2 1

一

大

四

国

零細 1 1

小 3 1 2 2 1

中

大

九

州

零細 1 1

小 3 1 1 1 1

中 1

大

合

計

零

細

計 43 26 2 11 2 10 1 11 3 1

% 168 605 46 256 46 232 23 256 7 23

小企

業

計 127 75 6 30 9 51 7 42 10

% 496 59 47 236 7」 40」 55 331 79

中
企
業

計 75 37 5 20 4 29 3 21 4

% 2q3 493 66 26β 53 387 4 28 53

大企

業

計 11 5 1 1 7

% 43 455 91 91 636

.

総計 256 143 13 61 16 97 11 74 17 1

% 558 51 24.2 63 379 43 289 6β 04

② 組合員(事 業者)分

会社概要 と組合 加入 の動機

企

業

規

模

企

業

数

組 合 加 入 の 動 機

自

社

経

営

に

プ

ラ

ス

誘

わ

れ

て

話

し

合

っ

て

行
政
◆

団

体
の

勧
め

近横

代改

化推
・進

の

た

め

経

営

不

安

か

ら

共

同

化

で

発

展

を

営
業
施
設
拡
充
不
可
で

そ

の

他

北

海

道

零細 8 3 1 4 1 1

小 9 2 2 1 5 1 2

中 5 3 3 1 2 1

大 5 2 3

東

北

零細 1 1

小 6 1 1 2 2 1 4

中 10 4 1 1 1 4

大 3 1 1 2

北

陸

零細 1

小 6 6 1 2 2

中 2 1 1 1

大

関

東

零細 14 11 1 3 1 3 4 1

小 41 33 3 6 1 10 4 12 6

中 20 12 1 5 7 1
幽

7

大 1 1 1

中

部

零細 3 3 2 1 1 1

小 0 15 1 7 1 12 8 2

中 28 12 4 10 1 11 2 3 3

大 1 1

一

品

ー



組 合 加入 と自社 の 結 び つ き(1)

項
一

地 目

域

別

企

業

規

模

共

同

輸

送

共

同

保

管

共

同

整

筒

共

同

福

祉

施

設

共 同 購 入 高

速

道

路

利

用

:
リ

|

航

送

利

用

金

融

事

業

保

険

共

済

事

業

事

務

代

行

共

同

計

算

その他

燃

料

タ

イ

ヤ

チ

ユ

1

ブ

輸

送

資

材

車

両

荷

役

機

械

作

業

衣

情

報

交

換

共

同

車

庫

研

修

視

察

北

海

道

零 2 1 6 5 1 5 2 1

小 4 1 1 5 5 2 1 2

中 3 1 2 1 3 3 1 3 1

大 1 1 1 1 1 2

東

北

零 一 1

小 3 1 1 1 6 6 1 5 2

中 7 2 7 5 1 3 5 1
'

大 2 2 2 1 1 1 2 1

零 1 1 1

小 5 1 5 5 1 6 4 2

中 1 1

大

関

東

零 7 3 1 1 1 1 2 6 8 10 4 1

小 25 5 4 1 10 7 5 5 5 1 8 21 3 21 24 8 1 1

中 10 1 1 7 3 3 5 3 1 5 12 4 16 11 1

大 1 1 1

中

部

零 1 1 2 1 3 1 1 3

小 12 5 1 5 11 16 6 5 1 2 27 2 10 17 7 2

中 11 2 2 1 5 5 6 5 5 4 24 1 11 22 5 2

大 1 1 1

近

畿

零' 6 2 8 7 1 2 1 1 7 6 7 2 1

小 12 1 11 10 3 2 2 2 10 8 7 1

中 3 6 5 3 2 4 6 5 1

大 1 1 1 1

中

国

零 2 2 5 4 1 2 2 4 2 2

小 9 2 3 2 10 6 1 2 1 1 6 4 6 9 2

中 2 2 1 2 1 1 2 2

大

四

国

零 1 1 1

小 1 1 1 1 1 3 1 1

中

大

九

州

零 1 1 1

小 2 1 1 1 1 1 2 1 1 2 1

中

大

合

計

零
細

計 19 7 4 15 13 11 9 3 4 18 3 26 25 8 1 2

φ 44 162 93 34 30 256 21 69 93 418 69 68 58 109 23 46

黍
計 72 14 10 6 46 42 37 28 13 3 16 69 11 61 65 20 2 1 1

% 567 11 79 47 36 33』 2{L1 22 102 24 125. 54 86 48 51 157 16 07 07

計 36 5 5 4 27 18 15 15 14 1 11 47 6 43 38 6 2

% 48 66 67 53 36 24 20 02 187 13 147 62 8 57 506 8 27

秦
計 4 3 2 2 2 1 2 5 1 6 1

% 364 27 182 182 10 7」 182 45 9 54 9

奮
計 131 26 19 10 91 75 65 54 31 4 33 139 21 136 129 34 5 1 3

% 512 102 74 39 355 293 254 21■ 12ユ 16 129 543 82 53ユ 504 133 19 04 12
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一

己

ー

組 合 加入 と 自社 の結 び つ き(2)

項

目

‖地域》

企

業

規

模

メ リ ッ ト を 感 じ ら れ る も の 利用の理 由

共

同

輸

送

共

同

保

管

共

同

整

備

共

同

福

祉

施

設

共

同

購

入

金

融

事

業

保

険

共

済

事

業

高

速

道

路

利

用

事

務

代

行

協

力

心

か

ら

自
社

㌘
リ

《
で

両

方

の
ー理

由

か

ら

そ

の

他

北

海

道

零 1 4 5 1 4 1 3

小 3 1 3 2 2 4 2 5

中 4 2 6 2 1 5

大 1 3 2 1 2 4 2 2

東

北

零 1 1 1 1

小 3 1 2 3 4 2 4

中 6 1 6 4 2 2 1 5

大 2 1 1 1 1 1 1

零 1 1 1

小 4 3 4 3 2 2 1 1 4

中 1 1 1 1 1 2

大

関

東

零 6 1 11 6 7 6 3 3 7

小 18 3 2 31 16 11 14 13 6 23

中 10 1 14 10 7 9 7 4 11

大 1 1 1

中

部

零 1 1 1 1 2 3 2

小 8 1 1 24 6 9 24 3 6 8 15

中 7 13 8 14 23 14 7 14

大 1 1 1 1

近

畿

零 5 1 7 2 7 2 6

小 10 1 8 2 10 1 7 9

中 1 5 5 4 6

大 1 1 1

中

国

零 2 2 4 1 1 1 2 3

小 8 1 1 8 5 4 4 10

中 1 1 1 1

大

四

国

零 1 1 1 1

小 1 1 4 2 1 2 2 3

中

大

九

州

零 1 1 1 1 1 1

小 1 3 2 1 1 3

中

大

合

計

零
細

計 18 3 4 29 18 10 16 2 15 8 20

勇 41 69 93 67 418 233 37 4β 349 186 465

小企

業

計 55 5 6 8 88 42 22 56 8 40 17 76

% 43 39 47 62 69 33 173 44 62 315 134 598

中企

業

計 29 2 1 3 46 30 22 39 26 13 41

勇 38 26 13 4 61 40 293 52 34β 173 54β

大
企
業

計 3 1 5 5 1 4 5 4 5

% 27 9 45 45 9 36 45 36 45

計 105 11 11 11 168 95 55 115 10 86 42 142

% 41ρ 43 43 43 656 37ユ 215 449 47 336 164 555



組合加入 と自社の結 びつ き
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(2)協 同組 合 の事 業

貨物 運 送協 同組合 で は,参 加 組合 員 のた めに,一 般 的 に次 の よ うな

事 業 を行 ってい る。

① 共 同 購入 事業

燃 料,車 両,資 材,器 材 等 を協 同組合 にお いて 割 引価 格 に て一 括

購入 し,各 組 合 員 にや は り割 引 価格 で提 供 を行 う事 業 で あ る。(図

2-5参 照。)

図2-5共 同 購 入 事 業

組 合が 共 同 購入 事 業 を実 施 す る場合,留 意 す べ き事 項 と して は,

取 扱物 資 の 選 定,価 格,支 払条 件,納 品,ア フ ター サー ビス な どが

あげ られ る。

特 に組 合 員 の企 業格 差 が ある組合 に おい て は,価 格,ア フ ター サ

ー ビス の面 か らあま り利 用 され ない とい うケ ース もあ る
。

また 組合 員 の数 が 少 な い小型,極 小 組 合 では,経 済規 模 が小 さい

た め,大 型 組 合 に比 べ て価 格 条件 等必 ず し も有利 とは い え な い問題

が あ る。

規模 経 済 の観 点 か らみ る な ら各 単協 で ま とめ,連 合 会 等 を発 注 窓

口 と して実 施 す る方 が 有 利 だが,こ の場合 問題 とな る のは 納 品 とア

フ ターサ ー ビス 等 に つ い て,キ メ細か いサ ー ビス が 可 能 か ど うか と
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い うこ とで あ る。

この た め,共 同購 入事 業 にお い て も組 合 員 一 組 合 一 連合 会

一 販 売業 者 とい う流 れ の商 的 ,物 的 流 通 の 合 理化,シ ス テ ム化 を 図

る必要 が あ る。

② 共 同 輸送 事 業

遊 休 車 両 の活 用,片 荷 輸送 の 削減 を主 な 目的 と した もの で,各 組

合 員 か らの求 荷 情 報 あ るい は求 車 情 報 を迅 速 に処 理 し,輸 送 の 実 現

を図 る よ うに した事 業 で あ る。(詳 細 は 「22共 同 輸送 の現状 」

を参 照 の事 。)

③ 高 速 道 路通 行 料金 別納 制 度 利 用事 業

各組 合 員 が 利用 した 高速 道 路 の料 金 につ い ては,組 合 で一括 して

支 払 うこ とに よ り別 納制 度 を利 用 で きる よ うに な って お り,又 利用

額 に 応 じて割 引 も受 け られ る こ とに な ってい る。 現 在165の 協 同

組 合 が この制 度 を 利用 して い る。

組合 で は 日本 道路 公 団 か ら送 付 さ れ て くる請求 書 を各組 合 別 に振

り分 け る作 業 が必 要 とな る。

日
用

道
週
＼

図2-6高 速道路通行料金別納制度利用事業
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④ 金融事業

各組合員が設備 資金,運 転資金等 の貸付 を受け る場合,金 融機関

か ら組合を通 じて貸付が受け られ る ように した事業である。

各協組の金融事業 におけ る事例 をみると,「 長期安定 資金 」対策

としては商工中金等 の政府系金融機 関を利用 してお り,「 短期資金 」

としては市中銀行 の利用が見 られる。 これは金利,時 間等 の労力,

便利性,政 策上 の問題 を考 慮 しての ことであろ う。

金融事業を円滑効果的に行 な うた めには,組 合 では金融機関に対

して実績 と信頼 を確保 しなけれ ばな らない し,又 金融機 関の利用 は

単 に融資だけでな く,情 報 の収集,経 営,点 検 等の利用効果が ある

ことを組合員が認識 を持つ ようPR等 の努力をす る必要が ある。

透く
『

図2-7金 融事 業

⑤ 以上 の4つ の 事 業 の他 に保 険共 済,施 設(倉 庫,整 備 工場,食 堂

給 油所 等)の 共 同 利用,組 合 員 の た めの情 報収 集 ・提 供 とい った 事

業 があ る。

次頁 以 降 に,上 記①,③,④ につ い て,一 般的 な事 務 処 理 の流 れ 及

びそ の説 明 を載 せ た。
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組 合 員 組 合 購 入 先

隔求明細書
1納 品書(控)_

、 〆

、 縮 香 る廷、

o一

③

②

⑥

ノ

由

一 ー 一_一 一 ■ ■ 一 一 ■_一 ■ 一 一 一 ー 一 ■ 、一

① 廿

ヨつ

②七 ③

1領 収書

⑧
売上伝票も◎

翻

∂

1

1講纈 旧聞 一

O 翻 請求合諮 一⑤

■ ■ ■ ■

一 一 一

つ

⑧

④

⑦T
組合員別売
上明細表

〇

一
④ ⑤⑥

▽

受取 り及 び

チェ ック

鯉

出金伝票

1

罵麗ぽ
1

O

0蓋

O

⑨1 ▽

⑥

⑩

泣

O

嘉 趨 ・

入金伝票

■一 ー 一 一 ⊂
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図2-8事 務 分 析 図(共 同購 入 事 業)
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購 入 先 よ り納 品書,請 求 明細 書(請 求 明細書 は 購 入 先か らの請 求 段

階 で合 計 請 求書 に貼付 され て くる場合 もあ る)と 共 に商 品が 協 同組 合

に納 入 さ れ て くる。

組 合 で は若 干 の 在庫 を持 って は い るが,管 理 上 の 問題 か ら,組 合 員

か らの要 請 に応 じてそ の都度 購 入先 へ 発注 す る場 合 が 多い。 購入 先 か

ら組 合 に商 品が 納 入 され,組 合 員 に配 達 さ れ る場 合 もあ るが,購 入 先

か ら直 接 組合 員 に 配達 され る場 合 の方 が 多 い よ うで あ る。 組 合 では 売

上 の 都 度 売上 伝票 及 び売上 伝 票(控)を 作成 し,組 合 員 には 売上 伝 票

を渡 す 。 売上 伝票(控)に 基 づ き,組 合 員別 売上 明細 表(組 合 員 の 売

上台 帳)を 作成 し,縞 目に な った段 階 で この組合 員 別 売上 明細 表 か ら

請求 書 及 び 領収 書 を発行 し,金 を行 う。

実 際 に集金 され た ものに 関 して入 金 処理 を行 う。

次 に購 入先 では やは り縞 目に な った 段階 で 組合 に対 して請 求 を行 い

集金 す る。 組合 では 支払 った ものに 関 して 出金 処 理 を行 う。

な お組合 と組 合 員 との間 には,共 同購 入 以外 に も収 支 が あ るた め,

実 際 には 締 日の段 階 で組 合 と組 合 員 との相 殺処 理 が 行 われ る。

この 共 同購 入 は 組合 員 に と って 安価 に購 入 で き る とい うメ リ ッ トが

あるが,組 合 に とって は非 常 に大 きな事 務 作業 に な りつ つ あ り,こ の

ため 組 合 では 例 え ば燃 料 の 場合,ス タ ン ドの運 営 を外 部 に委 託 して い

る と ころ,ス タ ン ドを無 人 化 して い る とこ ろな どが 出現 して い る。
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高 速 道 路 公 団 組 合 組 合 員
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図2-9事 務 分析図(高 速道路通行料金別納制度利用事業)
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高 速 道 路 公団 より送 付 され て くる請 求書 は 日付 順 に な って い るた め

組 合 で は これ を組 合 員別 に振 分 け,請 求合 計書及 び領 収書 を 作成 し,

組 合 員 に対 して 請 求行 為 を行 う。 入 金及 び 出金処 理 は共 同 購 入 の場 合

と同 じ相 殺処 理 で あ る。 組合 員 は高 速料 金 月計表(作 業 日報 か ら作 成

され た もの)と 組 合 か らの 請 求書 とを照合 して支 払 を行 う。

高速 道 路通 行 料金 別納 制 度 利 用事 業は,利 用額 に応 じて 割 引 が受 け

られ る よ うに な って お り,高 速 道路 を利 用 す る組 合 員が 多 い組 合 では

か な りの 利益 を あげ,組 合 員 に還 元 して い る。

しか し高速 道 路 の利 用 が増 え る に従 って事務処 理 量 も膨 大 な もの と

な って きた た め,今 ま での手 作 業(高 速 道路公 団 よ り送付 さ れ て くる

請 求書 を切 り張 り して組合 員 別 の請 求書 を作成 してい る)を 別 な処 理

方 法 に 切 り替 え る必要 が 出て きた。

この た め組 合 に よって は,高 速 道 路 公団 より送 付 され て きた請 求 書

を基 に して紙 テー プ,カ ー ド等 に パ ンチ,コ ン ピ ュー タ処 理 を して組

合 員 別 に 振分 け て い る ところ もあれ ば,高 速道路 公 団(財)道 路 厚 生 会

よ り磁 気 テ ー プの 有料 貸 出を受 け,直 接 コ ンピュー タ処 理 を行 って い

る ところ もあ る。 た だ し,コ ン ピ ュー タ処 理 自体 は 外 部 に 委 託 して い

る と ころが 殆 どで あ る。
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組合員か ら提出された借入 申込書 に基づ き,組 合では組合 と組合員

とで結んだ融 資規約 と照 らし合わせて償還能 力等について審査 を行 う。

審査後金融機 関に対 して,借 入方法,借 入額 な どの相談 を行い,こ の

結果 を基 に組合員 との調整を行 う。

借入が決定 した段階で,必 要書類 を添えて金融機関に借入 の申込 を

行い,実 際に貸付 を受け る。

組合 では返済方法に基づいて各組合員に請求 を行い,組 合で一括 し

て金 融機 関に対 して返済 を行 う。

金融事業は単 に組合員の利便 を図ることだけが 目的ではな く,金 融

機関か らの情報収集,経 営点検等 に も役立つ し,ま た有効な活用 も考

え られる。例えば ある協同組合では構造改善事業 のために組合員が資

金 を積立 てて商工 中金 に預金 した。 この預金 の金利 で割引商工債券 を

購入,そ の割引商工債券等 を担保 に組合へ の貸付枠 を確保 し,ま たそ

の割 引商工債券 の金利を組合員の研修費用 にあて るなど預金 の幅広い

活用 を考えた方法を採用 している。

これ など組合役員の知恵に よるものだが,協 同組合 の共 同事業 が組

合 員個 々の知識 と経験を共通の財産 として,共 同事業の中でいかに生

か してい くかを金融面 で実践 し,効 果 をあげた例 といえ る。

(3)協 同組合の問題点

協 同組合 においては先に述べた ような事業活動 を行 ってい るが,か

な らず しも十分 な効果 をあげてい るとは言 えない。 これは組合 の事務

局体制の不備 とい う一語で尽 きる ものでは な く,次 に示す よ うな問題

点について組合 ・組合員間で十分検討 を行 う必要が ある し,ま た連合

会等 を含 めた大 局的な連携 システム化 を図 ることも必要 であると考え

られる。

① 啓蒙宣伝の不足

日本貨物運送協同組合連合会の調査に よれば,組 合員が組合 の事

業活動 を十 分理解 していない場合が多 く,そ のための トラブル も数
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多 く発生 してい る。 これは組合 と組合員の コ ミュニケー シ ョンの不

足 に よるが,組 合 か ら組合員に対 して の啓蒙 宣伝の不 足に依 るとこ

ろが大 きい。組合では組合事業の効果,利 用方法 について積極的に

組合 員に啓蒙宣伝 してい く必要 があろう。

② 需要 の確保

個別企業の問題点 の ところで も言及 した よ うtlC,輸 送需要は現在

非常に厳 しい ものであ る。組合では遊休車両の活用,片 荷輸送の削

減 を 目的 とした共 同輸送 に より,厳 しい経済情勢に対処 して きてお

り,現 在では組合 の重要な事業活動 の1つ にな ってい る。組合 とし

て も組合員か らの要望 に答えるべ く,組 合独 自の荷主の開発,支 配

車両の確保 な ど共 同輸送 のための需要 の確保に積極的に取組ん では

い るが,営 業 マン等人材 の確保難による営業活動の不足,情 報管理

の不備等の理由により安定した成果をあげるに致っていないのが現状である。

③ 人材 の確保 ・養成

運送業界においては小型組合が多いため,事 務局 の職員数 につい

ては必ず しも必要人員が確保されてい るわけではない。 この傾向は

地方都市 の組合 において特 に顕著 である。勢い組合 としては少数精

鋭を考えなけ ればな らないが,事 務局員の質的向上 を図 るた めの人

材養 成 も十分に行 なわれていないのが現状である。

この問題は1組 合 では とうてい解決 しえず,し たが って連合会等

の組織において研修会 の開催等,人 材養成を積極的に考える必要がある。

④ 組合員の情報管理

組合におい ては組合の情報及び組合 員の情報の両方を管理 し,組

合の事業活動 に役立ててい るが,現 状では組合員の情報 管理が不備

な為共同輸送 における車両管理,運 行管理を十分に把握できていない。

また外部情報について もその収集力は十 分 といえない。運送業 界

において も既成の市場に留ま らず新 しい市場 の開拓 と需要 の創造,

需要のニーズに合 った輸送機能 を開発す るために も,幅 広い情報 の
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収 集 と評価,管 理 及 び処 理,適 切 な利 用 が 必要 で あ る。

22共 同 輸 送 の 現状

2.2.1共 同輸 送 の現 状 調 査

(1)調 査 目的

協 同組 合 を中 心 と して行 われ てい る共 同輸 送 の処 理 件 数,処 理 方 法,

連 絡 方法 等 につ い て,広 域 的 な共 同輸 送 ネ ッ トワー ク シス テ ム を考 え

る上 で の基 本 的 な 資料 を得 る ことを 目的 と した。

(2)調 査 方 法

予 め 調 査先 に調 査票 を送付 して必 要 事 項 を記 入 して おい て も らい,

後 に面接 で詳 細 に亘 って調 査 を行 う とい う方法 を と った。

(3)調 査 先

日本 貨 物運 送 協 同組 合連 合 会 の協 力を得 て共 同輸 送 事 業 を実施 して

い る11協 同組合 を対 象 と して調査 を行 った。 地域 的 には 東 京,神 奈

川,埼 玉,宮 城,愛 知,広 島 の6都 県 で あ り,組 合 の 規模(組 合 員数

か らみ た 規模)で は 最小 が19,最 大 が184,平 均63で あ った 。

(4)調 査 結 果

主 な調 査項 目につ い て項 目別 に説 明 を行 う。

① 共 同輸 送 を始 めて か らの経 過年数

1年 未 満 あ るい は10以 上 とい った 組 合 もあ った が,お 澄む ね5

年 か ら10年 とい う経 過 年数 が 殆 どで あ った。

② 共 同輸 送 に参 加 して い る組合 員数

協 同 組合 を構 成 してい る殆 どの組合 員が 共 同輸 送 に参 加 してい た。

これ は 組 合 の共 同輸送 事 業 か ら組 合 員 が か な りの メ リ ッ トを受 け て

い る現 れ で あろ う。

③ 共 同輸 送 に 参加 して い る荷 主数

平均 で37社 の荷 主 が参 加 して お り,組 合 独 自荷 主 は 平均10社

で あ った。 た だ独 自の荷 主 を持 た な い組合 が2組 合 あ った 。
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④ 共 同 輸送 処 理 件 数(求 荷,求 草 合 わ せ た 月間 の件数)

月間 の求 荷,求 草 合 わ せた 件数 では50件 か ら2,900件 まで様 々

で ある が,平 均 す る と約709件 に な る。 この 内実 際 に ドッキ ン グ

した 件数 は302件 で あ り,率 に して 約43%で あ った。 しか しな

が ら協 同 組合 では 実 際 に入 って きた求 荷,求 車 情 報 の 件数 を明確 に

把 握 して い ない場 合 が 多 く,調 査結=果 に出 た数 字 よ りも実 際 には か

な り多 い よ うで あ る。

⑤ 連 絡 方 法

圧倒 的 に 電 話 が 多 く,テ レ ックス(2協 同組 合 で使 用 して いた)

や コ ン ビ=一 夕端末 装 置(1協 同組 合 で利 用 して い た)を 併 用 して

い る と ころ で も使 用 頻 度 は全 くと言 って 良 いほ ど無 く○殆 ど電話 で

連 絡 を行 って い る状 態 で ある。

電 話 連 絡 にお い ては,相 手 の感 触 がつ か め る,融 通 が き く,取 り

扱 い が簡 単 で あ る等 か ら,現 在 の と ころ電 話 が一 番 便利 で あ る とい

う声 が 大勢 を 占め てい た 。

但 し,最 近 とみ に利 用 さ れ,か つ 機 種 も様 々な形 の もの が 開発 さ

れ て きた フ ァク シ ミ リにつ い て の関 心 は高 く,電 話 の よ うに 「言 い

違 い 」,「 聞 き間 違 い 」とい った こ と も無 いの で,導 入 を 進 めて い

る,あ るい は 導入 を考 え てい る協 同組 合 が 多 か った。

⑥ 手 数 料

手数 料 は3%か ら10%ま で様 々で あ るが,ほ ぼ一 致 した意 見 と

して組合 の利 益 とい う面 か ら見 れ ば あ ま り大 き くは ない が,組 合 員

へ の サ ー ビス とい う点 では 大 き な メ リ ッ トを上 げ て い る とい うこ と

で あ った。

⑦ ピ ー ク

1日 の ピー クは 午 前9時 か ら11時 と,午 後3時 か ら5時 とい う

の が 多 い。 これ は 午 前 中 は当 日の もの,午 後 は 翌 日の 仕事 につ い て

の ピー クで あ る。 前 日に ドッキ ン グが 殆 ど成立 して しま う ところ で
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は,午 前 中 の電 話 は数 え るほ ど しか な い。

1月 の うちでは 月末,1年 の うちで は年 末 が ピー ク に な る と ころ

が 多い 。

⑧ 共 同輸送 の処 理 手順

詳 しい 処 理手 順 は 「図2-11事 務 分 析図(共 同輸 送)」 に 示す

が,大 ま か な手 順 と しては どの組 合 もお よそ 次 の よ うに な る。

求荷 ・求車依頼の連絡受

['

決 ま った 用 紙 又 は

メ モ に 記 録

荷 物 ・車 を捜 すため

NST等 へ 連 絡

ドッキ ング で きた 旨

依 頼 主 へ 連 絡

配車 表,請 求書 等

の 作 成

ドッキ ングは,組 合 に入 って きた求 荷,求 車 情 報 だ け で行 う とい

う組合 もあ った が,殆 どの組 合 が,入 って ぎた情 報 に 対 して組 合 が

荷 物 ある いは 車 を捜 す た めに組 合 員,他 の協 同組 合,NST(後 で

詳 述 す る)等 へ 連 絡す るとい う方法 を とって い た。 組 合 員 か ら入 っ

て きた情 報 に対 して,す べ てNSTを 利 用 す る とい う組 合 も あ った。

求 荷,求 車 の依 頼 を受 けた 時点 で の記 録 は,決 ま った用 紙 に 記入

した り,一 時 的 に メモ に して い た りま ちま ちで あ るが,ド ッキ ン グ

成 立 後 は配 車 表 等 の定 ま った 用紙 に記録 して い た。

1回 の ドッキ ングに か か る電話 の 回数 は,2,,3回 か ら15回 ま
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で様 々で あ り定 ま って は い ない。 これ は 求荷,求 車 情報 に曖 昧 な点

が 多い の と言 い 違 い,聞 き違 い等 に よる確認 作 業 が ま ま あ るた めで

あ る。 但 し,NSTを 利 用 した 場合 は情 報 の 内容 が 明 確化 されて い

るた め,ほ ぼ1回 の連 絡 で済 む よ うで ある。

ド ッキ ン グが 成立 し,輸 送 も完 了 した 時 点 で の組 合 員 か らの組 合

へ の輸 送 完 了 報告 は,殆 ど とい って も良い ほ ど無 か った 。何 の連 絡

も無 けれ ば,共 同 輸送 が うま くい った とい う解釈 の もとに共 同輸送

の 運営 が な され て い る よ うで あ る。

⑨ 運 賃

運 賃 を決 め ない で荷 物 を運ん で しま うとい う方法 の方 が,運 賃 が

決 ま って か ら仕 事 をす る とい う方 法 よ りもやや 多 く,ま た 問題 もあ

る よ うで あ る。 運 賃 を決 めて い ない 場 合 は,相 場 に よ りあ るい は相

互 信 頼 に基 づ い て決 定 す る ことが 多 く,こ の 場合 運 賃 が安 い。 地 方

に よ って 運 賃 が ま ちま ちで ある とい った問題 が生 じてい る。

⑩NST

NSTの 利 用 につい ては,共 同輸送 のす べ て を 利 用 して い る組合

もあれ ば殆 ど組 合 内 部 で処 理 し,ど う して も荷 物,車 が見 つ か らな

い場 合 だ けNSTを 利 用 して い る組 合 も あ った。k・ しなべ てNST

シス テ ムに つ い て は好 意 的 な見 方が 多 く,あ ま り利用 してい ない組

合 で も,将 来 の た め,シ ス テ ム育 成 の た めに 参 加 してい る よ うで あ

った。

⑪ コ ン ピ ュー タ利 用

全 般 的 に コ ン ピ ュー タにつ い ての 関心 は 高 く,将 来 利 用す る こ と

を考 え て い る場 合 も多い。 た だ,共 同輸 送 に関 して は,相 手 との交

渉等 極 めて 人 間的 な作 業 が必 要 なた め,こ の 辺 が シス テ ム化 に 当 っ

て の 問題 とな る点 で あろ う。 今 回調 査 した11の 協 同組 合 の うち1

箇 所 だ け コ ン ピ ュー タに よる共 同輸 送 を実施 してい た が,ド ッキ ン

グ作業 そ の もの を コ ン ピュー タに や らせ るの で は な く,ド ッキ ング
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の た め の情 報検 索,ド ッキ ン グ後 の情 報 の入 力 とい った傾 向 が 強か

った 。現 状 では共 同輸送 よ りも売 上 管 理等 の 事務 処 理 の シス テ ム化

が 先 行 す るだ ろ うとい う意 見が 大 で あ った。 しか しなが ら,共 同輸

送 に対 す る シス テ ム化 の 期 待 は大 きい の で,ど の 位 の費 用 を か け ど

の位 の メ リ ッ トが上 が るか とい った点 について十分検討す る必要があ る。

⑫ そ の 他

共 同輸 送 とは 直 接 関係 な い が,組 合 運 営 で の問題 点 と して 人 材 の

確 保,荷 主 の 開拓,運 転 手 の教 育 等 が あげ られ る。

共 同輸 送 に 関 して の一 般 的な事務 の流れ及びその説 明は次の よ うにな る。

荷 主,組 合 員等 か らの求 荷 依頼,求 車 依 頼 を電 話 に よ って受 け,荷

物 の種 類,積 込 場 所,積 下 場所,車 両%,そ して 運賃 な どの詳 しい情

報 を求 荷 受付 表,求 車受付 表 に記 入 して,求 荷 の 場合 は荷 物 を,求 車

の場 合 は 車両 をそ れ ぞ れ の条 件 に合 わ せ て捜 す 。 この場 合 調査 結 果 に

も現 わ れ て い る通 り,組 合 に入 って きた 情 報 だ けで ドッキ ン グす る場

合 もあ るが,組 合 が 荷物 あ るい は車 両 を捜 す た め に組 合 員,荷 主,他

の協 同組 合,NST等 へ 依 頼す る ケ ース の 方が 圧倒 的 に 多い。 季 節,

地 域 に よって も異 な るが,組 合 員か らの求 荷情 報 に対 して荷 物 を 斡旋

す る場合 が 多 い よ うで あ る。

ドッキング が 成功 した場 合 求 荷依 頼 者,求 車依 頼 者 に それ ぞ れ電 話 で

確 認 し,求 荷依 頼 者(通 常 は 組合 員)は 組 合 か らの指示 に基 づ い て実

際 の輸送 を行 い,共 同輸 送 は完 了す る。

この後 は,組 合 員 か らの作業 日報 に基 づ い て運賃 計 算 を行 って 請求

書 を作 成 し,縞 目が来 た段 階 で求 車 依 頼者 へ請 求行 為 を起 し,集 金 す

る。

一 方 輸 送 を行 った組合 員 に対 しては 支 払 の た めの 明細=書 を送付 し,

締 日の段 階 で支 払 を行 う。 実 際 には 組 合 と組合 員 とは様 々な収支 関係

が あ るた め相 殺処 理 を行 い,そ の差 額 を集金 した り,支 払 った りす る

わけ で あ る。
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求 荷情 報 に関 して は組 合 員が 主 とな るの でそ れ ほ ど問題 は ない が,

求 車 情 報 に関 して は他 の組 合 を経 由 して きた場 合 あ るい は水 屋 等 を経

由 して きた 場 合 は,集 金 業 務 がス ムー ズ に運 ば ない 場合 もま ま あ る よ

うで あ る。

2.2.2現 状調 査 の分 析

処 理 件数(求 荷 ・求草 合 わせ た件 数)で は1協 同組 合 平 均 約709件

で あ るが,協 同 組合 に よる偏 差 が 大 き く50件 か ら2,900件 ま で に及 ん

でい る。 処 理件 数 の 多 い協 同組 合 の傾 向 と しては,組 合 の規 模(組 合 員

数 か らみた 規 模)が 大 き く,共 同輸 送 を始 め てか らの経 過年 数 が 長 く,

か つ 組合 独 自の 荷主 を多 く持 ってい る とい う結 果 が 出てい る。

共 同輸 送 の シス テ ム化 を進 め るに 当た って は,最 も処 理 件 数 が 多 い 協

同組 合 で も十 分 利 用 で きる よ う設計 す る必 要が あ るた め,約3,000件

(協 同組 合 で は実 際 に入 って きた情 報 を 明確 に把握 して い な い ので 実 際

には この件数 よ り も多い こと を考 慮 して お く必 要が あ る し,ま た 将来 の

延 び率 も考 え に入 れ る と5,000件 程 度 の処理 件 数 は十 分 あ り得 る)の 情

報量 は 念 頭 に おい て お くべ きで あ ろ う。

地域 的 には,荷 物,車 両 の 流通 量 が 多 い東京,愛 知 が処 理 件 数 も多 か

った。 た だ,今 回 の実 態調 査 は6都 道府 県 の11箇 所 で あ る た め,来 年

度 以 降の調 査 に よ って は ま た 違 った 傾 向が 出て くる可 能 性 が あ る。

連 絡 方 法 につ い ては 調 査 結果 に も現 われ て い る通 り,現 在 の とこ ろ電

話 に代 るべ き有 力 な手 段 は 見 つけ る こ とは で きな い。 テ レ ックス は一 部

の協 同組合 で使 用 され て は い るが,操 作 が面 倒 で ある,融 通 が きか な い

等 の理 由で殆 ど数 え るほ どの情 報 量 しか処理 さ れて い な い。 また フ ァ ク

シ ミ リにつ い ては,操 作が 簡 単 で あ り,情 報 が 確実 に伝 達 さ れ る とい う

意味 で今後 か な り有 力 な 手 段 に な り得 るが,電 話 ほ どの融 通 性 が な い た

め,共 同輸 送 の条 件 変 更,配 車 担 当者 に よる取 引等 を考 え る と,フ ァク
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シ ミリだ け で全 面 的 に ドッキ ング(斡 旋)作 業 を行 うこ とに は無 理 が あ

る。 これ は コ ン ピ ュー タに つい て も言 え る こ とで あ って,条 件 変 更,キ

ャ ンセル 等 の処 理 も可 能 で あ るが,人 と人 との話 合 い の 中で決 ま る よう

な事 柄 に つ い ては や は り,電 話 との併 用 で処 理 してゆ く必要 が あ る もの

と考 え られ る。

荷主 につ いて は 前 述 の よ うに組 合独 自の 荷 主 を 多 く持 ってい る と ころ

が共 同輸 送 の処 理 件数 も多 い と ころか ら,で き得 る限 りの営 業 活動 を駆

使 して荷 主 の開 拓 に 努 め る必要 は あ るが,協 同 組合 の荷 主 の開 拓 には 組

合 員 との競 合 な ど多 くの 問題 が あ るた め,慎 重 に行 動 す る こ とが肝 要 で

あ る。

ピー ク は 午前(9時 か ら11時)と 午後(3時 か ら5時)に あ るが,

これ は 地 場輸 送 と長 距 離 輸送 との違 い に よる。 地 場輸 送 では 当 日急 に荷

物 あ るい は 車 両 が必 要 にな った場 合 が 多 く,長 距離 輸送 では翌 日の 仕事

に つい て 依 頼 して くる場合 が 多い 。広 域 的 な情 報 処 理 ネ ッ トワー ク を考

え る上 で ピー ク時 の デ ー タ量 は 十 分 に考 慮 す る必要 が あ り,例 え ば1台

の端 末 装 置 で処 理 で きるデ ー タ量 を越 えて い る連合 会 あ るいは協 同組 合

で は,2台 あ るい は3台 の端末 装 置 を設 置 す る必 要 も出て くるで あ ろ う。

ま た逆 に非 常 に処 理件 数 の少 ない ところで は い くつ か の 協 同組合 が集 ま

って 共 同 で1台 の 端末 装置 を導 入 す る こ と も考 え られ る。 いず れ に して

も,ピ ー ク時 の デ ー タ量(来 年 度 以 降 の調 査 で明 確 にな る もの と思 われ

る)と1台 の端 末 装 置 で処 理 で きるデ ー タ量(端 末 装 置 の性 能,中 央 で

処 理 す る コ ン ピ ュー タの性 能,設 置 す る端 末 数 な どに よってか な り異 な

り,今 後検 討 を行 って い く)と を考 え合 わせ た上 で 弾 力的 に検 討 して い

く ことが 必 要 で あ る。

また,調 査 結果 には 特 に載 せ て い ない が,共 同輸送 の 問題 点 と して,

キ ャン セ ルが 多 い こ と,ド ッキ ング(斡 旋)の ため の条 件 に変更 が 多い

こ とが あげ られ て お り,こ れ らは 情報 の シス テ ム化 を進 め る上 で考 慮 す
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べ き重要 な事 柄 の一 つ で あ る。

今 年 度 の調 査 で全 体 的 に受 け た 印象は,情 報 の シス テ ム化 を 進 め るに

当 た って は,協 同組 合 の事 務処 理 の改 善,体 制 の強 化 等 が 不可 欠 で あ り,

このた めに は連 合会,協 同 組合 及び組 合 員 が協 力 して 推 し進 め る必要 が

ある とい うこ とで あ った。

2.2.3積 合せ 輸送(組 合 の共 同輸送 に係わ る積 合 せ 輸送)

現 在 行 わ れ てい る共 同輸 送 の殆 どが,貨 物 を ・ ッ トで運 ぶ い わ ゆ る一

般区 域 輸 送 で あるが,最 近一 部 の協 同組合 で行 われ て い る積合 せ輸 送 に

つ いて 説 明 す る と次 の よ うに な る。

協 同組 合 が組 合 員 か ら車 両 の 提供(車 両 だ け でな く運 転 手 も含 め た 支

配車 両 とい う形 で 提供 を受 け る)を 受け,荷 主 か らの集 荷,仕 分,輸 送,

荷 受 人 へ の集 配等 の業務 を行 うもの で あ る。(積 合 せ の認 可 は事 業 者

(組 合 員)が 受 け る。)こ こで 問題 にな るの は,仕 分 され 方面 別 に ロ ッ

ト化 さ れ た荷 物 を誰 が運 ぶ か とい うこ とで あ る。現 在 行 わ れ て い るパ タ

ー ンは 方 面 別 に ロ ッ ト化 さ れ た荷 物 を路 線業 者 に持 ち込 み ,地 域 間 の輸

送 は 路 線業 者 に任 せ て い るのが 殆 どで あ る。 路 線業 者 か ら受取 った荷物

を荷 受 人 へ集 配 す る業務 は 当然 協 同組 合 の業 務 とな る。

今 回調 査 した11協 同組合 の うち積 合 せ輸 送 を行 って い た の は1協 同

組合 だ け で あ った が,多 少 と も考 え てい る組合 は半 数 に のぼ ってい る。

実 施 して い る協 同組合 では 組合 員へ の安 定 した需要 の提 供 とい うサー ビ

、
ス業 務 もさ る こ とな が ら,組 合 自体 の利 益 もかな り上 げ て い た。

積 合 せ輸 送 の場合,地 域 的 な特 性 に より大 き な需 要 が 見込 まれ る地 域

と積合 せ る荷 物 の殆 ど無 い 地域 が あ り,す べ ての地 域 の協 同組 合 に大 き

な メ リ ッ トを もた らす とは 言 え ない。 そ の た め,実 施 す るに 当 た って は,

事 前 に あ らゆ る観 点 か ら調 査す る必要 が ある もの と考 え られ る。

つ ま り積 合 せ 輸送 を行 う地域 の経済情 勢,消 費動 向,貨 物 の流 通量 等
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を厳 密 に分析 す る と と もに,顧 客 の営 業 活動 を も ある程 度補 完 で きる よ う

うな体 制 を作 って お くこ と も必要 とな るで あろ う。

この よ うな観 点 か ら,需 要 の ニー ズ を把 握 して少 量 貨 物 の域 内積合 わ

せ輸 送 を実施 してい る協 同組 合 が 山形 をは じめ 新 潟,埼 玉,神 奈 川県 な

どに あ る。

い ずれ に して も この積 合 せ 輸 送 は一 般 家庭 まで 含 めて 考 え る と今後 か

な り多 くの需 要 が 見 込 ま れ る ため,将 来 的 には 協 同組 合 の 有 力 な事 業 の

一 つ に な る こ とは 確 実 で あ ろ う。

23情 報 シ ステ ム化 の 背 景

運 送 業 界 では最 近,情 報 の シス テ ム化 につ い ての 関 心 が高 ま って きて お

り,大 手運 送 業者 で はオ ン ライ ン処 理 に よ って輸 送 情報 の迅 速 ・正 確 な把

握 を行 い,輸 送 の 好率 化 を 目ざ して い る と ころ もあ る。 小規 模 業 者 に あ っ

て も協 同 組合 を 中心 と して,情 報 シス テ ム化 につ いて の検討 が熱 心 に 出 さ

れて お り.,一 部 で は 実 際 に コン ピュー タを導 入 して実 施 して い る協 同組 合

もある。

2.3.1情 報 シ ス テ ム 化 例

(1)日 本 運 送 の 情 報 シ ス テ ム

日本 運 送 が コ ン ピ ュー タ に よ る情 報 シ ス テ ム 化 に 踏 み 切 っ た の は,

4Sシ ス テ ム 〔安 全(Safety),確 実(Security),迅 速(Sp-

eed),サ ー ビス(Service)の 頭 文 字 を と っ て4Sシ ス テ ム と呼

ん で い る 〕に よ る物 流 管 理 の 実 現 を 目指 す 場 合,従 来 の 人 力 で は 限 界

が あ る た め,コ ン ピ ュ ー タに よ る,よ り精 度 の 高 い 管 理 へ 向 上 さ せ た

い とい う理 由 か らで あ る。 つ ま り,輸 送 品 質100%を 目 指 す た め に

は 荷 役 シ ス テ ム と か ア フ ター サ ー ビス を い か に 改 善 す る か を 真 剣 に 研
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究 しなけ れば な らない が,輸 送 に伴 う トラブ ル を未 然 に 防 ぐ とい って

も入 間 の注 意 力 や判 断 力 に頼 る こ とに は限 界が あ るため,コ ン ピュー

タ との 組合 わせ に よって完 全 な物流 管 理 の実 現 を図 る必 要性 を認識 し

たわ け で あ る。

具 体 的 に説 明す る と,日 本運 送 では 各作 業 段階 に おい て次 の よ うな

問 題 点 が あ る。

。荷 受作 業→ 重 量 ・番 号 札 ・送 り状 の記 入 とワ ッペ ン貼 付 に時間 を要

す る。

。票 記作 業→ 転 記す る原 票 が 多 い。運 賃 計 算 に時 間 を要 し,さ らに 貨

物 明細 書 作 成 に ロス が 多 い。

。発送 作 業→ 路 線車 の積込 み 方法 に店 所 ご との特殊 事 情 が あ る。

。到 着 作業 → 荷 卸 し方 法 が一 定 して い ない。 不 着 ・無 通 の処 理 に悩 む。

・照 会 → 荷主 か ら照会 を受 け た場 合 ,回 答に長 時 間 を要 す る。

。精 算 業務 → 元着 変 更 な ど事 務処 理 に ロス が 多 く,未 収 管理 に徹 底 を

欠 く。

以 上 の よ うな 問題 点 を解 決 す るた め,コ ン ピ ュー タに よる総合 事 務

の機 械化 の一 環 と して,路 線運 送 に伴 う原 票 の取 扱 い,手 板 の作 成,

運 行 票 の作 成,荷 物 の配 達 管 理,照 会 業務,各 種 管 理 資料,精 算業 務

にお け る未 収 管理 につ いて の シス テ ム化 を行 うこ とに よ り,次 に示 す

目的 を達 成 す る。

① 正 確 迅速 な事務 の 円滑化 を推 進 す る。

② 配達 管理 を徹 底す る。

③ 輸 送 の 品質 向上 を図 る。

④ 荷 主 の トラブル を減 少 させ る。

⑤ 運 行 車 両の 出発 時 間 を早 め る。

⑥ 配 車 管理 の適正 化 に よ って稼 動率 を高 め る。

⑦ 顧客 へ の サ ー ビス を根 本 的 に改 善 す る。
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図2-12の よ うに なこの4Sシ ス テ ムの業務 内容 を図 示す る と,
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次 に主 な項 目につ い て簡 単 に説 明す る。

デ ー タ伝 送

 

①

発店側の業務④

送 り状 内容を中央情報 センタ出荷主 より運 送依頼 を受ければ,

車一に登録 し運賃 計算 を行な う。各方面 別路線車に積荷すれば,

両単 位 にそ の 内容 明細 を中央 情 報 セ ン ター に報 告 す る。

中央 情 報 セ ンター の業 務(ロ)

運賃計 算 と行先別車両単位全店 所 の荷受 貨 物 の フ ァイル作 成 ・
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ご とに着 店 所 ヘ プ リン トァ ウ トす る。 デ ー タ伝 送以 外 の業務 に

必要 な フ ァイル作 成 を行 な う。

←う 到 着側 の業 務

中央 情 報 セ ン ター よ リプ リン トア ウ トさ れ た貨物 明 細 に よっ

て,荷 卸 しを行 ない 完 了す れ ばそ の 旨を報告 す る。 配 達 後 は そ

れぞ れ 必要 な情報 を報 告す る。

この デ ー タ伝送 は,情 報 を発 店 か ら着 席 に貨 物 の到 着 以 前 に

伝 送 す るの が主 な る業 務 で あるが,最 も力 点 をお い て い るの は,

荷 主 か ら運 送 依頼 を受 け て か ら配 達 完了 す る まで の過 程 を5段

階 にわけ て,貨 物 の 流 動状 況 を把 握 で き る よ うに して 管 理 し よ

う とす る ところ に あ る。'

o荷 受 した 時点

。路 線車 に積荷 した時 点

。着 点 に荷 卸 した時 点

・荷 受主 へ 配 達 中 で あ る時点

・配達 を完 了 した時 点

② 照 合 業 務

荷 主 か ら貨物 に関す る照 会が あれ ば,そ の荷物 の状 況 に つい て 即

答 で きな けれ ば な らな い。 こ この4Sシ ス テ ムは15日 間 の荷 物 の

管 理 を行 ない,照 会 に対 して は リア ル タ イムに 回答 す る こ とが で き

る。

荷 主 に対 して は,

荷 物 の所 在

運 賃 ・積 載 車番 ・発 着 日

差 荷 主か らの 荷物 到 着 の 照会

送 り状 原 票 の受 領 印回 答
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社 内 に対 しては

速 報 ・収 入 実績

回収 速 報 ・未 収 残高

荷 主 に 関す る照会(回 収 ・残 高 ・契 約 ・支 払 日な ど)

車 両 成績 ・車 両 の所 在 ・運行 路 線

積 残 し状況

な どにつ い て 即答 す る こ とが で・きる。

③ 精算 事 務

未収 ・請 求 ・回収 ・入金 な どの一 連 の事務 処 理 を行 う。

④ 配車 管 理

前 日就行 した車 両 を 把握 して,前 日の積残 しと当 日の 出荷量 を予

測 して配 車 管 理 を行 な う。

⑤ 路線 乗 務 員 の運行 実 績表

運行 実 績 表 を作 成 して 労務 管 理 を行 な う。

(2)日 本 通運 の 情 報 シス テ ム

日本 通運 は 全 国 に400余 の支 店,約3,000の 営 業 所 を持 つ わ が国

最 大 の輸送 業 者 で ある。

日通 オ ン ラ イン ・シス テ ムは,本 社 に設 置 され た大 型 コ ン ピ ュー タ

と全 国 に 設置 され た端 末 装 置 とを オ ンラ イ ンで 結 び,メ ッセ ー ジ及 び

帳 票 を 自動 交 換 す る シス テ ムで あ る。

この シス テ ムの処 理 の流 れ を,国 鉄5ト ン コ ンテ ナ の場合 を例 に と

って説 明す れ ば,次 の とお りで ある。

① 荷送 人 か ら依頼 が ある と,発 店 では 受 託 メモ を2部 作 成 し,そ の

1部 を持 って集 荷 に 向 う。

② 発 店 に残 した メモ は さ ん孔 タイ プ ライ タの オペ レー タに渡 し,こ

こで発 店 用 の 発送 原 票 と送 信 用 テ ー プが 同時 に作 成 され る。

③ 送信 用 テー プは 直 ちに端 末 装 置 か らオ ンラ イ ンセ ン ター に向 け て
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送 信 され る。

④ セ ン ター では 必 要 な チ ェ ック を行 った 後,送 信 電 文 中 の着基 地店

コー ドか ら着 店 を判別 し,該 当の端 末 に 電文 を送 信 す る。

⑤ 着 店 の端 末 に は 電文 が紙 テー プで 出力 さ れ るの で,こ れ をさ ん孔

タイ プ ラ イタ に読取 り印字 させ,到 着原 票 を作 成 す る。

⑥ 着店 で は到 着 原票 に より配 達 の手 配 をす る と ともに,荷 受入 に到

着 予報 をす る。

⑦ 以 上 のほ か 送 受信 の紙 テー プを も とに発 店 で は 発送一 覧表 を,着

店 で は到 着一 覧表 を作 成 す る。

⑧ ま た セ ン ター では通 過 した全 情報 を記録 して お き,こ れ を も とに

各 種 の 統計 資料 を作成 す る。

以 上述 べ た5ト ン コ ンテ ナ の処 理 の流 れ を 図示 す る と図2-13の

よ うに な る。

荷

送

人

受託

(さん孔 タイプ)

[発 店]

送原票

旨 鱒)

〔着 店〕

む　むむ

⑤⑤ 轟
(端末機)

到着原

(オンラインセンタ)

、
(さ ん孔 タイプ)到 着一覧 疋

表

墾

● ●

集 荷 発駅 着駅 配 達

図2-13日 本通 運vak・ け る5ト ン コ ンテ ナ の処 理 の流 れ

なfoこ の シス テ ムでは5ト ン コ ンテ ナ の発 送 到着 原票 の よ うな伝 票

形 式 の 自動交 換 のほ か,自 由な形 式 の メ ッセー ジを送 受 信 す る こ と も

で き,ま た全 国 一 斉 指令 とか任 意 個別 指令 も可能 な,総 合 的 な メ ッセ

ー ジ交換 シス テ ム とな って い る。
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この シス テ ムに よ り,5ト ンコ ンテナ の場 合従 来 情 報 の伝 達 を電 話

で行 ってい た た め,情 報 伝 達 に時間 が か か るほ か,帳 票 形 式 に書 き写

さ ね ばな らない 等 の 欠 点 が あ った が,オ ン ラ イン シス テ ムでは 発送 情

報 が伝 達 され る の で,次 の よ うな メ リ ッ トが あ らわれ て い る とい う。

① 荷受 人へ の到 着 案 内が 速報 で き,顧 客 サ ー ビス が 向上 した。

② 着 店 で は,計 画 的 な作 業,効 率 的 な車 両運 用 が で き配 達 が ス ピー

ドア ップで きた。

③ 貨 物 の追 跡 調 査が 可 能 とな った 。

(3)日 本通 運 とカ ル ピス食 品工 業 との情 報 シス テ ム

この事例 は メー カ と輸 送 業 者 が一 体 とな って,物 流処 理 一 体 化 シス

テ ムを導 入 した事 例 で あ る。

この シス テ ムは,簡 単 に い え ば,カ ル ピス 食 品 工業 の全商 品 の 出荷,

配 送,納 品,在 庫 管理 業 務 とこれ に伴 な う一 連 の 情報 処 理 業 務 をす べ

て 日本 通運 に委 託 し,物 流合 理 化 に効 果 を あげて い る,と い うこ とで

あ る。 つ ま り,日 本 通運 の全 国 的 な情 報処 理 ネ ッ トワー ク と カル ピス

食 品工 業 の通信 ネ ッ トワー クを結 びつ け,全 商 品 の物 流 関 連情 報 をや

り と りす る仕 組 み に な ってい る もの で あ る。 日本通 運 で は,カ ル ピス

食 品工 業 の各 営 業 所 に 「日通 分 室 」を設 け,デ ー タ通 信 シス テ ムの端

末 機 を置 い てい る。 カル ピスか らの デー タは紙 テ ー プを 仲 介 に して 結

ばれ てい る。

カル ピス 食 品工 業 の各 営業 所 に設 け られ てい る 日通 分室 に持 ち込 ま

れ る受注 伝 票 に よって,日 本 通 運 では 輸送 依 頼 情報 を オ ン ラ イン ・セ

ン ターに送 る と,同 セ ン ターは 担 当ス トック ・ポ イ ン トに 指示 を出 し,

ス ト ック ・ポ イ ン トで は 納品 書,運 賃 請 求 書 な どを作 成 して商 品 を配

達 す る。

また反 対 に,工 場 か らス ト ック ・ポ イ ン トに商 品 を送 る場 合 は,工

場 が 出 した発 送 通 知 を カル ピス 本 社が 受 け,紙 テ ー プ化 した 「積 送 依
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願書 」を 日通 分 室 に 渡す。 同 分室 では,こ の情 報 を オ ン ライ ン ・セ ン

ターに送 り,コ ン ピュー タに入 力す る と同時 に,担 当ス トック ・ポ イ

ン トに積 送 情 報 を伝送 す る。 これ に よ リス ト ック ・ポ イ ン トで は あ ら

か じめ 必要 量 の 入 庫 を知 る こ とが で きる仕組 で あ る。 在 庫状 況 につ い

ては,オ ン ライ ン ・セ ンター に よる情 報 を も とに,1日 単 位 に ま とめ

て 出 し,各 ス トック ・ポ イ ン トに在庫 日報 を伝送 す る と同時 に,同 じ

もの を 日通 分室 を通 じて カル ピス 側 に報 告 して い るわけ で あ る。

この シス テ ムの導 入 で カル ピス 食 品工 業 に とって の メ リ ッ トは,①

在 庫 管理 を含 む物 流 情 報 が正 確 に な った,② 配達 のス ピー ドア ップが

な され,サ ー ビス が 向上 した,③ 販 売,生 産 管理 が たて やす くな?た,

④ 省 力効 果 が 大 き くな った,な どで あ り,一 方 日本 通 運 に と って も メ

リ ッ トは 大 きい。 輸 送 以 外 の分 野へ の進 出 を図 る こ とに よ り,飛 躍 的

にそ の果 す 役 割が 大 き くな って きてい るの で あ る。

"
製造
工場

}(

工場

」}一 一一 日 過 担 当 物 流 業 務 一ーーー一弔→
Il

エ ー晶1=配 送1

倉 庫(車 扱 ・区 域)lSP(ト ラ ッ ク)

1

違
～
)

端 末

畠

/

1

(日 通 オンライン)

日通分室O

カルピス

電 算 課
カルピス
販 売 部

,通分室1{寧 」
/

カ　 「
事 務 所

注)同 社 「情報システムの概要」より

図2-14日 通 と カル ピス の物 流情 報 シス テ ム概念 図
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(4)向 島運 送 の 情 報 シス テ ム

向 島運 送 は,資 本 金9,600万 円,従 業 員375名,年 商26億 円の

中規模 の区域 事 業 者 で あ る。

昭和40年 代 に 入 ってか らの極 端 な労 働 力不 足 の解 消 の1方 法 と し

て コ ン ピ ュー タ に よる シス テ ム化 の 研 究 を進 め,昭 和43年6月 にT

OSBAC1100DE3台 導入 し,45年4月 にはTOSBAC

1500/10を 導 入,そ して48年1月 にFACOM230-15を 導

入 し,現 在 に到 って い る。

コン ピュー タ で処 理 して い る主 な業 務 は給 与,運 送 売上,燃 料 等 売

上,経 理,固 定 資 産 管理 な どで あり,シ ス テ ムの 概要 図は 図2-15

そ の 他

経 理 伝 票 運 行 日報

傭 車 日

日 報 給料 資 料 燃料納品書 修 理明 細

紙 テ ー プ

営 業
マス タ 三舞 コ ン ピ ュ ー タ 車

マ聞
コ

タス

タ

マ 誤

日 計 表

9

業所

理統 表

運 行 統 計 分 析 表

・圭 求
firs

日報 統 計

給与 明 細

振 込 表

給 与 統 計

売 上統 計

図2-15向 島運 送 シス テ ム概 要 図
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の通 りで ある。

各 営 業所 か ら送 られ て くる運転 日報,経 理 伝票 等 をそ の ま ま の形 で

紙 テ ー プに パ ンチ し,コ ン ピュー タに 入 力す る。 原 則 と して伝 票 等 は

書 き替 え な どは 行 わず に パ ンチ して い るが,一 部 コー ド化 のた め に 書

き替 え た り して い る。運 賃 は コ ン ピ ュー タで は計 算せ ず,手 作 業 で計

算 した もの を入 力 して い る。 ま た遠 隔 地 か らの伝 票等 は テ レ ック ス で

送 られ,テ ー プ化 さ れて コ ン ピ ュー タに 入 力 され る。

コ ン ピ ュー タに より出力 され る帳票 類 は請 求書 は もちろん
,給 料 明

細 に到 るま で定 型 用紙(予 め印刷 され てい る走 った用 紙)は 使 わず,

一 般 的 に使 用 され てい る コン ピ ュー タ用 紙 を使用 して お り,経 理 面 で

大 きな 効果 を あげて い る。

なk・,現 在 の コ ン ピュー タの 費用 は85万 円弱/月 で あ る。

(5)日 貨 脇 連 シス テ ム輸 送(NST)

共 同輸 送 は遊 休 車 両 の活 用,片 荷 輸送 の 削減 を主 な 目的 と して 多 く

の協 同組 合 で実 施 され て い るが,こ れ を よ り広範 囲 に,か つ 効率 良 く

行 うた め,日 本 貨 物運 送協 同組 合 連合 会 では 次 の4つ の 目的 に したが

って 昭 和50年9月 よ り 「日貨 脇連 シス テ ム輸送 」 一 略 称NST

(NikkakyorenSystemTransportation)一 を実 施 してい る。

① 省 資源 ・省 エネ ル ギー の 節 約型 輸 送 体 系 の確 立 。

② 物 流 と して の総 合的 な合 理化 な らび に 近代 化 。

③ 中小 トラ ック輸送 産 業 の社 会 的 ・経 済 的地 位 の 向上 お よび体 質 改

善 と強化。

④ 事 業 協 同組 合 を主 体 と して,そ の組 織 機能 を有 効 的 に活 用 した域

間 ・域 内 の共 同 シス テ ム化,全 国 輸 送 ネ ッ トワー クの形 成 。

NST事 業 は 次 の3つ の基 本 システ ムか ら構成 され て い る。

①Aシ ス テ ム

中央 輸 送 セ ン ター(日 本 貨物 運 送 協 同組合 連 合会 内に 設 置 され て
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い る もの で,集 め られ た 情報 の処 理 と共 同 輸送 実 現 の た め の実務 を

担 当す る)へ 各 地 区輸 送 セ ン ター(NST参 加協 組)か ら集 約さ れ

る求荷,求 車 依 頼 情報 ま たは 中央 か ら各地 区 輸 送 セ ン ター へ 提供 さ

れ るそれ らの情 報 を随時 活 用 して,片 荷輸 送 の 解 消 を計 るた め の シ

ス ア ムO

②Bシ ステ ム

特 定 の地 区 輸 送 セ ン ター 間 に おい て,そ れぞ れ が一 定 の支 配 車 両

を有 し,定 期 的 に相 互 共 同 輸送 を行 うシス テ ム。

③Cシ ス テ ム

地区 輸 送 セ ンタ ー を中心 と して,小 口貨物 を集 約化 し,方 面 別一

括 輸送 を行 う。 また 集 約 され て きた小 口貨物 につ い て,地 区 輸送 セ

ン ターが 担 当 す る区 域 内へ 配 送 す る シス テ ム。

したが って,当 該 地 区 輸 送 セ ンター に おいて は,集 荷 ・配 送 の地

域 内 シス テ ム の整備,確 立 が 必要 で あ る。

次 にNSTの 処 理 方法,問 題 点,実 績 につ い て 説 明 を行 う。

①NSTの 処 理 方 法

Aシ ステ ムにつ いて の処 理 方 法 に つい て 説 明す る。(図2-16

参 照)

電話,テ レ ックス に よ りNST参 加組 合 か ら入 って きた求 荷 あ る

い は求 車情 報 に基 づ き,斡 旋(ド ッキ ング)作 業 を行 い,そ の 結果

をす みや か に 当該NST参 加 番 組へ 連 絡 す る。(現 状 で は帰 り荷 を

確 保す るた め の求 荷 情 報 に対 じて,NST運 営 本 部 が 当該 地域 のN

ST参 加 番 組 へ求 荷 依 頼す る ケ ースが 多い 。)

連 絡 を受 け たNST参 加 組合 では 当該 組 合 員へ 斡 旋 が 成 立 した 旨

通知 し,NSTに よる共 同輸送 が実 現 す る。

現在NSTの 処 理 媒体 は電 話 が 殆 どで あ り,1件 の斡 旋 作 業 に 関

してNST運 営 本 部 か らNST参 加組合 へ か け る電話 の 回数 が 平均
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5回 程 度,逆 にNST参 加 組合 か らNST運 営本 部 へ か け る電 話 回

数 が平 均7～8回 とな って い る。

ま た,NSTス ター ト当初 は 求荷 ・求 車 の当 日依頼 が 多か ったが,

最 近 で は 約80%が 前 日 あるい は前 々 日か ら情 報 が入 る よ うに な っ

て きた。

②NSTの 問題 点

(イ)運 賃

NSTで は 「運賃 の明 示 」を前 提 と して い るが,求 荷 依 頼 者 と

て は 「運 賃 はい くらで も良い か ら運送 したい 」とい う意 向が 強 い

た め,運 賃未 決 定 のま ま斡旋 作業 を行 い,後 で トラブル が生 じる

とい うケース もま ま ある。 また水 屋 等 仲介 者 が 多 い場 合 は運 賃 が

決 ま らない し,ま た極端 に安 くな る とい う こ とも生 じてい る。

(ロ)キ ャ ンセル

求荷 依頼 者 は荷 物 を確保 す る こ との不 安 か ら,NST以 外 に も

求 荷 依 頼 を して い るケ ース が 多 く,こ の場 合 もし両 方 か ら荷 物 の

斡旋 を受 け た場 合 条件 の 良い 方 の運 送 を行 う ことに な りが ち で あ

る。

NSTに キ ャ ンセ ルの連 絡 をす る場 合 はす ぐに善 後策 を講 じ ら

れ るが,中 には何 の連 絡 もない 場 合 が あ り,こ の場合 は輸 送 日時

が過 ぎて か ら,荷 主,協 同 組合 等 か らの連 絡 で初 めて キ ャン セル

してい た のが わ か る とい うケー ス も生 じて い る。

◎ 条 件 変 更

求荷 ・求車 情 報 を受 け付 け,斡 旋 作 業 を進 めて い る場 合 で も斡

旋 依頼 者 か ら条 件 の変 更 を通 知 して くる場 合 が あ り,そ の た め斡

旋 作業 のや り直 しとい う事 態 も生 じてい る。

③NSTの 実 績

昭和54年1月 現在 の参 加 組合 数 等 は 次 の通bで ある。
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(イ)

回

内

事業参加協同組合

※ 県情報集中センター

組合員(事 業者)総 数

参加協 同組合保有車両総数

※ 参加1協 組 の平均

※ 〃 の平均保有車両台数

※ 〃 の1事 業者当 りの平均保有台数

58協 組

1連 合 会

2,788事 業 者

58,128車 両

48事 業 者

1,002.2車 両

20.8車 両

昭 和53年9月 か ら12月(4ケ 月 間)のNSTの 実 績 は 次 の通

りで あ る。

項 目

!

情 報 件湾 内
、ド。キ。グ徽 調 整(ド ッキング)可 率

月 別 求 荷 求 車 合 計 求 荷 求 車 全集均昨鷺 比

9月 771 435 1,206

(530) (294) 68.7% 676% 68.3% +3.4%
22日 稼 動 63.9% 36ユ% 〔≒54.7〕

10月 863 455 1,318

(477) (363) 55.3% 79.8% 63.7% 十 〇.2%
25日 稼 動 65.5% 34.5% 〔≒52.7〕

11月 734 495 1,229

(509) (347) 69.4% 70.1% 69.7% +10.2%
24日 稼 動 59.7% 403% 〔≒51.2〕

12月 765 572 1,337

(524) (370) 68.5% 64.7% 66.8% 十4.4%
23日 稼動 572% 42.8% 〔≒58.1〕

4ケ 月平均 3,133 1,957 5,090

合 計 (2040) (1,374) 65.1% 70.2% 671% 十4,5%

235日 稼動 61.6% 38.4% 〔≒54〕
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次 に調整 可(ド ッキ ング)の 方面 別状況 例 を示 す 。

関 東 ブロック

近 畿 〃

関 東 〃

東 北 〃

九 州 〃

中 国 〃

北 陸 〃

近 畿 〃

北 陸 〃

その 他 ブ ロ ック間

中 国(山 陽)ブ ロ ック

関 東 ブ ロ ッ ク

東 海,愛 知 ブ ロ ック

関 東 ブ ロ ック

〃

東 海,愛 知 ブ ロ ッ ク

関 東 プ ロ ソク

東 海,愛 知 ブ ロ ック

近 畿 ブ ロ ック

18.5%

14.5%

14.3%

11.0%

10.5%

7.6%

6.8%

5.9%

3.7%

7.2%
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(6)ト ラ ック輸送 情 報 ネ ッ トワー ク シス テ ム(JUST)

このJUST-JointUtilizationofSystematicTranspor-

tation－ は共 同輸 送 に関 して コンピュー タを使 用 して シス テ ム化を図

った もので あ る。

JUSTは,運 賃 市 場 の正 常化,資 源 の有 効 活用,交 錯輸 送 の 削 減

とい う三 つ の 目的 意 識 を持 って作 成 さ れ た もので具 体 的 には 次 の よ う

な ことを 目途 と して い る。

① 実 車率 の 向上

② 遊 休 車 両 の 活用

③ 荷 主 に 対 す るサ ー ビス 向上

④ 計 画 的 な 運 行 管理

⑤ 安 定 的 な運 賃収 受

JUSTは 中央 情 報 セ ン ター と地 区 セ ン ター(事 業 協 同組合 等)と に

に よって運 営 さ れ てい る(図2-22を 参 照 の事 。)

中央 情報 セ ン ター では シス テ ム,地 区 セ ン ター間 の情 報 連 絡,調 整

事 業等 を行 い,地 区 セ ン ターでは 貨物,車 両 の情 報 を提供 した り,入

手 した りす る業 務 を行 う。

協 同 組 合

連 合 会

図2-22JUSTシ ス テ ム 参 加 形 態
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JUSTの コ ンピ ュー タに よる処 理 には,大 き く分 けて 即時 処 理

(オ ン ラ イン処 理)と 一括 処 理(バ ッチ処 理)と が あ り,処 理 概 要 等

は 次 に示 す 通 りで あ る。

表2-2 JUSTコ ン ピ ュー タ処 理 内容(即 時処 理)

入力資料名 出 力 資 料

処 理 名 業 務 処 理 概 要
(入 力部門) 資 料 名 利用部門

事業者が貨物 を提供 して,車 両 の斡旋 を希 望す る場合,あ るいは.

車両を提供 して、貨物の 斡旋 を希望す る場合 に,地 区セシ ターを通 じ

て,斡 旋を依 頼す る業務 処理である。

地 区 セ ン ター では 斡 旋 原 票 に 基 づ き,デ ー タ宅 内 装 置 を使 用 し て,

斡旋処 理 中央情報 センター に斡旋を依頼す る。

斡旋 が成 立 した場合,当 該地区 センター に対し,斡 旋伝 票が出力さ

斡 旋 原 票

(各 地 区 セ
ンター)

斡旋伝 票 各 地 区

セ ン ター

れ る。 不成 立 の 場 合 に は 不成 立 メ ッセー ジが 出 力 さ れ て,登 録 して

斡旋を待つか、 不登録 にす るかの,判 断に より.斡 旋処理か ら登録

処 理 へ ま わ る。

斡 旋 処 理 に よ り,即 斡 旋 が 成 立 し なか つた 場合 に は,地 区 セ ン ター

に 不成 立 メ ッセ ー ジが 出 力 され,地 区 セ ン ター の 判 断 に よ り.登 録

して斡旋 を待つ業務処 理である。 登 録 原 票 登録伝 票 各地 区

登録処理
情 報を登録する 場合は,地 区セ ンター に登録伝 票が出力され・不登 (各 地 区 セ

ン ター)

セ ン タ ー

録 の 場合 には,不 登 録 メ ッセー ジが 出 力 され て,登 録 処理 が 完 了 す

るo

斡旋 伝票 登録 処陣に よ り,登 録され た情 輯が後に斡旋成 立 した場合 には.即
斡旋伝票

各地区

取 出処 理 地 区 センター のデー タ宅内装 脈ll功 されるのでは・れ ・中 央情 報
取 出原 票 斡 旋伝 票

セ ン ター

セ ン ター の メー ル ボ ッ ク スに 格 納 さ れ る。 そ の た め,必 要 に応 じて
(地 区 センター、

地区 センターか ら斡 旋伝票 を取 り出す業務処理で ある。

登録 した情 報が 斡旋を待つ必 要が な くなつた 場合 κは,す みやかに

登 録 済 情 報 を地 区 セ ン タ ー を 涌 じて,中 央 情 報 セ ン タ ーへ 取 消 しす 登録済取消 登録済取 各地区セ
商

登 録 済 る業務処理で ある。 原 不
消伝 票 ン タ ー

取 消'処 理 地区 センタ・一は登録済取 消原票に 基づ き.登 録情 報の取消 しを行ない (各地区センタ→

中央情 報セ ンターか ら地区セ ンターに登録済取消 伝票が出 力されて

登録済取消処 理が完 了す る。

登録 されている貨 物情報,車 両情報を中央情報 センターの 業務管 理部

門におい て随 時抽 出 し,ち よ つと した 斡旋条 件の違いで.斡 旋の成

調整斡旋

処 理

立 しなか つた情 報 を対照に して,人 的判断 を加え るこ とに よ り,調

整斡旋す る業務処 理で ある。

中央情 報セ ンター の業務管 理部門が独 自の 判断で調停斡旋 出来る も

調整斡 旋原
票

(中 央情報
セン ター 、

登録票
(待 表)

斡旋伝 票

中 央 情 報

セ ン ター

の と,双 方 の 地 区 セ ン ター に 電 話 連 絡 し て.了 解 を取 る 必 要 の あ る

もの との区別を し,調 停斡旋原 票に基づ き,調 整斡旋処理を行 な う。
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`1

入力廿村名 出 力 管 料
処 理 名 業 務 理 概 要処

(入 力部門) 資 料 名 利用部門

この システムは事業 者等の相互信頼 を基調に成 り立ってい るの で斡

旋が成 立した以 上は 事由が発生 しない限 り,斡 旋 を取 消 しす るこ と

は 認 め な い も の と す る。 しか し,特 別 な 事 由 即 ち天 変地 異,そ の

他貨 物,車 両事故 等が発生 した時は地区 セ ンター を通 じて,中 央 情

報 セン ターの 業務管 理部門に電話 によ り,斡 旋済取消 しする業務 処 調整斡旋原票
斡 旋済取 斡旋済取 中央情報

理 で あ る。 (中 央情報

消処 理 セ ンター) 消伝票 セ ン タ ー

中央情 即処陣セ ンタ ーの 業務管 理部門は相 手地区 センターに 対 し,

斡 旋成 立後に取 消 ししなければ な らない特 別な事由が 発生 した こ と

を連 絡 し,相 手事業者に確認 した後,当 該 デ三 夕宅 内装置か ら,斡

旋取消原 票に基づ き.斡 旋済取済処 理を行 な う。中 央情報 センター

の業務管理 部門へ斡旋済取 消伝 票が出力され て,斡 旋 済取 消処理 が

完 了 す る。

参 加事業者の増減 及び買換 ・廃車 等に よる 車両の変 更が 生 じた 場合

に,中 央 情 報 セ ン タ ー の 固 定 情 報 フ ァイ ル(事 葉 者 プ ア イル,車 両

固定精 留 プ ア イル 、の変 更 を行 な う業務 で あ る。 中 央情 報 セ ン ター の 業 務 管 理 (中 央情報 中央情 報
維持管 理
処 理 部門では地 区セ ンターか らの 電話連絡に よつて,固 定 情報 の変 更, セ ン タ ー 、 セ ン タ ー

依 頼を 受け.当 該 デー タ宅 内 装置か ら,固 定情報 プ アイルの変 更を

行 な う。

中 央情 報セン ターの責務管 理部門に固定情 報登録完 了の メ ッセ・一 ジ

が 出力され て,固 定情報維持管 理処理が完 アす る。

斡 旋不成
登録 して,斡 旋 を 待 つ 場 合,斡 旋 待 ち と し て,1日 間 か ら8日 間 の

(中 央情 報 斡旋不成 中 央情 報
立表取 出 条 件を指 定する ことがで きる。 この指定斡旋 日数が切れ た場合,中
処 理 セ ン タ ー) 立 表 セ ン タ ー

央情 報セン ター の コン ピュータ処理部門は 自動的に不成 立情 報 と し

て処理 し.中 央情 報セン ターの 業務管理部 門ではそ の情 報を毎 日,

当該 データ宅内装 置か ら取 出す業務処理で ある。
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表2-3JUSTコ ン ピ ュー タ処 理 内 容(一 括 処 理)

作 成 周 期 作成
作 成 管 料 名 業 務 処 理 概 要

種別 作成 日 部数

貨物提供,車 両提供に よ り,斡 旋 成立した情 報 を集計 し,月 末に成 立実績
斡 旋成 立実績 表 月報 月末 8

表と して作成す る。

地 区 セ ン ター 別 斡旋成 立 したデー タを集計 し,月 末に運 賃の受取,支 払等 を対組合 別に運
月報 月末 8

運賃精算表 賃 精算表 を作成 す る。

地区センヂ一別事彙 斡 旋成 立 した デー タを地 区セ ンター別,事 業者 別に 集計 し,月 末に運 賃の
月報 月 末 8

音別運賃精笹表 受取,支 払等 を運 賃精算表 として作成する。

品 目 別 集 計 表
斡 旋成 立した チー タを品 目別に 集計 し,月 末に発 着地 別に 車両台数,総 重

月報 月 末 8

駄等を実績表 と して作成す る。

登 録処理に よつて,不 登録処 理を した毎 日のデー タを,肯 物 別,車 両別に
不登録集計表 月報 月末 8

集 計 し,月 末 に月報 として,集 計 表 を作成す る。

登録済の貨物,車 両デー タを取 消 した毎 日のデータを,貨 物別.車 両別に
G録 済取消集計表 月報 月末 8

集計 し.月 末 に月報 と して集計 表 を作成す る。

斡 旋 不 成 立 表
毎 日,中 央 情 報 セ ン ター の チー タ 宅 内装 置 に メー ル ボ ック ス を読 み 出 す ご

'

B報 毎 日 1

とに よ り,斡 旋 待か ら削 除 さ れ る。 毎 日,日 報 と して 作 成 す る。

JUSTは 昭和53年6月 よ リ トライァ ル を実施 してお り,昭 和

53年10月 現 在,10の 協 同組 合 が 参 加 してい るが,1日 の処 理 件

数 が 全 体 で 約10件 と非 常 に少 な く,ま だ十 分 に活用 され て い る とは

言 え ない段 階 で あ る。

2.3.2協 同組 合 の情 報 シ ステム 化

今年 度 行 った実 態 調 査 の11の 協 同組 合 の 中 で,コ ン ピュー タを導入

して シス テ ム化 を 図 った協 同 組合 は1箇 所 で あ った。 ここで は共 同 輸送

に 関 して コ ン ピュー タ を利 用 してい るが,「 共 同輸 送 の現状 調 査 」で説

明 した よ うに 必ず し も十 分 に 活用 され て はい ない。 共 同輸 送 自体 の処理

件 数 が 少 ない こ とに も起 因 して い る と思 わ れ るが,コ ン ピ ュー タを使 っ

た共 同 輸送 の シス テ ム化 には か な り難 しい 部分 が 多 く,ま た 運 用上 で も

電 話 等 に よる手作 業 を並 行 しな くては な らな い な どの要 因 が 大 き く作用
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して い る もの と思 われ る。

今 年 度 の実 態 調査 では,共 同輸 送 以 外 の 売上 管理等 の 事務 処 理 に つ い

て は コ ン ピ ュー タを導入 した シス テ ム化 の メ リッ トは 大 きい とい う声 が

圧 倒 的 で あ り,実 際軽 油 等 の 売上 管 理処 理 及 び高速 道 路 通行 料金 別 納 制

度 の事 務 処 理 に つい ては コ ン ピュー タを利 用(す べ て 外 部委 託 とい う形

で行 われ て い た)し て処 理 を行 って い る協 同組 合 もあ った。 ま た 自組 合

内 に コン ピュー タを導 入 して全 般 的 な事 務 処 理 の シス テ ム化 を 図 るべ く

準 備 作 業 を進 めて い る協 同組 合 もあ っ た。

全 体 的 に見 る と協 同組 合 の情 報 シス テ ム化 は大 企業 に 比 べ まだ ま だ 遅

れ て は い るが,情 報 を効 率 よ く管理 し,処 理 しよ うとい う気 運 は 高 ま っ

て お り,協 同 組合 の集 りで あ る 日本 貨 物運 送 協 同組 合 連合 会 の会 合 で も

情 報 シス テ ム化に 関す る話 し合 いは度 々行 わ れ,情 報 機器 な ど具 体 的 な

テ ー マに つ い て の検 討 も行 われ て い る。

協 同組合 の情 報 シス テ ム化 を進 め る場 合,組 合員 に つ いて も考 慮 す る

必 要 が あるが,現 在 の と ころ協 同組 合 に 依 存 す る傾 向 が強 い。 組 合 員 独

自の情 報 シス テ ムは,協 同組 合 のそ れ よ り も進ん で お り,昭 和51年 度

に当協 会 が 行 った18組 合 員 の 調査 で は33%に あ た る6組 合 員 が何 ら

か の形 で コ ン ピュー タを利用 してい た 。

但 し,そ の利用 状 態は 自社 導 入 が2組 合 員 で あ り,他 は計 算 セ ン ター

あるい は 会 計事 務 所 へ処 理 を依 頼 して い た。 自社導 入 の2組 合 員 に つ い

て も荷 主 の 意 向 でや む な く導 入 した意 見 合 い が強 く,自 社 で積 極 的 に情

報 の シス テ ム化 を図 った わけ で は な い。

い ず れ に して も,協 同組 合 の 情報 シス テ ム化 あるいは 共 同 輸送 の情 報

シス テ ム化 を進 め る に当た って は,組 合 員 ,荷 主 な ど関連 す るす べ て に

つ いて メ リッ トが あが る よ う配慮 す る必 要 が ある。
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2.3.3共 同 輸送 に関 して の合 意 形 成

共 同輸送 は,求 荷 情 報 と求 車 情報 を ドッキン グ(斡 旋)す る ことに よ

り,遊 休車 両 の活 用,片 荷 輸 送 の削減 を主 な狙 い と した もの で あ る。

現 在 行 われ て い る共 同 輸送 は,単 一 協 同組合 内で組 合 員 の サ ー ビス の

た め に行 わ れて い る もの(図2-24参 照 の事),単 一 協 同 組合 だけ で

な く,他 の協 同 組合 な ど とも情 報 交換 を行 って い る もの(図2-25参

照 の事),NST等 の よ うに 中央 の輸送 セ ン ター で一 括処 理 して い る も

の(図2-26参 照 の事)に 大 別す る こ とがで きる。

単 一協 同組合 内だ け で行 わ れ て い る もの は殆 どが 地 場 輸送 で あ る。

團
×

両軍

圏
/

遍

図2-24単 一協 同組 合 内 で行 われ て い る共 同 輸送
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早月
協 同 組 合

薗遍

図2-25協 同組 合 間 で行 わ れ てい る共 同輸送

§ 更 ＼
求荷
甲瘍

、
圏

〆 求

圏

③
図2-26中 央 輸 送 セ ン ター で一括 処 理 してい る共 同輸 送
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実 際 には 以上 の3つ の方 法 以外 にA組 合 員 か らB組 合 員 を経 由 して協

同組 合 に情 報 が 入 って くる場 合,あ るい は水 屋 等 が介 入 して情 報 が 入 っ

て くる場 合 な ど様 々 な形 で行 われ てい る。 した が って現 在行 わ れ てい る

共 同輸 送 には連 合 会,協 同組 合,組 合 員,荷 主,水 屋 な どが 複雑 な形 で

絡 み合 ってい る と言 え る。

共 同 輸送 に関 して 広域 的 な情報 処 理 ネ ッ トワー ク を考 え る場 合 には,

協 同組 合 あるい は 連合 会 に集 め られた 求荷 ・求 車情 報 を 中央 の コ ン ピ ュ

ー タを用 い て迅 速 に処 理 す るこ とが必要 で あるが,そ の実 現 に あ た って

は,各 企 業者(組 合 員),協 同組合,連 合会 等 の各 階 層 に おけ る合 意 形

成,業 務 内容 ・体 制 等 の整 理,統 合 な ど解 決 す べ き問 題 が 山積 して お り,

これ らは現 在 業 界 に お い て検 討 が な され てい る。
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3.情 報 シ ステ ム化 の必 要 性 と問 題 点

31シ ステ ム化 の必 要 性

「2.3情 報 シス テ ム化 の背景 」 で も記述 し た よ うに,運 送 業 界 内 で の

情 報 シス テ ム化 へ の 気運 は最 近 ます ます 高 まっ て きてい る。

一 般 的 に
,情 報 シ ス テ ム化 を 図 る場合 シ ス テ ム化 の ポ イ ン トを どこ に置

くか に よ り,問 題 点 中 心型,効 果 中 心型,構 造近 代 化型,合 理化 型,情 報

シ ステ ム 指 向型 等 の ア プ ローチ が あ る。

表3-1導 入 ア プ ロー チ の 型

ア プ ロ ー チ 内 容

問 題 点 中 心 型

4M(人,物,金,機 械),技 術,情 報 な どで ど こ

が 問題 とな っ てい るか,あ るいは 今 後 な るか とい う

こ とか ら出発 し,問 題 箇 所 の 解決 の た め にシ ス テ ム

化 を図 る アプ ロー チ 方法 で あ る。

効 果 中 心 型
直 接効 果,間 接 効果,機 会 損 失効 果等 の効 果 の 面 か

らシ ス テム化 を 図 るア プ ロ ーチ 方法 で あ る。

構造近代化 型
経 済環 境,企 業 環境 な どの 変 更 に伴 う構 造 の近 代化

の 面か ら シス テ ム化 を 図 る ア プ ローチ 方法 で あ る。

合 理 化 型
事 務制 度 の改 善,向 上,簡 素 化 な どの 面 か らシ ステ

ム化 を図 るア プ ローチ 方法 で あ る。

情 報 シ ス テ ム

指 向 型

経 営 の意 志 決定 に必 要 な管 理 情 報 の整 備 を主 とし て

シ ステ ム化 を図 るア プ ローチ 方法で あ る。

これ らの ア プ ロ ーチ の方 法は一 元 的 な もの で は な く,2つ あ るい は3つ,

場 合 に よっ ては すべ て を指 向す るシス テ ム化 も考 え られ る。 しか しなが ら,
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シス テ ム化 当初 の 指 向 は あ る程 度絞 り,段 階 的 に シス テ ム を拡 張 してい く

方 法 が無難 で あ る。

次 にシ ス テム化 され た 後 の期 待 効 果 に つい て説 明す る。

情 報の シ ステ ム化 を図 る際 には,規 模 の差 は あ るに し て も,多 額 の 投 資

を必 要 とす る。 投 資 と期 待 効果 を考 え 合 わせ てシ ス テ ム化 を 図 るこ とが望

ま しい が,期 待 効果 は 必 ず し も数量,金 額等 の 具 体 的数 字 だ け で表 わ せ る

とは限 らない。

そ こで,量 的,価 値 的 に 把握 で き る効 果 とで きな い効 果 とを 明確 に し,

それ らの効果 を総 合 的 に判 断 し てシ ステ ム化 を 図 らな けれ ば な らない 。

シス テ ム化 を 図 った こ とに よる労 働 力の軽 減(事 務 部 門 か

ら経 営 上 よ り有利 な部 門 へ労働 力 を振 り向け る場 合 も含む),

事 務 コス トの節 減 等 で あ り,量 的,価 値 的 に把 握 で き る効

果で あ る。

管理 の質的 向上,組 織及び事務 の簡素化,事 務の能率向上

事務制度 の改善等であ り,量 的,価 値 的には把握 しに くい

効果であ る。

シ ス テ ム化 を 図 らなか った場 合 に こ うむ るで あ ろ う損失 で

あ っ て,量 的,価 値的 に把握 で き る面が 多い 。

当 事業 では,共 同 輸送 の 情報 シ ス テム化 を 目途 とし,次 に 示す シ ステ ム

化 の 必 要性 を認識 した 上 で 調査 研究 を 進 め た。

(1)広 域 的 な情 報vaeeし て,迅 速 ・正 確 な処 理 が 要求 され る。

全 国 的 な共 同 輸 送 を 行 うため に は,各 地 に散 在 して い る情 報 を集 中 し,

そ れ らの 情報 を迅 速 ・正 確 に処理 して,ス ム ーズ な斡 旋 作 業 を行 う必 要
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が ある。

(2)今 後情 報 量 が増加 した場 合,現 在 行 わ れ てい る手 作 業 は 限界 があ る。

現在 協 同組 合,NST等 で 行 われ てい る共 同 輸送 は,電 話 を主 な媒体

とし て行 われ てお り,求 荷 及 び求 車 情報 の提 供 者 との 情 報 交換 には,か

な りの電 話 回数 を 要 してい る。現 在 の経 済情 勢 を考 え る と,共 同 輸 送 は

ます ます重 要 性 を増 し,情 報 量 も増加 す る と考 え られ るた め,現 在 の方

法 に改 善 を加 え る必 要 が生 じ てき てい る。

(3)情 報 の 収 集 ・整 備 体制 が 十 分で ないた め,共 同輸 送 の 運営 上有 効 な資

料 が作成 で きない 。

共 同 輸 送 に よ り得 られ た情 報 に つい ては,統 計 資料作 成 の た め に使 わ

れ る程 度で 十 分に 整 備 され て い る とは言 えない 。 したが っ て,運 営上 有

効 な 資料 を作 成 で きない状 態 で あ る。

32シ ステ ム 化 の 問 題 点

共 同輸 送 につ い ては 次に 示す よ うな問題 点 に っい て,十 分考 慮 し てシ ス

テ ム化 を図 る必 要 が あ る。

(1)ド ッキ ン グ(斡 旋 作 業)に 関 し て人 的要 素 が 多い。

先 に説 明 した よ うに,共 同 輸 送 を 行 う媒 体 と しては殆 どが電 話 で あ る。

電話 に よ る配 車 担 当者 同志 の対 話 あ るい は取 引 に よ り運 賃 そ の他 の 輸送

条 件 が 決 ま るわ け で あ る。

また,求 荷 ・求 車 情 報 に片寄 りが あ る場 合(求 荷情 報 が 多 く求 車 情報

が少 な い場 合等)は,組 合 の配 車担 当 者 は荷 主 あ るい は 組合 員 に電 話連

絡 を し て,荷 物,車 両 を探 す こ とも少 な くない。

(2)求 荷 ・求 車情 報va曖 昧 な 点 が 多い。

共 同 輸 送 を行 うた め の求 荷 及 び 求車 情報 の 中で,特 に運 賃 に つい ては

共 同輸 送 成立 後 に決 まる ケ ース も多 い。 水 屋等 を介 した 荷物 に つ い て こ
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の傾 向 が強 い。

また輸 送 区間 に つ い て も例 えば東 京 か ら大 阪 とい っ て も東 京 の ど こな

の か が求 車 情報 が入 っ て きた 時点 で明確 に され てい な い為,配 車担 当者

が確 認 の ため電 話 をか け る場 合 もあ る。

(3)キ ャ ンセ ル(斡 旋 取 消)が 多い。

共 同 輸 送 を依 頼 して くる事 業者 は,他 に も輸 送依 頼 を し てい る場 合 が

多 く,い わ ゆ る二 股 を か け てい るわ けで,輸 送条 件 の 良い 方 の仕事 に傾

き易 い。 した が っ て配 車 担 当 者 が共 同 輸送 を成立 させ た後 もキ ャ ンセ ル

情 報が 入 っ て くる場 合 も多 い。

さ らに,ひ どい ケ ース にな ると,他 の仕 事 を し てい な が ら,共 同輸 送

の配 車 担 当者 に何 の 連 絡 もし ない場 合 もあ る。

(4)運 賃 が 決 ま らず に ドッキ ン グす る場 合 があ る。

地 場 輸 送 に 関 し ては殆 どが運 賃 を 明確 に した 上 で ドッキ ン グし,共 同

輸送 を実 施 し てい るが,長 距 離 輸 送 の場合 は地 域 間で の相 場 の違 い,あ

るい は水 屋 の介 入 等 に よ り求 荷 ・求 車情 報 が 入 っ て きた 時 点で 運賃 が 分

か らない ケ ース があ り,相 互 信 頼 とい う形 で その まま ドッキ ング作 業 を

行 っ てい るの が 現 状 で あ る。運 賃 が安 い,支 払 が 遅 い等 の理 由で 後 に ト

ラ ブルが 生 じた ケ ース もあ る よ うであ る。

33シ ステ ム 化 のた め の環 境 整 備

共 同輸 送 に お け る情 報 シ ステ ム化 を行 う場 合,現 状の環 境 条 件の ま まで

は シ ス テ ム の機 能 が十 分 に発揮 で きない 。 そ の ため 情報 伝達 方 式,シ ス テ

ム導 入計画,伝 票 の 統一 化,コ ー ドの 統一 化 等 につ い て十 分 に検討 し,情

報 シ ステ ム化 の 行 い易 い体 制 を作 る と と もに,効 率 の 良い シ ステ ム化 を確

立 す る こ とが 必要 で あ る。
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3.3.1情 報 伝 達 方 式

共同 輸 送 は現在 協同 組合 を中 心 に様 々な 形 で行 われ てい るが,そ の 殆

どが 電話 を主 な情報 交換媒 体 としてお り,「 シ ステ ム化 の必 要 性 」 で も

説 明 した よ うに,今 後 の処 理件 数 の増加 を考 え ると,迅 速性,正 確 性 を

追 求 す る に は,電 話 方 式 には 限 界 が あ り,コ ン ピュー タ,フ ァク シ ミ リ,

テ レ ックス等 を駆 使 した 新 しい情報 伝 達 方 式 を検討 す る必要 があ る。

ここで は,コ ン ピ ュータ,端 末装 置,通 信 回線,テ レ ックス,フ ァ ク

・シ ミ リの5つ に つLlて 説 明 を行 う。

(1)コ ン ピュ ータ

コ ン ピ ュータ に つい ては オ フ ィス コ ンピ ュー タ と呼 ば れ る超 小 型 の

もの か ら超 大型 の もの まで様 々で あ り,使 用 方 法 も伝 票 発 行処 理 の よ

うな単 純 な もの か ら多 数 の端 末装 置 と接 続 し て複 雑 な計 算 を 行 う処 理

の よ うな もの まで あ っ て非 常 に多岐 に及 ん で い る。

① コ ン ピ ュータ の概 要

コ ン ピ ュータ は入 力装 置 ,出 力装 置,記 憶 装置,演 算 装 置,制 御

装 置 か ら構成 され てお り,全 体 の 関連 を 図 示す る と次の 図3-1の

一 ア一 夕の流れ

一一ー一〉 制御情報の流れ

図3-1コ ン ピ ュ ー タ シ ス テ ム 機 構 図

一77一



よ うに な る。

入 力装置 は,デ ータ や命令 を コ ン ピュ ータ に読み 込 ませ る装 置 で

あ り,具 体 的 に はカ ー ド読取 装置,紙 テー プ読 取 装置,光 学文 字 読

取 装置 な どが あ る。 量 の 少 ない デ ータ では タ イ プ ライ タ ー装置 か ら

直接入 力 す る こ と もで き る。

出力装 置 は コ ン ピ ュータ 内部 で処 理 された結 果 を取 り出す 装置 で

あ り,ラ イ ン プ リンタ ーが一 般的 に利用 され てい る。

記 憶 装置 は,デ ータや 命 令が コン ピ ュー タ に入 力 され た とき,必

要 に応 じ てい つ で も直 ち に取 り出せ る よ うな状 態 に し てお く装 置 で

あ り,コ ン ピ ュー タ に内蔵 され てい る主 記憶 装 置 と磁 気 ドラ ム,磁

気 デ ィス ク,磁 気 テ ー プ な どの 外 部 記憶 装置 と があ る。

演 算 装 置 は,デ ータや 命令 を基 に し て四則 演算,論 理 操 作 な どを

行 う装 置で あ る。

制 御装 置 は,記 憶 装 置 か ら命 令 を 遂 次 取 り出 し て解 読 し,他 の装

置 の動 作 に 必要 な各 種 の制御 信号 を送 り出す もの で あ る。

以 上5つ の 装置 の 中で 記憶装 置(外 部 記憶 装 置 を 除 く),演 算 装

置,制 御 装置 を 合わ せ て中央 処 理装 置 と呼 ん で お り,い わ ば コ ン ピ

ュータ の本 体 で あ る。 中央 処 理 装 置 は 記憶 装置 の記 憶 容量(記 憶 で

き る量)に よ り処 理能 力,処 理 速 度 が かな り違 っ て くる。

入 力 装置,出 力 装置,外 部 記憶 装 置 は周 辺装 置 と呼 ば れ てお り,

処 理 内容,デ ー タ量 等 に よ り どの よ うな装置 を何 台設 置 す れ ば 良 い

か とい う問題 に絞 られ るが,こ れ も中央 処 理装 置 の能 力 に よ りか な

り制 限 を 受け る。

本 体 と周 辺装 置 を含 め た コ ン ピ ュータ の規 模 の 分類 は 金額 に よっ

て,日 本電 子 計 算機 株 式 会 社(JECC)が 次の よ うに定 め てい る。
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表3-2電 子計算機 型別分類 基準

分類規模 金 額

大 型A 5億 円以上

大 型B 2億5,000万 円以 上5億 円未 満

中 型A 1億 円以上2億5000万 円未 満

中 型B 4,000万 円以 上1億 円 未満

小 型 1,000万 円 以 上4,000万 円 未 満

超 小 型 1,000万 円 未 満

な お,こ の 金額 は すべ て売価 換 算 金額 で あ る。 した が っ て同一 モ

デ ルで あ っ て も,使 用 す るユ ーザの機 器 構成 如 何 に よ り,必 ず し も

同型 には 分 類 され な い。

② 入 出 力装 置

コ ン ピ ュータ の 入 出 力装置 には数 多 くの 種類 が あ るが
,こ こで は,

その うち の代 表 的 な ものを い くつか と りあ げ て説 明 を 行 う。

θ カ ー ド読取 装 置(Cardreader)

デ ータは 図3-2の よ うに,80欄 の各欄 に12の せ ん 孔位 置

の あ る紙 カ ー ドの特 定位 置 に あけ られ た長 方形 のせ ん孔 と し て記
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録 され る。

この カ ー ドを カ ー ド読 取 装置 に通 す と,特 定 位置 のせ ん孔 の 有

無 で,デ ータ が読 み取 られ る。 カ ー ドを読 み取 る方 式 には,せ ん

孔 され た 場 所 が あ る と読取 ブ ラシ が読 取 導 体棒 と接触 し,電 気 を

通 し てせ ん孔 位 置 を読 み取 る ブ ラシ接触 式(機 械 式)と,光 電 子

を用 い て読 み取 る光 電読 取式(電 子 式)と があ る。 最 近 は光電 読

取 式 が 多 く用 い られ,読 取 速 度 は 毎 分100枚 か ら最 高2,000枚

に達 し てい る。

紙 カ ー ドは1枚1枚 独立 し てい るので,追 加,修 正,削 除や 照

合,分 類 が カ ー ド単 位 で簡 単 に で き るが,ま た,カ ー ド1枚 が80

ケ タ に制 限 され てい るので柔 軟 性 に欠 け る ことや,デ ータ転 送 速

度 が遅 い な ど の欠 点 もあ る。

(P)紙 テ ー プ読取 装 置(papertapereader)

紙 テ ー プ も紙 カ ー ドと同様,コ ン ピ ュータ の入 出 力媒体 と し て

広 く使わ れ てい る もので あ る。 また コ ンピ ュ ータ だけ で な く,各

種事 務 処 理 機 械 に も共通 に使用 で き る。 現 在 広 く用 い られ てい る

読取 方 法 は,ブ ラシ接 触 式 と光 電 式 で あ る。 ブラシ 接解 式 は,紙

テ ー プ上 の孔 を セ ンシ ング ・ピ ンが通 過 した こ とに よ り,読 取 接

点 を動 作 させ て読 み取 る方式 で あ り,紙 テ ー プは1ケ タ ご とに 停

止 し な けれ ば な らず,読 取 速 度 は毎 秒10～30字 程 度 で あ る。

この 方式 は,タ イ プラ イタ な ど低 速 の機 器の 付 属機 器 とし て用 い

られ てい る。

電 子計 算 機 の デ ータ あ るい は プ ・グ ラ ムの入 力用 と しては,光

電 式 の もの が 使用 され,読 取 速度 は,毎 秒200～600字 の もの が

多い が,大 量 デ ー タ入力 用 に は毎秒2000字 程 度 の もの も使 用 さ

れ てい る。

紙 テ ー プは長 さに おけ る制 限 を受 けず,コ ス トも安 い のが 長 所
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で あ る が,追 加 や 削 除 が 難 し い とい う欠 点 が あ る。 ま た,最 近 は,

デ ー タ 通 信 の 発 達 や,磁 気 デ ィ ス ク,磁 気 テ ー プ の 普 及 に よ り,

紙 テ ー プ の 使 用 は 他 の 装 置 ほ ど に は 増 加 し てい な い 。

ぐ寸 印 刷 装 置(printer)

印 刷 装 置 は,コ ン ピ ュ ー タ の 処 理 し た デ ー タ を 見 や す い 形 に 編

集 し て 出 力 す る 装 置 で あ り,高 速 な ラ イ ン ・プ リ ン タ(1ine-

printer)と 低 速 な シ リ ア ル ・プ リ ン タ(serialprinter)と

が あ る。

ラ イ ン ・プ リ ン タ は,コ ン ピ ュ ー タ の 出 力装 置 の 中 で 最 も重 要

で,多 く用 い られ て い る装 置 で あ り,通 常100～160字 か ら な る

1行 を 一 度 に 印 刷 す る。 印 刷 速 度 は 毎 分100行 な い し2,000行 程

度 で あ る。

シ リア ル ・プ リ ンタ は,タ イ プ ラ イ タ と し て 広 く知 ら れ て い る

も の で,そ の 印 字 速 度 は 毎 秒10字 ～30字 で あ る。

←)磁 気 テ ー プ 装 置(magnetictapeunit)

磁 気 テ ー プ は,入 力 出 力 の 両 方 に 用 い る こ と が で き,ま た 外 部

記 憶 装 置 と し て の 機 能 を もつ 。

デ ー タ を磁 気 テ ー プ に 読 み 書 き す る と きの 単 位 を ブ ロ ッ ク ま た

は 物 理 レ コ ー ド(physicalrecord)と い い,1ブ ロ ッ ク を磁

気 テ ー プ に 書 き 込 む と き 前 後 に で き る空 白部 分 をIRG(inter

recordgap)と い う。 磁 気 テ ー プ 　(記 録 され た デ ー タ の 一 般 形

式 は 図3-3の よ うに な る。

標 準 の 磁 気 テ ー プ1巻 は2,400フ ィ ー ト(約730m)の 長 さ が

あ り,せ ん孔 カ ー ドに し て 約160万 枚,長 さ260mの 紙 テ ー プ

1,400本 分 の 情 報 を 入 れ る こ とが で き,情 報 の 長 期 保 存,計 算 機

関 の 情 報 交 換 用 の 媒 体 と し て適 用 し て い る。

さ ら に磁 気 テ ー プ の 読 み 書 き の 速 度 は カ ー ドの100倍 も 速 く,
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物 理 レ コー ド

図3-3磁 気 テー プのデ ータ形 式

何 度 も書 ぎ込 み がで き る等 の利 点 が あ る。

最 近 は 小 形 で 幅 の狭 いカ セ ッ ト式 テ ー プや カ ー トリッジ式 テ ー

プ も利 用 され,こ れ らは取 り扱 いが 容 易 で あ り,キ ー ・ツ ー ・テ

ー プ等 の1次 入 力 の媒体 な どに利 用 され てい る。

θ 光 学 文 字 読 取 装置(OCR:OpticalCharacterReader)

普 通 の用 紙 や 紙 カ ー ドな どに書 か れた 文 字 を,光 学的 に読 み 取

る装 置 で,人 間 の読 む 文 字が そ の ま ま入 力 され るの で,応 用範 囲

が広 い。 ま た,入 力 デ ータ準 備 の た め のせ ん孔作 業が 不必 要 とな

る。 次の 図 はJISで 制 定 され たOCR用 文 字 で あ る。

数

AB(1)EFGH工JKLM

NOP4RSTUVhlxyz

O],己 ヨ1}5』?6『

・■:;=+1$*w&E

.一{}7
e'!'al'itirl

ま¥

(a)JISOCR-Aの 文字体

図3-4

ABCDEFGHabcdefgh

IJKLMNOPijktrnnop

QRSTUVWXqrstuvwx

yz★+'一./yzm

O1234567£$:}〈%〉?

89

文'字 体

[@!#&,]¥

(=)'‥'^

↑ 〈N>t× ÷Ort

(b)JISOCR-Bの 文字体
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⑳

O光 学 マ ー ク読 取 装 置(QMR:opticalMarkReader)

カ ー ド読 取 装 置 が パ ン チ さ れ た ホ ー ル の 有 無 を 読 む の に 対 し,

0MRは 帳 票 上 の 黒 い マ ー ク の 有 無 を 読 み 取 る 。 マ ー クは,図3

-5の よ うに 鉛 筆 で 記 入 し た り
,ま た,ラ イ ン ・プ リ ン タ で 印 刷

す る こ と もで き る 。

01234・56789
■ 口 口 ロ 〔=1⊂=】亡コ〔コ[コ ロ

0123456789
口 ■[コ 口 口 ロ 〔コ 口 口 〔コ

0123456789
[=コ 口 口■ 口[コ 【=コロ 〔コ 口 口

0123456789
E=コ[=コ ロ ■ 口 〔コ ロ ⊂コ ロ 【=]

0123456789

麗 藩 …iiL

図3-50MRの マ ー ク 記入 例

(ト)磁 気 イ ンク文 字 読取 装 置(MICR:MagneticInkChara-

ctarReader)

磁 気 イ ン ク文 字 読取 装 置 は,OCRよ り早 く開発 され た もの で,

磁 性 を帯 び た イ ンクを用 い て印字 した伝票 を,読 み取 り直前 に磁

化 させ,磁 気 ヘ ソ ドの 下を 通過 させ て読 み取 る。MICRは,汚 れ

や しみ に強 く,書 き換 え られ る危 険性 が少 ない た め,主 とし て銀

行 の小切 手 処 理 に 使用 され てい るが,OCRに 比 べ て,普 及 が遅

れ てい る。 磁 気 イ ン ク文 字 の形 には 次 の よ うな もの が あ る。
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図3-6MICRの 標 準 字 体

θ キ ー ・ボ ー ド ・プ リン タ(Keyboardprinter,タ イ プ ラ イ

タ 型 端 末 装 置)

キ ー ・ボ ー ド ・プ リン タ は,コ ン ピ ュ ー タ と離 れ た 遠 隔 地 で 電

話 線 や 電 信 線 を 介 し,コ ン ピ ュ ー タ と直 接 デ ー タ の 受 け 渡 し を し

て処 理 を 行 うオ ン ラ イ ン ・シ ス テ ム で 使 わ れ る。 こ の よ う に オ ン

ラ イ ン ・シ ス テ ム で 通 信 回線 を 通 し て 使 わ れ る 入 出 力 装 置 の こ と

を,一 般 に 端 末 装 置(termi・ ・1・q・ipm・ ・t)と い う・ キ ー'

ボ ー ド ・プ リ ン タ は最 も代 表 的 な 端 末 装 置 で あ る。 キ ー ・ボ ー ド

は 人 間 の 手 に よ っ て 直 接 に 情 報 を 入 力 す る こ と が で き,プ リ ン タ

は 情 報 を 自動 的 に 帳 票 な ど に 印刷 し,目 に 見 え る形 で 出 力 す る こ

とが で き る 。

(リ)表 示 装 置(Displayunit)

表 示 装 置 は 文 字 表 示(キ ャ ラ ク タ ・デ ィス プ レ イ)と 図 形 表 示

(グ ラ フ ィ ック ・デ ィ ス プ レ イ)に 大 別 され る 。 表 示 部 に は 陰 極

線 管(ブ ラ ウ ン 管,CRT)が 主 に 使 わ れ て い る。 入 力 に は,け

ん 盤 か ら 入 力 す る もの と,ラ イ ト ・ペ ン(lightpen)か ら 入 力 す

る も の と が あ る。
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(ヌ)マ イ ク ロフ ィル ム シス テ ム

電子 計 算機 の 処理 速 度 と比較 して,出 力装 置 とし ての ラ イ ンプ

リンタ の 出 力速 度 に は限 度 が あ り,ま た,処 理 量 の増加 に伴 う印

刷 紙 の処 理,さ ら に必要 な デ ータ の迅 速,正 確 な検 索 の ため,記

録 媒 体 と して マ イ ク ロフ ィル ムの利 用 が考 え られた 。 装置 とし て

は,計 算 機 の 出 力を マ イ クロ フ ィル ム に とるCOM(Computer

OutputonMicrofilm)や,逆 にマ イ クロ フ ィル ムか ら情報を

入 力す るCIM(ComputerInputfromMicrofilm)な どが

あ る。

記録 速 度 は,ラ イ ンプ リンタに換 算 し て,1分 間 に100ペ ー ジ

か ら400ペ ー ジ ぐ らい で あ るが,当 初 の予想 ほ ど需 要 が伸 び てい

ない の は,普 及 の遅 れ,拡 大 し ない と読 め な い こ と配 布 の際 の コ

ピー の コス トが高 い ことな どに原 因 が あ る と思わ れ る。

ωXYプ ロ ッタ 装 置(X-Yplotter)

XYプ ロ ッタは 計算 機 か らの 出力 デ ータ を 図 形で 表 す もの で あ

るが,デ ィス プレイ 装置 の よ うに会話 を 行 うこ とはで きず 計算 機

か ら の一 方 的 な指 令 に よ り作 図 を行 う。

(ヲ)音 声 合成 装 置

電 話 を端 末機 材 と して用 いた装 置 で あ る。

③ 記憶 装 置

記憶 装 置 には,人 間 でい えば 頭 の 中の 記 憶 に あた る内部 記憶 と人

間の 持 っ てい る帳簿 や蔵 書 にあ た る外部 記憶 とに 分け られ る。 内部

記憶 は さ らに主 記憶 と補 助 記憶 に 分か れ,中 央 演 算 装 置 で処 理 され

るデ ータ は,必 ず主 記憶 上 にな けれ ば な らない。 補 助 記憶 は,主 記

憶 の容量 不 足 を補 う記憶 で,主 記憶 と同様,常 に中央 処 理 装 置 の制

御 を受 け,必 要 に応 じ て記憶 され てい るデ ータ を読 み 書 きで き るが,

一 度 主 記 憶 に移 さな い と処 理 で きな い。 外 部 記憶 は 記 憶媒 体 を取 り
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外 して交換,保 存 で き る こ とが,使 用 上 の融 通性 に大 きな影 響 を も

っ てい る。 内部 記憶 と外 部 記憶 の 関係 を図示 す る と,図3-7の よ

うに な る。

一↑

置装理処央中

ー

憶記主

扇

f

憶記助補

月

外 部 記 憶

常に中央処理装置の制御を

受けている。

一ーー ー一 必要時 にコンピュータに接

続 される。

一 データの流れ

,

図3-7内 部 記 憶 と外 部 記 憶 の 関 係

θ 磁 気 デ ィ ス ク記 憶(magneticdiskstorage)

磁 気 デ ィス ク は 円 筒 体 を 輪 切 りに し た 円 盤(デ ィ ス ク)か ら成

り,そ の 両 面 を 同 心 円 状 に 走 る トラ ッ ク上 の 磁 化 点 を磁 化 し てデ

ー タ を 記 憶 さ せ る
。 磁 気 デ ィ ス クを 積 み 重 ね て 組 み 立 て た デ ィ ス

ク の 集 合 体 を デ ィ ス ク ・パ ッ ク(diskpack)と い う。 デ ー タ を

読 み 書 きす る に は,図3-8の よ うに ア クセ ス ・ア ー ム が デ ィ ス

ク 上 の 該 当 す る トラ ン ク上 に ヘ ッ ドを 移 し,デ ィ ス クが 回 転 し て,

必 要 な デ ー タ の 位 置 が きた ら,読 み 書 き を 開 始 す る。

こ の よ うに,特 定 の位 置 に あ る デ ー タ を 直 接 読 み 込 む こ と が で

き る こ と を,直 接 ア ク セ ス(directaccess),ま た は ラ ン ダ ム

・ア クセ ス(randomaccess)と い う。 磁 気 デ ィ ス クは 現 在,
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図3-8磁 気 デ ィス ク装置 の ア クセス機 構

ラ ンダ ム ・ア クセ ス ・フ ァイ ル の主 流 で あ り,さ ら に最 近 は,小

形軽 量 安価 で郵 送 もで き るフ ロ ッピ ィ ・デ ィス クが 開 発 され て使

わ れだ し,今 後 の発 展 が期 待 され てい る。

(ロ)磁 気 ドラム 記憶(magnet輌cdrumstorage)

磁 気 ドラム は 円筒 形 の 回転 体 で,表 面 に強磁 性 の 薄 い被 膜 が ほ

ど こ され てい て,そ れ を磁 化 してデ ータ を記録 す る(図3-9)。

トラ ック

1ト ー川 「

読み書きヘッド

図3-9磁 気 ドラ ム記 憶 の構 成

磁 気 ドラ ムで は読 み 書 きヘ ソ ドが 固定 してい るの で ア クセ ス 時 間

がか か らない 。 また機 構 が 単純 で精 度 を 出 し易 く,磁 気 デ ィス ク
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よ り も 高 速 で あ るが,記 憶 容 量 が 少 ない の で ビ ッ ト当 た りの 価 格 が

高 い し,取 りは ず し も で き な い 。

e・)磁 気 カ ー ド記 憶(m・gn・ticcard・t・rag・)

磁 気 カ ー ド記 憶 は 磁 気 カ ー ドを 記 憶 媒 体 と し,大 容 量 低 価 格 の ラ

ン ダ ム ・ア クセ ス ・メ モ リの 提 供 を 目 的 と し て い る。 磁 気 カ ー ド記

憶 は,図3-10の よ うに複 数 個 の セ ル(カ ー ト リ ッ ジ)か ら構 成

さ れ,セ ル は い くつ か の サ ブ セ ル,サ ブ セ ル は い くつ か の 磁 気 カ ー

ドか ら で き て い る。

サブセル

,一

迦1
,)

＼ ク
/

1/
/

'＼

Ψ
、

セルの集 り

」
セル/＼プ`

図3-10磁 気 カ ー ド記 憶

磁気カー ド ,

読 み 書 きをす る と きは,サ ブセ ル の 中 か ら指 定 された カ ー ドを抽

出し,読 み書 きヘ ッ ドの と ころ まで送 っ て行 う。

磁 気 カ ー ドは低 価 格 で容 積 が 小 さい が,反 面 ア クセ ス時 間 が 長 く,

また カ ー ドの選択 機構 が複 雑 で信 頼度 を上 げ に くい とい う欠 点 を も

つo

←)磁 気 テ ー プ記憶
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磁 気 テ ープ記憶 は,前 に 述べ た よ うに入 出力 と し て も外部 記憶 と

と して も使 わ れ る。 磁 気 テー プ記憶 の 処理 の よ うに,デ ー タが 記

憶 され てい る物 理 的 な順番 で処 理 を行 うことを,シ ー ケ ンシ ャル

・ア クセ ス(sequentialaccess)と い う。

磁 気 テ ー プ記 憶 は,外 部 記憶 の 中で最 も古 い歴史 を もち デ ー タ

の分 類 作業 が速 く,安 価で 収 納 ス ペー ス を とらず,互 換 性 が あ る

こ とな どか ら,今 も広 く利 用 され てい る。

④ コ ン ピュー タ利 用 方 式

一 般 に コ ン ピュー タを 利 用 す る形 態 を分 類す る と 次の表3-3の

通 りに な る。

σ)自 社 導入(単 独 利 用)

各 車 業体 が個 別 に コ ンピ ュ ータ を導 入 し,単 独 で 利 用す る方式

で あ る。

(ロ)外 部 コ ン ピ ュー タ利 用

・一 般 計算 セ ンタ ー

一 般 計算 セ ンタ ー に あ る コ ン ピュータ を利 用す る方 式 で
,デ ー

タを 持ち 込 んで 各車 業 体 自体 で操 作 し利 用す る方 法 と,デ ータ

だけ を持ち 込 ん で操 作 ・処 理 は計 算 セ ンタ ー に任 せ る方法 とに

分 け られ る。

・共 同 計算 セ ンタ ー

い くつかの 事 業 体が 共 同 で コ ン ピュ ータを導 入 し て計算 セ ンタ

ーを設立 し
,共 同 で利 用す る方 式で あ る。

・加 入 デ ータ 通 信

外 部 の大 型 コ ンピ ュー タ と各 車 業体 自身 に設置 し た端 末 装置 と

を通 信 回線 で 接続 して処 理 を行 う方 式 で あ り,利 用事業 体 は単

独 に コ ン ピ ュータ を 利 用 し てい るの と同 じ よ うに処 理 で き る。

コン ピ ュータ 利 用形 態 を決 定 す る場 合 ,表3-3に 示 した 利 用
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表3-3コ ン ピ ュータ 利 用形 態 別 比較 表

利 用 形 態 特 徴 留 意 点

自 社 導 入

(単 独利用)

o資 料提供か ら処 理結 果を入手す

るまでの時 間が短 く,必 要な資

料 を迅速に入手す ることが可能

で ある。

O利 用 時間の制約を受けずに使用

で き,し か もスケ ジュールに柔

軟 性があ ることか ら,緊 急業 務

の処理 もすみやかに行 うことが

で きる。

Oシ ステムの トータル化に対処す

ることが可能で あり,ま た,将

来 の発展 を考慮した拡張 性のあ

るシステム作 りが容易に行 え る

O企 業機密のろ うえいの危険性が

少 ない。

O効 率 の良 い処理 を行 うことと,

将 来の発 展拡張 を考慮す るとあ

る程度の規模 を有す るコンピュ

ータが望 ましいが,処 理 能力 に

見合 う業務量がない と割高につ

くこともある。

Oコ ンピュー タ要員 を確保 す るた

め,教 育訓練 の期間が必 要であ

る。

外部機関 利用

(一 般計算 センター)

(共 同 計算 セ ンター)

(加 入 デー タ通 信)

O外 部機関の要員が利用でき,自

社においては特に技術者を必要

としないことが多い。

o－ 部の限 られた機械化は自社導

入に比して経費が割安である。

O共 同計算センター設立の ときは

国の助成が可能であり,高 性能

の機械を使う割には自社導入に

比べ費用負担は少なくてよい。

o自 社 導入}ζ比 し,利 用 時間帯に

制約 があ り,ス ケ ジュールの変

更が難 しいために資料提供 に遅

れが生 じた り,緊 急業務 が発生

した ときに問題があ る。

O資 料提供 か ら処理結果 を入手す

るまで時間が長 くかか る。

Oシ ステムの変更(プ ログラム修

正等 を含 む)は 変更のた めの費

用が必要 であ り,か つ変更 に時

間がかか ることが多 い。

O共 同計算セ ンタ ーは参加 企業の

連 帯意識が お う盛 でなければ,

セ ンターを維持 させ ることは む

つか しい。
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形 態 と,処 理 デ ー タ量,将 来構 想 な どを十 分考 慮 して,最 適 な方

法 で の利 用 を検 討 しな けれ ば な らない。

適用業務

運用可能資金

デ ー タ量

処 理 サ イ クル

将来構想
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自社導入

一 ぺ 鍵三三:

検討項目一一一一 検討一 利用方式の決定

図3-11コ ン ピ ュ ー タ 利 用 方 式 の 検 討

共 同輸 送 の広域 的 情報 処 理 ネ ッ トワー クシ ステ ム を考 え る上 で

の コン ピ ュータ 利 用形 態 は,各 車 業 体(協 同組合 連 合 会,協 同組

合,組 合 員 等)が コ ン ピ ュータ を共 同で 導 入,管 理,運 用 す る と

ころ か ら,共 同計 算 セ ンタ ー的 色彩 が 強い 。 また,迅 速 な処理 が

要求 され る と ころ か ら,コ ン ピュータ と各 車 業体 の端 末 装 置 とを

結 ん だ オ ンライ ン処 理 が 必要 で あ り,こ の意 味 で は加 入 デ ータ通

信 方式 と も言 え る。

運 営主 体 を どの よ うな形 で構 成す るか に ょ り,あ るい は各車 業

体 の参 加 形 態 を どの よ うにす るか に よっ て様 々な利 用形 態 が 考 え

られ るが,運 営主 体 に導 入 され た コン ピ ュー タ と各車 業 体 に設置

され た端 末 装 置 とを通 信 回線 で 接続 して,共 同輸 送の 斡 旋 業務 等

の 処理 を行 うこ とは 不可 欠 で あ ろ う。
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⑤ 運送 業界 に お け る コ ン ピュ ータ の利 用方 法

輸 送 の情 報 は,遠 隔 地 に迅 速 ・正 確 に 伝達 さ れ る ことが 必須条 件 で

あ る。 それ に 適 した手段 は前 に も述べ た よ うに,通 信 回線 と端 末 装 置

を 直接 結 び つけ た オ ンライ ン ・デ ータ通 信 に よ る利用 で あ る。 オ ンラ

イ ン ・シス テ ムの構成 を 図示 す る と次 の よ うに な る。

遠隔地1端 末

遠隔地2

遠隔地3端 末

遠隔地4装 置

遠隔地5装 置

遠隔地6装 置

図3-12

通信回線

中 央 の コ ン ピ ュー タ
r-一 一一 一 一 一 一 一 ー ーー 一

端末

装置

装置 ＼ 端末制

端末/徽 置

一 モデム

回

線

制

御

装

置

モデ・ト

中央 演 算

処理 装置

南← 塁

上
1端末装置 一 御装置 一

端末制 モデ。_4-Eデ ・ト

1

装置
端 末_端 末制

御装置
一 モデム _ノ 弟 ト

モデ・十
川主 記 憶l
L______

端 末
装 置

端 末
装 置
〉㈱御装置 一 モアム

_"

デ ー タ 通 信 オ ン ラ イ ン ・シ ス テ ム

J

レ

遠 隔地 の端 末 装 置 か ら入 力 された デ ータ は 直流 の電 流 に変 え られ て

モ デ ム(変 復 調 装 置)に 送 られ る。モ デ ム に よっ て直流 電 流 は 交流 電

流 に変 え られ(変 調),通 信 回線 を 使 っ て中央 の コ ンピュ ータ室 に送

られ る。 そ こで モ デ ム に よっ て再 び 直 流電 流 に戻 され て(復 調),コ

ン ピュ ータ に入 力 され る。

オ ンライ ン ・シ ステ ム は以 下 の よ うな機 能 を もつ。

ぐf)メ ッセ ー ジ交 換

コ ン ピ ュ ータ 内で どこへ 送 信す るか を 判別 し,相 手 の 回線 に電 文

を送 る ことが で き る。

(ロ)問 い合 わ せ ・回答

コ ン ピ ュ ータ に蓄積 された 情 報 に対 し て端 末 装 置 か らそ の 内容 を
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問 い 合わ せ る と即 時的 に回答 が返 って くる。

⇔ デ ータ の収 集 及 び 配信

デ ータ を遠 隔 地 の端末 装 置 か ら中央 の コン ピュ ータ に 集 め た り,

そ のデ ータ を コ ン ピ ュータ で 集計 ・分類 ・照 合 な どの 処 理 ・加 工

を し,そ の結 果 を必 要 な 端 末 装 置 に送信 す る。

次 に,日 常 の どの業務 に コ ン ピュ ータ を利 用 した ら よい か,と い

う基準 に つい ては 以 下 の よ うな ものが あ げ られ る。

σ)同 類 の情 報 が 大量 にあ る もの

(ロ)ス ピ ー ドや 正確 さが要 求 され るもの

8記 号 化が 可 能 で あ る もの

(→ あ る部 分だ け切 り離 し て も機 械 化 がで き るもの。

以 上 の よ うな こ とをふ まえ て,運 送業 におい ては,コ ン ピ ュータ

の機 能 を活か し て,ど の よ うな情 報 シス テ ムが 可 能 で あ るか を考 え

てい くべ き であ る。 また,コ ン ピュ ータ の規模 や機 器 構 成 等 を考 え

る場合 で も,適 用 業務,運 用 可 能 資 金,デ ータ量,処 理 サ イ クル,

将 来構 想 等 を十 分 に考慮 し て決 定す る必要 が あ る。

(2)端 末 装 置

事 業活 動 を合 理 的 にか つ効 率 良 く行 うこ とを 目的 と し て,情 報処 理

シ ス テ ムのオ ンライ ン化 が 普 及 し,そ の利 用範 囲が 拡大 す るに従 っ て,

デ ータ端 末 装置 の 重要 性 は飛 躍 的 に高 ま り,そ の価 格,使 いや す さ,

多様性,保 守性 とい った 事 柄 に対 す る社 会 の要求 は一 段 と厳 し くな っ

てい る。 この よ うな要求 に呼 応 す るか の よ うに 端末装 置 は 実 に多様 な

姿 を と る よ うに な っ て き てお り,従 来 の汎 用型 の もの か ら業 務 別 専 用

型 へ と移行 しつ つあ る。 この よ うな新 しい 多様化 傾 向 は,デ ータの発

生 現 場で 違和感 な くデ ータ の収 集 ・入 力を行 お うとした 結果 で あ る。

また最 近 で は デ ータ の発 生 現場 で あ る程度 の処 理 を した い とい う要

望 が強 く,こ のた め の イ ンテ リジ ェ ン ト ・タ ーミナ ル,あ るい は オ フ
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イス ・コ ン ピ ュ ータ を端末 装 置 とし て利 用 す る こ と も行わ れ てい る。

次 に各端 末 装 置 に つい て説 明 を行 う。

① キ ーボ ー ド・プ リンタ装 置

通 常 はキ ーボ ー ドとシ リアル ・プ リンタ(1字 ず つ 印字 す る もの

で,一 行一 斉 に印字す るの は ラ イ ン ・プ リンタ と呼 ばれ てい る)を

組 み 合わ せ た型 が多 い。 キ ーボ ー ド(タ イ プライ タ ーと同様 と考 え

て差 しつ か え ない)か らデ ータ を入 力 し,コ ン ピ ュータで 処理 を行

い,結 果 を端 末 装置 にフ ィ ー ドバ ッ クす るわけ で あ る。 入 力専 用 あ

るい は 出力専 用 に 使 用 され る こ と もあ る。

プ リン トの方 法 は,プ リン ト用紙 に直 接 印字 す る方法(イ ン パ ク

ト ・プ リンタ と呼 ば れ てい る)と プ リン ト用紙 に 接触せ ず に 印字 す

る方 法(ノ ンイ ンパ ク ト ・プ リンタ)と が あ る。

② キ ーボ ー ド ・デ ィス プ レイ 装置

キ ーボ ー ド・プ リンタ装 置 が ・「ハ ー ドな コ ピ ー」 で あ るの に 対 し,

キ ーボ ー ド ・デ ィス プ レイ装 置 は 「ソ フ トな コ ピ ー」 で あ る と言 え

る。 つ ま りプ リン ト用 紙 に印 字 す る代 わ りに画 面 に情報 を表 示 す る

わ け で,キ ーボ ー ド ・プ リンタ 装置 よ りは 使いや す い装置 で あ ると

言 え る。

しか し なが ら 「ハ ー ドなコ ピ ー」 を 得 る ため に は プ リンタ装 置等

を付 加 接続 しな けれ ば な ら ない などの 問 題 もあ る。

③OMR,OCR,MICR

デ ータ の入 力▲ま,原 始伝 票 を 何 らか の媒 体(パ ンチ カ ー ド,紙 テ

ー プ
,磁 気 テ ープ等)に 変 換 し てか ら行 う方 法,キ ーボー ド・プ リ

ン タ装置,キ ーボ ー ド・デ ィス プ レイ装 置 の よ うに キ ーボ ー ドか ら

原 始 伝票 を 見 なが ら直接行 う方 法,そ れ に 原始伝 票 を そ の ま ま入 力

す る方 法 とが あ り,こ の原 始伝 票 を直 接 コン ピュ ータ入 力 す る装 置

がOMR,OCR,MICRで あ る。
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OMRは 標 準80欄 カ ー ドあ るいは マ ーク ・シ ー ト(A6～B4

ぐらい の もの が 多 い)上 の手 書 きマ ークや 予 め 印刷 され てい るマ ー

クを読 み取 る もの であ る。 標準80欄 カ ー ドの読 取 速 度 は100枚/

分～800枚/分 で あ るが マ ーク ・シ ー トの読取 速度 は40枚/分 ～

50枚/分 とか な り遅 い。

OCRは 手 書 きあ るい は予 め 印刷 され てい る文 字,記 号 な どを読

み 取 る もので あ る。 コ ン ピ ュータへ の直 接入 力の 本命 とし て,よ う

や く普 及期 に さ しかか った 観 が あ る。 そ の理 由 と しては,竹)読 取 字

種 が 増 え,手 書 きの英 字,数 字,カ ナ,記 号,活 字の 英 字,カ ナ,

記 号 を実 用 に耐 える正 読 率 で認 識 で きる よ うにな った,(ロ)手 書 きの

制 限 が大 幅 に緩 和 され,記 入 者 の負担 が軽 減 された,⇔ 分散 処 理 指

向 に沿 った,小 型 ・低 価格OCRが 実 用化 され た,←)チ ェ ック機 能,

デ ータ処 理 機 能 が拡 充 され,他 の 入 力媒体 に劣 らな い性 能 を得 られ

る よ うに な った,な どが考 え られ る。

MICRは1950年 代 アメ リカ銀 行 協会 に よっ て,銀 行 小切 手の

支 払 銀 行別 分類,顧 客 口座別 分 類 の省 力化 のた め に 開発 され た もの

で あ る。 磁 気 イ ン クによ っ て,手 形,小 切 手 等 に印字 され た 文字 を

読 み 取 る もの で ある 。 印字 され た文 字 が 人間 が 判読 不 可 能 な程 度 に

汚 れ た と して も読み 取 る ことが で きる。 この こ とは 手 形,小 切手 の

よ うに 多 くの 人(機 関)を 経 由す る もの の処 理 に は極 め て有 効 で あ

る。

④ イ ンテ リジ ェ ン ト ・タ ー ミナ ル

従来 オ ンライ ンの 端末 装 置 は デ ータ入 力 とデ ータ通 信 を,オ フ ラ

イ ンの端 末 装置 は デ ータ 入 力 を,オ フ ィス ・コ ン ピュ ータ は デ ータ

処 理 を それ ぞ れ主 た る機 能 とし てきた が,イ ンテ リジ ュ ン ト ・タ ー

ミナ ルは これ らの 機 能 をすべ て兼 ね そ な えた,つ ま りデ ータ入 出力,

デ ータ通 信,デ ータ処 理 の3要 素 を行 え る機 能 を持 った端 末装 置 で
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あ ると言 え る。

⑤ オ フ ィス ・コン ピ ュ ータ

オ フ ィス ・コ ンピ ュ ータ(以 下オ フ コ ン と称す)は,一 般 的 に は

標 準 シス テ ム構 成 の 買 取価 格 が400万 円 か ら2,000万 円 までの 機

種 の こ とを言 う。

その特 徴 は,

ぐf)操 作 者 の直接 デ ータ処 理 を基 本 としてい る,

←)伝 票 発 行,元 帳 記 帳,分 類 集 計 表 の作 成 が可 能,

⇔ 各 種の 周 辺 装置 を 接続 す る こ とで処 理 能 力を拡 大 で き る,

←)通 信 回線 を 利 用 し端 末 機 に もな り うる,

困 ユ ーザ ーは コ ンピ ュ ータ の専 門 家 を置 く必要 が な い,

内 特 別 な設 備 を必 要 とせず,ス ペ ース もあ ま りと らない で事 務室

内で気 軽 に使 え る,

な どで あ る。

オ フ ィス ・コ ンピ ュ ータ を端 末 装 置 として利 用す るメ リッ トは,

従来 の端 末装 置 で 持 っ てい るデ ータ 入 出力,デ ータ 通信 の 他 にデ ー

タ処理 が行 える とい うこ とで あ る。 各営業 所 にオ フ コ ンを導 入 し,

中央 の大 型 コ ン ピ ュ ータ用 の デ ータ 作成 と 自所 の デ ータ処 理 を 行 お

うとい うもの で あ る。 これ は デ ータ 発 生現 場 で あ る程 度 のデ ータ処

理 を行 な うとい った 分散 処 理 シ ステ ムで あ る。

こ うい う意 味 で は 先 に言 及 した イ ンテ リジ ェン ト ・タ ー ミナル と

の製 品境 界 も次第 に不 明瞭 化 し てき てい る。

⑥ 金融 機 関 用端 末 装 置

近 年,公 共 料 金の 自動振 替,給 料 の 自動振 込,住 宅 ロ ーンの 利用

な どに ょ り多 くの人 々が金 融 機 関 と係 わ りを持 つ よ うに な っ て きた。

取 引 量 の増 大や 取 引 種類 の 多様 化 に よ り,金 融機 関 のオ ンライ ン化

も進 み,現 在 台 数 ベ ースで 約60%を 金 融機 関用 端末 装 置 が 占 め て
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い る。具 体 的 には 金融機 関 内 で使 用 され てい る現 金 出納,伝 票読 み

取 り等 の端 末装 置 か ら現金 自動 支 払機 自動預 金機 な ど多 種 多様 な

機 種 が 利 用 され てい る。

⑦POSタ ー ミナ ル

POSシ ステ ム とは 販 売 時点 情 報 管理 シ ステ ム と言 われ る もの で

あ り,こ れ を端 末装 置 とし て利 用す る場合 は 入力 専 用機 とな る。 つ

ま り,商 品を 販 売 した 時点 で商 品 に貼 付 され てい る値 札 を そ の ま ま

POSタ ー ミナル(一 種 の キ ャッ シ ュ ・レジスタ ー と考 え て もよい)

か ら読 み込 ませ,コ ンピ ュ ータ で売 上 管理 等 の処 理 の ため に 当該 デ

ータを 利 用 しよ うとい うもの で あ る。

⑧ その他 の端 末 装置

産 業 に は それ ぞ れ独 自の処 理 形 態 が あ り,そ れ ぞ れの 産 業 にお い

て,利 用者 の ニ ーズ と,メ ーカ ー側 の アイデ アに よ っ てあ らゆ る多

様 な端末 装 置 が 生 み 出 され る可 能 性 を秘 め てい る。 医療 用,工 程 管

理 用,在 庫 管 理 用,予 約 業務 用等 実 際 か な り多 くの 機種 が 開発 され

利 用 に供 され てい る。

また 日本独 得 の もの と し て漢 字 端 末 装置 も開発 され てい る。

共 同 輸 送 の広 域 的 情 報処 理 ネ ッ トワ ーク ・シス テ ムを 考え る上 で も

今 説 明 した端 末装 置 の どの よ うな機 種 を採 用す るか は 非 常 に重 要 な事

柄 で あ る。共 同 輸 送 だ けで例 え ば連 合 会,協 同組 合 に端末 装 置 を導 入

す る ことは 費 用 の面 か ら考 え てメ リ ッ トは 少 ない と考 え るた め,他 の

業 務(協 同組合 の 売上 管理,組 合員 の運 行管 理等)の 処理 も同 時 に行

える よ うな端 末装 置 が 必要 とな るで あ ろ う。 そ うい う意味 で は,イ ン

テ リジ ェン ト ・タ ー ミナル,あ るい は オフ ィス ・コン ピ ュ ータ が適 当

であ ると思 われ るが,費 用,機 能等 を慎 重 に検討 し て決定 す る こ とが

肝 要 で あ る。
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(3)通 信 回 線

コ ン ピ ュータ と通 信 回線 の設 置 形態 を 分類 す る と,次 の3っ に区分

す る こ とが で き る。

① 利 用者 が 通 信 回線 も含め デ ータ通信 シ ステ ム全体 を 自ら設 置 し て

処理 を 行 うもの。(国 鉄 の み ど りの窓 口等)

② 利 用者 が電 々公 社 か ら通 信 回線 の提 供 を うけ,コ ン ピ ュ ータや 端

末 装 置 は 自 ら設置 し て処 理 を行 うもの 。(日 本 航 空 の座 席予 約 シ ス

テ ム等)

③ 電 々公 社 が デ ータ通 信 シ ス テ ム全体 を設 置 し て利 用 者 に提 供 して

い る もの。(DEMOS等)

わ が 国 のデ ータ通 信 シ ステ ム の大 部 分 は,② の形 態 であ る。

一 般 的 に デ ータ 通 信 シ ス テ ム(オ ンライ ンシ ス テ ム)の 設 計 に 当た

っ ては,業 務 の 分析 か ら始 ま っ て,中 央 の コ ン ピ ュ ータ の能 力,端 末

の 選択,通 信 回線 の利 用方法,ネ ッ トワ ークの 設計,コ ス ト等 多 くの

問題 を解 決 し なけ れば な らな い。 中で も通 信 回線 の コス トはデ ータ通

信 シ ス テ ムの拡 大 と共 に ます ます 高 くな る こ とに よ り,如 何 に効率 良

く経 済 的 に 設計 す るか が非 常 に重 要 とな っ て きた。

通 信 回線 は特 定 通信 回線 と公 衆 通 信 回線 とが あ り,前 者 は 特定 地 点

間 の通 信量 が 多い 場 合 に利 用 され,回 線 規 格 と回線 区 間距 離 に対 応 し

た 定量制(月 額 料 金制)の 料 金制 を とっ てい る。 後者 は通 信 す る相 手

が 固 定 し て いな い場 合及 び 固定 し てい て も通 信量 が 少な い場合 に利 用

され,料 金 は 通信 す る距離 と利 用 した 時間 の 長 さ に対 応 した従量 制 と

な っ てい る。

そ の結 果 距 離 に よ り異 な るが一 定 時 間 を境 と し てそれ以 上 の 時間 を

使 用す る場合 には特 定通 信 回線 が,そ れ 以 下 の 場合 には公 衆 通信 回線

の方 が有利 に な る。 な お一 般 的 には特 定 通 信 回線 の方 が エ ラー の発 生

率 が低 く,又 公 衆 通信 回線 は あ ま り高 速 では 利用 で きない 点 に注 意 す

る必 要 が あ る。

一98一



前 述 した よ うにデ ータ通 信 シス テ ムの 設 計 にお け る通 信 回線 の 比重

は ます ます高 くなる傾 向 に あ るた め,多 重 技術 を用 い て,1本 の 回線

を 目的 に応 じた 複数 回線 に 分割 使 用 す る こ とが最近 盛 ん に 行わ れ てい

る。

(4)テ レ ッ クス

現 在 全 国 で約9万 のテ レ ックスが 利 用 され てお り,(表3-4を 参

照 の事)国 内,海 外 を問 わず 幅 広 く使 われ てい る。 運送 業 界 で も荷 主

との連 絡,金 融 機 関 との連 絡等 に使 用 され てい る。 また共 同 輸 送 に テ

レ ックスを利 用 し てい る協 同組 合 も あ り,協 同組合 と組 合 員 との 連絡,

協 同組 合 とNST等 との連 絡,あ るい は 協 同組合 間 で の連 絡 な どに 使

用 され てい る。

テ レ ッ クス は操作 の 良 し悪 しに よ り,確 実性,迅 速性 に か な り大 き

な影 響 を一与え る。 中小 企 業 に おい ては テ レ ックスの た め に専 門 の オ ペ

レ ータ を雇 用す るこ とが難 しい ため,他 の事 務処 理 との兼 任 とい う形

で オ ペ レ ータ を養成 してい るのが現状 である。 貨物 運 送 協 同組 合 で も,

配 車 担 当 ある い は経理担 当 の職 員 が テ レ ッ クスの オペ レ ータ を兼 ね て

い る場合 が 多 く,そ の ため よ り簡 単 で 便 利 な電話 を 使 用す る度 合 が 多

くな り,共 同輸 送 に関す る限 りは,殆 ど と言 っ て良 いほ ど利用 され て

い な い。 荷 主 との連絡,金 融機 関 との連 絡 には利 用 され てい るが,そ

れ も受 信専 用 とい う形 が多 い 。

テ レ ックス は電 話 回線 を媒 体 と して,寛 々公社 に よ り設 置 され る機

器 を 用 い て通 信 を行 うもの で あ る。 機 器 は テ レ ックス本 体 の他,付 属

装置 と し てス プ ロケ ッ ト装置,自 動 ダ イ ヤル装 置,付 属電 鈴 な どが あ

る。
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表3-4テ レ ックス加 入 後 の推 移(電 々公社 資 料 よ り)
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費 用は導 入 時 にかか わ る もの と毎 月 の使 用料,そ れ に通 信 料 とし て

時間 に応 じた 費用 が かか る。

テ レ ッ ク ス

区分

種別

総 額

(加 入時)

内 訳

加入 料 設備料 電信電話債券 取 付料

テ レ ック ス
円

680,300

円

300

円

80,000

円

600,000
一

円

30,000

付 属 装 置

スプロケット

装 置

円

35,500

一 一 円

30,000

円

5,500

円
800

自動タイヤル

装 置

円

64,000

1

一 一 円

60,000

円

4,000

円

1,300

付属 電 鈴
円

14,500

`

一 一
円

10,000

円

4,500

円

300

テ レ ッ クス の 特徴 を説 明 す る と次 の よ うに な る。

① すべ て寛 々公 社 が設 備 し,保 守 す る方 式 を と っ てい る。

② 国内 は もち ろん,国 際 利 用登 録 を す る こ とに よ り外 国 とも通 信 で

き る。

③ コ ン ピュ ータ の端 末装 置 とし て利 用で き る。
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④ 通 信 内容 が 記 録 され る外,双 方 の会 社 名(ア ンサ ー バ ッ ク)も

同 時 に 記録 され る。

⑤ 接 続 され れ ぽ 自動 的 に起動 す るの で,相 手 が不 在 で も通 信 で き

る。

⑥ 出荷 指 示 書,伝 票 等 の送 受 がで き,し か も3～4枚 の コピ ーが

同 時 に とれ る。

⑦ 必要 に よ り紙 テ ープ を媒 体 と して送 受信 で き る。

⑧ 電 報 の発 受 信 がで き る。

⑨ 金 融 機 関 の振 込 入 金 通知 サ ービス を利 用で きる。

この特 徴 に もか かれ てい る よ うに,テ レ ックス の利 用範 囲 は極 め

て高 く,そ の ため ユ ーザ ー もこれ らの 特徴 を生 か して様 々な処理 を

行 っ てい る。

例 えば 支店 で発 生 した注 文 伝票 を紙 テ ープを媒 体 と し て本 社 に送

信 し,本 社 では 受 信 した 紙 テ ープを 自動 タイ プ ラ イタ に読 み と らせ

て必 要枚 数 の伝 票 の 再 現 を行 うよ うな 方法,あ るい は 支 店 か ら送信

され て きた紙 テ ープ を コ ン ピュ ータ に 直接 入力 し,コ ンピ ュ ータ に

よっ て伝 票 作成,各 種 統 計 資料 の作成 を行 うよ うな方 法 も行 われ て

い る。

また 支店 で の 伝票 発 生 件 数 が それほ ど多 くない と こ ろで は,各 支

店 のテ レ ソクス と本 店 の コ ンピ ュータ とをオ ン ライ ンで接 続 し,各

支 店 の テ レ ソ クス か ら コ ンビ ュ ータへ 直 接伝票 入 力 し てい る と ころ

もあ る。(図3-13を 参 照 の事)

以 上 の よ うに テ レ ックスの 利用範 囲 は 多岐 に亘 っ てお り,企 業 で

は独 自の工夫 を し て様 々 な利 用方法 を生 み 出 し てい る。

テ レ ッ クス は この よ うな利点 が あ る一 方,専 用 の オ ペ レ ータ(操

作 の 良 し悪 しに よっ て確実 性,迅 速 性 に か な りの影 響 が あ るの で,

熟 練 され た オ ペ レータ が 必要 で あ る)が 必要で あ るとい う大 きな欠
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(支 社) (本 社計算センタ)

囲

多重'通 信 線

接 続 部 制御部

NCU:網 制御装置

ACE:自 動呼出装置

・コマ ン ド入 力

デ一 夕ス 出 力

⑳

図3-13テ レ ッ クス オ ンラ イ ン シ ス テ ム構 成 図 例

点が あ る。 自動 車 運 送業 に お い て も,こ の欠 点 の ため に,撤 去 した と

こ ろ もか な りあ るよ うで あ る。

(5)フ ァ クシ ミ リ

昭和47年 の公 衆 通 信 回線 開放 以来,フ ァク シ ミ リの使 用 は上 昇 の

一 途を辿 り,既 に10万 台 を突 破 した 。

フ ァ クシ ミ リは遠 隔操 作複 写 機 と呼 ば れ てい る よ うに,離 れ た 場所

ヘ コ ピーを送 る装 置 で あ る。 コ ピ ーを取 る とい う意 味 で は複 写機 と共

通 の性 格 を有 す る反 面,遠 隔操 作 とい う特 質 に 由来す る相 違 点 を も有

し てい る。

現 在 稼 動 し てい るフ ァクシ ミ リの殆 どはポ イ ン ト ・ツ ー ・ポイ ン ト

の通 信 で あ る。 そ れ も電 話 や テ レ ックス,あ るい は郵 便 な どの 代替 通

信 手段 と し ての 使 われ 方 で あ る。 しか し,フ ァ クシ ミ リの 普 及 と共 に

フ ァ クシ ミ リの特 長 を活 か した 利 用が 最 近 急 速 に増 えつ つあ る。 す な
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わ ち,従 来 の代替 手段 か ら フ ァ クシ ミ リ特有 の通信 シス テ ム,更 に コ

ン ピ ュ ータ の入 出力機器,全 く新 しい画 像 シ ス テム な どへ と大 きな飛

躍 期 に あ る と言 っ て 良い 。

コ ンピ ュ ータ の入 力 分野 で現 在 広 く行 われ てい るのは,全 国 各地 の

営 業 所 や 店舗 か ら売 上 や 在庫 の 日報 を本社 の コン ピュ ータ室 へ 送 らせ,

これ を原 始デ ータ と して扱 い,入 力作 業(キ ーパ ンチや キ ー ツ ーフ ロ

ッピ ィの利 用)を 行 っ た後,コ ン ピュ ータ に集 中入 力す る方 法で あ る。

アメ リカ屋靴 店,ロ ッテ商 事 等 で実 施 され てい る。 この方 法 で は フ ァ

クシ ミ リで 送 られ て きた情 報 が そ の ま ま コ ンピ ュ ータ に入 力 され るわ

け で は ない 為,原 始 デ ータは 正 し く と もパ ンチ ミス,キ ー ミス に よ る

誤 りが発 生 す るこ とは 否定 で きな い。

コ ン ピ ュータ の 出力 分野 で最 も多 い利 用方法 は,コ ン ピ ュ ータ か ら

の 出力 デ ータ の・一部 を再 び 営業 所や 各店舗 に フ ィ ー ドバ ックす る方法

で あ る。 大 きなサ イ ズの 電 送 が行 え な い フ ァ クシ ミ リのユ ーザ ーは複

写機 で 縮小 コ ピ ー してフ ァ クシ ミ リ電送 してい るケ ース もあ る。 また

電 送 され てきた原 稿 で は太 き過 ぎ て フ ァイ リングな どに不 便 なため 受

信 側 フ ァ クシ ミ リで 縮 小 受信 す る機 能 を持 つフ ァ クシ ミ リも開発 され

てい る。

フ ァ クシ ミ リを端 末 装置 と して地 図 デ ータ な どを コ ン ピュ ータ に 直

接 入 力 し,コ ン ピ ュ ータ 内 の 情 報 と重 ね て画像 処理 を施 し て,処 理 後

フ ァクシ ミ リ端末 よ り出力 デ ータ と して取 り出す よ うな研 究 開 発 も積

極 的 に行 わ れ てい る。

現 在 は電 話 な どの代 替 通 信手 段 と しての利 用 が フ ァ クシ ミ リ利 用 の

中心 で あ るが,フ ァ クシ ミ リは大 き な可 能性 と応 用性 を秘 め てい る こ

とは以 上 の例 で も明 白で あ る。 メ ーカ ーで も盛 ん に将 来 の フ ァ クシ ミ

リ像 を 模 索 してお り,ま た コ ン ピュ ータ との接続 との 関係 で コ ンピ ュ

ータメ ーカ ーも フ ァ クシ ミ リに は か な り注 目し てい る と ころ で あ る。
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この よ うな フ ァ クシ ミ リを貨 物 運 送業 の共 同輸 送 に どの よ うに応 用

す るか とい うこ とに な るが,現 状 では コ ンピ ュ ータ と接続 し て処 理 す

る ことは 極 め て難 しい。 例 え ば 協 同組合 に フ ァ クシ ミ リ端末 を 設置 し

て求 荷 依 頼 伝 票,求 車依 頼 伝票 を中 央 の コ ン ピュ ータ に入 力 して 斡旋

業務 を行 お うと した 場合,「3.2シ ステ ム化 の 問題 点」 で も説 明 し

た よ うに斡旋 の ため の条 件 に 関 し て変 更 が 多 く,ま た 未確 定要 素 も多

い た め求 荷 依 頼伝 票,求 車 依頼 伝 票を 生 の まま コ ン ピュ ータ に入 力 し

て も十 分 な処 理 が施 せ ない こ とに な る。 また キ ャ ンセ ル な どの 例 外処

理 に も対 処 で き ない。但 し,こ れ らの条 件 変更 を も含 め た 情報 入 力 フ

ァ クシ ミ リ端 末 か ら出来 る よ うなハ ー ドウ ェアあ るい は ソフ トウ ェア

が 開発 され れ ばか な り有 力 な手段 と な り得 るが,現 状 では一 挙 に そ こ

まで 持 っ てい く必要 は ない もの と考 え られ る。

当面 は 協 同組 合 と組 合 の 情報 伝 達(共 同輸 送 に関 し てだ け で な くあ

ら ゆ る情 報 交換 を意 味 す る)あ るいは 連合 会 と協同 組合 の情報 伝 達 と

し て使 用 し,将 来 コ ン ピ ュ ータ との接続 を考 えた構 想 に移 行 し てい く

の が最 良 な方 法 で あろ う。

フ ァ クシ ミ リの装 置 は送 信 専 用機,受 信 専 用機,送 受 兼 用機 に大別

さ れ る。 送 信 専 用機 は相 手 と相互 通 信 を行 うには 受信 専 用機 が必 要 で

あ る。 例 えば,本 店 と支 店 とで相 互 通 信 す るため には,送 信専 用機,

受 信 専 用機 の一 対 が2組 必 要で あ る。 しか し,一 方 通行 的 に本店 か ら

支 店 の みに送 る場 合で あれ ば,送 信 専 用機,受 信専 用機 が各1台 で よ

い こ とは 明 らか で あ る。 送 受兼 用機 とい うのは,1台 で 送信 も受信 も

行 え る もの で あ る。一 般 に 送 受兼 用機 の1台 の価 格 は,送 信 専 用 機,

受 信専 用機1組 よ り も安 い。 また 送受 兼 用機 は 多 くの場合 同時 に送 信

と受信 は で きな い 。

フ ァ クシ ミ リの装 置 の性 能 の 目安 に 自動 化 の程 度 が あげ られ る。 送

信 し 終 った 時の 自動復 帰,受 信 の 自動化 な どの こ とで あ るが,自 動 化
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の進 ん だ装 置 は 高価 格 で あ る。 通 数 に もよ るが,1日 数 遍 で あれ ば 自

動 化 され てい ない 装置 で も十 分 目的 を達す る。

電 送速 度 は一 般 的 に6分,3分,1分 に大別 され てい るが,最 近 で

は1分 以 内で 電 送 で き る高 速機 も出 てき てい る。

フ ァ クシ ミ リ装置 の価 格 は数 百 万 円 か ら数十 万 円 まで あ り,高 速 機

は概 し て高価 格 で あ る。

フ ァ クシ ミ リの 費 用 とし ては導 入 当 初の 装置 の価 格(レ ンタ ル あ る

いは リース の場 合 は 月数 万 円 とい うよ うに毎 月 の経 費 とな る)の 他 に,

利 用の都 度 回線 費,消 耗 品 費 な どが必要 と な る。 回線 費は専 用 回線 と

加 入 電話 回線 とで は算 出方 法 が異 な る。

い ずれ に して も使 用者 は 使 用 目的 に合 った機 器 を選 択 す る こ とが望

ましい。 その た め に は,年 間 の経 費,回 線 費,消 耗 品費 の兼 ね 合 い で

決 ま る1通 あた りの コス トを試 算 し て最 適 な速度,価 格 の もの を選 ぶ

べ きで あ ろ う。

フ ァ クシ ミ リの特 徴 し て次の もの を挙 げ る こ とがで き る。

① 原 稿 をそ の ま ま相 手 側 に送 信 す る ことが で き る。

② 複 雑 な図 面や 書 類等 どの様 な原稿 で も送 る ことが で き る。

③ 夜間 時相 手 が 不在 の 時 で も 自動 的 に受 信 す る ことが で き る。

④ 送信 原 稿 に発 信 者 印 と宛 名 が 明記 され ていれ ば,原 稿 は手 元 に 戻

るの で,責 任 の所 在 が 明確化 され る。

⑤ 操 作 が 非 常 に 簡単 で,誰 に で も簡単 に使 用す る こ とがで き るた め,

専任 の オペ レ ータ を必 要 と しない 。

次 に運 送 業 で の使 用例 と し て,佐 川急 便 を と りあげ,フ ァ クシ ミ リ

導 入 の メ リ ッ ト等 に つい て説 明 を行 う。

佐 川 急 便 で は東 京,大 阪,京 都,九 州,横 浜 の主 管店 に フ ァ クシ ミ

リを 設置 し,既 着 確 認,誤 送 した 積 送票 の再 送,社 内連 絡等 に利 用 し

てい る。
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従 来 は 電話 で 既 着 確認 を行 っ てい た た め,次 の よ うな 問題 点 が あ り,

この 問題 点 を解 決 す る ため に フ ァ クシ ミ リが導 入 され たわ け で あ る。

・領 収票 の コ ピ ー-igト ラ ック便 で運 ぶた め ,最 低1日 かか るの で荷

主 の要 請 にス ピ ーデ ィに答 え られ なか った。

・緊急 の 際 に荷 主 に迷 惑 をか け る こ とが あ った。

・氏名 ,住 所,伝 票 番号 等 を電話 で 連 絡 ・確認 す るため 時間 が か か

り,通 話 料 金 が か さんだ。

・電話 連 絡 は
,言 い違 い,聞 き間違 いが 多 く出 て無 駄 な作 業 を し て

し ま う事 が 多か っ た。

・電 話連 絡 のた め ,責 任 の 所在 が 不 明確 で あ った 。

フ ァクシ ミ リ導 入 後 の既着 確 認 は 次 の よ うに行 わ れ てい る。

荷

主

①

②

③

④

九州

:自
荷 主 か ら既 着 確 認要 請 が 入 る。

フ ァ クシ ミ リで 依頼 す る。

東京

-
フ ァ ク シ ミ リで領 収票 を伝 送 す る。

受 信 デ ータ を荷 主 へ 届 け る。

① か ら③ ま で に要 す る時 間 は調 査 時間+2分 程度 で あ る。

フ ァクシ ミ リを導 入 した ことに よるメ リ ッ トと しては,今 まで2日

間 ほ ど要 し てい た 既着 確認 が調 査 時間 十2分 で済 む よ うに な った こ と

が一番 大 きい 。 そ の他 氏 名,住 所,伝 票番 号 等 に 間違 い が 出 な くな っ

た,通 話料 金 が削 減 され た,責 任 の所 在 がは っ き りした,時 間 を 有効

に 使 うことが で き る よ うに な った,な どが あ るが,2次 的 な メ リ ッ ト

と し て荷 主 との トラ ブル が解 消 され た事 に ょ り荷 主 の信 頼 が増 した こ
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と も大 き い。

(4)通 信手 段 の比 較

運送 業 界 にお け る共 同 輸送 で は,前 に も説 明 した よ うに相 手 の感触

が つ かめ る,融 通が き く,取 り扱 い が簡単 で あ る等 の 理 由か ら,電 話

を連 絡 の 手段 とし て使 用 してい る,し か し電話 に よ る言 い違 い,聞 き

違 い か ら の トラ ブル も発 生 し てい ると ころ か ら,他 の媒 体 に よ る通 信

の研 究 も,協 同組 合,組 合員 あ るい は連合 会 な どで積 極 的 に行 わ れ て

い る。

電 話 利 用か ら,コ ン ピ ュータ と端末 装 置 を結 ん だ オ ンラ イ ン処 理 へ

一 挙 に変 更 し てい くこ とには無 理 が あ る
。 業 界全体 の趨 勢 と して は,

電 話 か らテ レ ッ クスへ,テ レ ッ クスか らフ ァクシ ミ リへ,フ ァク シ ミ

リか ら コ ン ピ ュ ータ処 理 へ 移行 してい くと い う傾 向 が強 い。 テ レ ッ ク

ス につ い ては,専 門 の オペ レ ータが 必要 な こ とか ら あ ま り利 用 され て

いな い の が 現状 で あ るため,電 話 か らフ ァ クシ ミ リへ の移 行 を考 え て

い る協 同 組合 も多い 。

通 信 手段 を改 善 す るため の参=考資料 とし て,郵 便,電 報,電 話,テ

レ ッ クス,フ ァ クシ ミ リについ て通 信 手 段 別 機能 比 較 表 を次 に載 せ た。
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表3-5通 信 手 段 別 機 能 比 較 表

内容

聾
即 時 性 省 力 性 情報内容の任意性 正 確 性 経 済 性

郵

便

2～3日(内 容 に

よる時 間的 な差 異

は ない)

利 用は簡単 だが,

用紙 を封筒 に入れ

切手 を貼付 し,郵

便投函す る必要が

あ る

情報 内容 の制約は

全 くない

原稿 を送 るので情

報は正確で あ る ハ ガ キ 20円

封 書 50円

速 達 200円

電

報

2～3時 間(内 容

に よる 時間 的 な差

異 は ない)

電 話 で も発 信 で き

る ため,そ れ ほ ど

人 手 は 必要 としな

い

カ ナ文字情報 に変

換 した もの に限定
される

運 用者 は 熟練 し て
い る ので誤 った 情

報 が 届 け られ る こ
とは少 な い

普 通25字 まで300円
5字 増長40円

(旬600字 →4900円

電

話

連 絡 は即 時 にで き
るが,話 の 内容 に

ょ り長 時間 か か る

場 合 もあ る

誰 にで も簡 単 に利

用で きる

情報 内容 の制 約 は

無 いが,相 手 に伝

達 しに くい 情 報 は
か な りあ る

言 い違 い,聞 き間

違 い が発 生 す る

話 の 内 容,話 し手 の話

し方 に よ っ て,か な り

高 くつ く場 合 もあ る

テ
レ
ッ

ク
ス

A4原 稿 で

3～6分

送 信 に専 用オ ペ レ
ータが 必 要 で あ る

カナ文字,英 数字

等 に限定 される

オペ レ ータ の 良 し

悪 しに よっ て正確

度 が 異 な る

A4原 稿320秒 と して

計 算 す る と560円

(東 京 一大 阪
4秒7円)

フ
ァ

ク

シ

ミ

リ

A4原 稿 で

1～6分

操作 は非 常に簡単
で誰 にで も使用で

きる

情報 内容の制 約は
全 くない

原稿 を送 るので情
報は正確 である

A4原 稿120秒 とし て

計 算 す る と300円

(東 京 一大 阪
4秒10円)



表3-5に 示 した 比較 を も う少 し具 体 的 に説 明す る と,例 え ばA社

の フ ァ クシ ミ リ(B機 種)と テ レ ックス を経 済 的 な面 で 比較 した 場合,

次の 通 りで あ る。

・一 時 費用

(注)債 券 売 却 損 は12%で 計算

機 種

項 目
A社 のB機 種 テ レ ッ ク ス

電話加入債券(東 京 の場合) 150.000円 一

設 備 料 80,000円 80,000円

加 入 料 300円 300円

本 体 債 券 一 600、000円

回 線 保 護 装 置 6,000円 一

合

計

債 券 を 売却

し ない場 合

債 券 150.000円 600,000円

現 金 86,300円 810,300、 円

計 236,300円 680.300円

債 券 を 売 却 し た 場 合 104,300円 152,300円

・ ラ ン ニ ン グ コ ス ト

機 種

項 目
A社 のB機 種 テ レ ッ ク ス

通 信 時 間
A-5判60秒 A-5判160秒

基

本 A-4判120秒 A-4判320秒

条 本 体 価 格 5年 リース35,600円 30.000円

件
通話料(東 京一大阪) 4秒10円 4秒7円

1日 の経費=通 話料+ 1日 の経 費=通 話料十

リ ー ス レンタル料

一 誓 ・ ・2・Z+・ ・,…
7
=可 ×320X+60 ・000

採 用 分 岐 点 ÷22日 』 ÷22日

=300X+3 ,240 =560Z十2 ,730

(東 京 一大 阪 間)

以上の式 を解 くと,X=L96と な り,1日2枚

(A-4)の 通 信があれば,フ ァクシミリの方 が有

利 と な る。
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3.3.2シ ス デ ム導 入 計 画

シ ス テ ムの導 入 手 順 は,導 入 方針 の策 定,導 入体 制 の 確立,調 査 分析,

概 要 設計 とい った事 項 を 行 う段 階,適 用業 務 の選 定,詳 細 設計,プ ロ グ

ラム作 成,コ ン ピュ ータへ の 移 行 とい っ た事 項 が な され る段 階,シ ス テ

ムの信頼 性,応 答 性,安 定 性,適 応 性 及 び経 済 性 を評 価 し,修 正 と改善

を施 す段 階 の3段 階 に 分け る ことが で き る。

導 入 手順 の例 及 び そ の 説 明は 次 の通 りで あ る。

導入方針の確立

図3-14シ ステ ム導 入 手 順 例
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① 導入 方 針 の 確立

シ ステ ム導 入 に 際 し ての方針 事 項 と し ては,少 な くと も次 の事 項 を

明確 に してお く必要 があ る。

θ 導入 目的

回 期 待 効 果

⇔ 適 用業 務 とそ の範 囲

⇔ 導 入 時 期

② 導入 体 制 の整 備'

θ 運営 主 体 の組 織 化(組 織 ・要 員 計画)

(ロ)コ ンピ ュ ータ に関 連す る設 備 の 準備(設 備 計画)

⇔ シス テ ム設計 要 領 の制 定(シ ステ ム設 計計 画)

←)導 入 に必要 な 資金 の 確保(資 金 計画)

導入 体 制 の整 備 の中 で特 に問 題 と な るのは,運 営 主体 の組 織 化 で あ

る。 シ ス テ ムを運 用 し,実 際 に利 用 し てゆ くのは 協 同 組合 連 合 会,協

同 組合 並 び に組 合 員 で あ るが,シ ステ ム全 体 の運 営 を ど こが や るか と

い う,つ ま り運 営 主 体 を ど こに置 くか とい う点が組 織 化 の前 に まず 問

題 とな ると ころで あ る。運 営 主 体 を ど こに どの よ うな形 で設置 す るか

につ い ては,協 同 組 合 連合 会,協 同 組合,組 合 員 で構 成 す る全 体 会議

等 に おい て検 討,決 定 さ るべ き もの で あ るが,全 国 的 な共 同輸 送 の シ

ス テ ム化 を図 る とい う意 味 で は,共 同 輸送 に関 し ての 運営 主 体 は 全 国

的 に一 本 化 され た もの で なけ れ ぽ な らない 。NST及 びJUSTに 関

す る組 織 図 を 次に 例 示 す る。
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運 営 ・ 政 策 会 議

。。他資・め提供

析結果の報告'
集計分

日貨脇連システム輸送推進本部

指 導 部

(未 参加協組の指導 ・啓蒙)

礎 デー タの収集

「;「 精 算 会 議l

l運営の大綱(輌 経営)1[ご 眠 ・・よる・i

集計分析結果の報告

1:デー タ の 分 析

:1☆料 の 提 供

L

地区輸 送 センター
(参 加単協)

中 央 輸 送 セ ン タ ー
1
(中 央における情報処理 と実務)

〆

、

、

、

、
、

組合 員車 両 ・貨物

!、

'、
、
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図3-17JUST中 央 情 報 セ ンタ ー組織 機 構 図

要員 計 画 につい ては,シ ス テ ム導入 の準 備 段階 とシ ス テ ムを 実施 し

てい く段 階 とで異 な る。

シス テ ム導 入 の準 備 段階 に おい ては,協 同 組合 連合 会,協 同 組合,

組 合員 等 で 構成 す る導 入 推進 委 員会 等 の よ うな組織 を構 成 し,導 入 に

関 し てあ らゆ る事 柄 につ い て検討 し,決 定 す る必要 が あ る。 シ ス テ ム

導 入 準備段 階 の後期 にお い ては 導 入準 備 室 な る もの を設 け,シ ス テ ム

設 計 書等 の作 成,業 務 移行 準備 な どを行 っ て,ス ム ーズ にシ ステ ムが

導 入 で き る よ うにす べ きで あ る。

実 際 にシ ステ ムを導 入 し,実 施 す る段 階 にお い ては,コ ン ピュ ータ

管 理 部 門 と,業 務 部門 とが 必要 とな る。

コ ン ピ ュ ータ管理 部 門 に は ,コ ンピ ュ ータ ・シ ス テム 管理 者,シ ス
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テ ム エ ン ジ ニ ア(プ ラ ンナ),プ ロ グ ラ マ,オ ペ レ ー タ 等 必 要 で あ り,

一 般 的 に は 次 の 表3-6の よ うに 考 え ら れ て い る。

表3-6

＼ ＼騨 区分

・ンピー 規 模＼
管理者 プランナ プログラマ オペレータ その他 合 計

超小型～ 小型

小型～ 中型

中型～ 大型

大型～超大型

1

2

3

5

1

2

4

8

1

3

6

15

2

2

4

12

1

2

6

14

6

11

23

54

③ 調 査 分 析

調 査 分析 は,コ ン ピュ ータシ ス テ ム導 入 の 目的 をい か に効 果 的 に達

成 す る かの作 業 の第 一歩 とな る もの で あ る。 この 調 査 分析 を行 っ た結

果 を と りま とめ た もの は,シ ステ ム設計 作 業 の重 要 な基 礎 資料 とな る

もの で あ る。 調査 分析 は お よそ次 の二 つ に区 分 され る。

④ 予備 調 査 … …共 同輸 送 の処 理 方 法,体 制,問 題 点 等 に つ い て,協

同 組 合 連合 会,協 同組 合,並 び に組 合 員 を対 象 に して

実 態 調 査 を行 う。 また 共 同 輸 送 の伝 達媒 体 で あ る情 報

機器 に つい て の調 査 も同 時 に行 う。

㈲ 現 状 分析 … …予 備 調 査 に基 づ い て現 状 の特性,問 題 点等 を 把握 し,

分析 す る。

④ 概 要 設 計

導 入 方針 で 明 らか に され た コ ン ピ ュ ータで行 う適 用業 務 の 範 囲 内 で

シ ス テ ムの 基 本 要件 を決定 し,シ ス テ ムの 実施 に つい て の大綱 を定 め

る こ とを概 要 設 計 と呼 んで お り,こ の段 階 での 作業 を列挙 す る と次 の

よ うに な る。

σ)シ ステ ムの 基 本要 件 の設定
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(ロ)コ ン ピ ュ ータ プ ロセ スの 設定

⇔ 評価 の た め の準 備

←)・評価

困 シ ス テム の ま とめ

⑤ 機 種 選 定

概 要 設計 の段 階 で ま とめ られた シ ステ ム は,実 際 に導 入 するコンピュ

ータで 効 率 よ く処 理 され るべ き ものであ り
,こ の た め に適 用す るシス

テ ム を前 提 に,そ れ に即 した コ ン ピュータ を選 定 す る こ とが 必 要 とな

る。 機 種 選定 の段 階 で は,中 央処 理装 置 の機 種 選定 の み な らず,コ ン

ピ ュ ータシ ス テ ム を構成 す る周 辺 機器 構 成 に つい て も十 分 目を向 け る

必要 があ る。 機 種 選 定 には適 用業 務 か ら くる要請 の み な らず,資 金,

デ ータ 量,処 理 サ イ クル,将 来構 想等 の観 点か ら も検 討 しなけ れ ば な

らない 。

共 同 輸 送 の シ ス テ ム化 で は,オ ンライ ン処理 が不 可欠 と考 え られ る

た め,機 種 選 定 あ た っ ては特 に細 心 の 注意 を は ら っ て,あ らゆ る面 か

ら最 適 な選 定 を行 う必 要 が あ る。

⑥ 適 用性 の検 討

概 要 設 計 で シ ス テ ムの基 本 要 件 が 明らか に され るが,果 た し て コ ン

ピュ ータ導 入 の 基本 方 針 に合 致 し てい るか あ るい は 選 定 した機 種 で 実

行可 能 か ど うか,あ るい は また期 待す る効 果 が得 られ るか ど うか の検

討 を行 う必 要 が あ る。 検討 の結果,概 要 設計 の 内容 の 合 目的 性,実 行

の 可能 性,効 果 性 が保 証 され る と次の詳 細 設計 へ 進 む ことに なる が,

疑 問点 が 残 る よ うだ と調 査 ・分析 に戻 っ て概要 設 計 のや り直 しを し な

け れば な らない。

この よ うに し て最 適 シ ステ ム を求め る努 力を積 重 ね るわ け で あ る。

共 同輸 送 に関 し ての シス テ ム化 では,こ の段階 には す で に共 同輸 送

の た め の規 約 ・協定 とい った もの が 明確 に決 定 され てい なけ れ ば な ら
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ない 。共 同輸 送 の ドッキ ング作 業 の よ うな複 雑 な過程 を経 て処 理 され

る もの に つい ては,綿 密 に 明 記 さ れ て い な い と,ト ラ ブル が生 じた

場合 迅 速,適 確 な る対 処 がで きな くな る。

ドッキ ングの方 法,情 報 の締 切,輸 送 の確 認,キ ャ ンセ ルの 方法 運

賃及 び 運賃 の 精算 方 法,責 任 の発 生,協 定 違 反 の罰 則等 に つい て,利

用者 す べ ての 合 意 の も とに 明確 な形 で文 書 さ るべ きで あ る。

⑦ 詳 細 設 計

適 用性 の検討 が終 っ た概 要 設計 の骨 組 み に 肉付 け を す るのが この段

階 で あ り,詳 細 設 計 には 次 の2つ のね らい があ る。

θ 次 の よ うな コ ン ピ ュータ の プ ロ グラ ム作 成条 件 を 明 らか にす る。

O

O

O

O

O

O

O

出 力の 仕様 作 成

入 力の 仕 様作 成

コ ー ドの仕 様 作 成

デ ータ フ ァイル の仕 様 作 成

コ ン ピ ュータ プ ロセ ス の仕 様作 成

チ ェ ッ クの仕 様 作 成

デ ータ量 の算 出

共 同輸 送 の シ ス テ ム化 につ い ては,入 力情 報(求 荷 ・求 車情 報)

と,ド ッ キ ン グの際 必要 とな る各種 コ ー ドの2点 は特 に重要 なの で

別 途 説 明を 行 う。

㈲ 次 の よ うな人 間 が 行 う処理 手 続 き を 明 らか にす る。

。 事 務 処 理 要 領 の 設 定

。 デ ータ 収 集 と事故 対策 の設 定

O秘 密 保 全 要領 の制 定

共 同 輸送 の シ ステ ム化 で は,協 同 組合 連 合 会,協 同組 合 あ るい は

組合 員 に設 置 され た 端末 装 置 と コ ン ピュ ータ を オ ンライ ンで 接続 し

て処 理す る こ とを 想 定 してい るた め,秘 密 保全 に つい ては特 に注意
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を払 い,二 重,三 重 のチ ェ ック機 構 を 設 け て,情 報 の 漏洩 を防 ぐこ

とが肝 要 で あ る。

⑧ プ ロ グラ ム作 成

詳 細 設計 の仕 様 に基 づ き,そ の 内容 を 十 分理解 した うえで最 も効 率

的 にデ ータ処 理 が で き,か つシ ス テ ムが 円滑 に運 用で き る よ うな コ ン

ピ ュ ータ の プ ログ ラ ムを作 成 す るの が この段 階で あ る。 手 順 は お よそ

次の よ うに な る。

θ

回

⇔

⇔

園

内

ω

詳 細 設計 書 の理 解 と確 認

プ ロ グ ラム作 成 計画 の作 成

プ ログ ラム フ ロ ーチ ャ ー トの作成

コ ーデ ィ ング

プ ログ ラムデ バ ッ グ

プ ログ ラム個別 テ ス ト

プ ログ ラム総 合 テ ス ト

⑨ 業 務 移 行

導入 した コ ン ピ ュータ が従 来 の業務 を引 継 ぐ段階 がす なわ ち移 行段

階 で あ り,2つ のね らい が あ る。

σ)新 シ ス テ ムの実 用 テ ス ト

コ ン ピュ ータ利 用 に よる新 シ ステ ム が果 た し て従 来 の処 理 を 正 確

に実 行 で き るか ど うか をチ ェ ッ クす る。 特 に,新 シ ス テ ム に よるエ

ラ ーの 発生 状 況,例 外処 理 の的 確 な処 理 等 を チ ェ ックす る。

(ロ)新 シ ス テ ムへ の慣 熟訓 練

従来 の処 理 に代 わ っ て新 しい処 理 要領 を 運営 主 体及 び利 用者 の 中

に ス ム ーズ に受 け入 れ るた め に,こ の 段階 を利用 し て新 シ ス テ ム を

と りま く人間 を訓練 す るの で あ る。

以 上の2つ の条 件 が満 た され た 時,コ ンピュ ータ 導 入 に よる 新 シ

ス テ ム が正 式 に実施 に移 され る こ とに な る。
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⑩ 運 用 評 価

コ ン ピュ ータ導 入 に よ り新 し く生 れ た シ ス テ ムが 本実 施 に移 され た

あ と も,初 期 の導 入 方針 が 継続 して貫 か れ てい るか あ るいは 期 待 効果

が継 続 して得 られ てい るか ど うか を常 に評 価 す る必要 があ る。 また,

共 同 輸送 を と りま く環境条 件 の 変化 に適 切 に対応 し てい るか ど うか を

チ ェ ックす る必要 が あ る。 これ が 運 用 ・評 価 段階 で あ り,コ ン ピ ュ ー

タ導 入 を成 功 させ るため に は不 可 欠 の段 階 で あ る。

評 価す る際 の尺度 は シ ステ ムの 内 容 に よっ て も違 い 非 常 に難 しい が,

評 価 要 素 とし ては次 の よ うな もの が あげ られ よ う。

σ)信 頼 性

シ ステ ムが初 期 の 目標 や 機 能 を正確 に果 た し,そ の状 態 が持 続 し

てい るか ど うか。

(ロ)応 答 性

シ ステ ムへ の入 力 の変化 に対 し て,出 力 がた だち に追 随 で き る よ

うな即 応能 力 が あ るか ど うか。

⇔ 安 定 性

共 同輸 送 に関 し ての外 部 環境 が 少 々変動 し て も,そ れ に対応 で き

る安 定性 があ るか ど うか。

←)適 応 性

安 定 性 とは逆 で あ るが,外 部 環 境 変 動 に応 じ最 適 性 を 保 持 してい

るか ど うか。

困 経 済 性

シ ス テ ムの 本 実施 の結果,当 初 見 積 った採 算 性が 保 た れ てい るか

ど うか。

これ らの要 素 に つい て評 価 した結 果,な ん らか の変 更 が必 要 に な っ

た ら変更 の 内 容 に応 じ て次 の2っ の手 段 を と る。

。 シ ステ ム修 正
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概要 設 計 また は調 査 ・分析 段 階 に戻 っ て大 幅 に 設計 内容 を変 更す

る もの で,当 然 これ に よ りプ ログラ ムの 修正 あ るい は 新規 作成 が必

要 にな る。

oプ ロ グラ ム修 正

詳細 設計 には なん ら変 更 を必 要 としな い が,プ ログ ラ ミ ング技 法

上 の修 正 で 十 分 な変 更 の 際 は プ ・ グラム の修正 だ け を 行 な う。

今 年度 本 研 究 で行 っ た作 業 は,上 記 した 導入 手 順 の 前段 階 と も言 え

るべ き もの で,導 入方 針 を確 立 す るため の基 礎 資 料 で あ る。

共 同 輸送 のシ ステ ム化 を 図 る に あた っ ては,通 常1事 業者 が コ ン ピ

ュ ータを 導入 す る場 合 と違 い,多 くの事 業 体が 集 まっ て運 営 するわけ

で あ るか ら,例 えば導 入 方針 を確 立す る と言 っ て も各車 業 体 の意 見調

整 をす る こ とが難 しい ため,先 導 役 と も言 え る何 らか の 団体 の積極 的

な牽 引 が必 要 とな るで あ ろ う。

3.3.3伝 票 の統 一 化

伝 票 を統 一 化 す る とい うことは,各 組 合 あ るいは 組 合 員 で 現在 使 用 し

てい る伝票 の変 更 を意味 す るの で,設 計 に当 た っ ては 利 用者 の代 表 に よ

る 「伝 票 設計 委員 会 」(仮 称)を 設 置 し,あ らゆ る角 度 か ら調査 ・検討

を加 え る必要 が あ る。

一 般 的 に伝 票 の設計 を す る場合
,盛 り込 む べ き項 目,項 目の 配列,伝

票 の大 き さ等 が大 きな テ ーマ にな るが,伝 票 を コ ン ピュ ー タの入 力 帳 票

と して使 用 す る場 合 は,コ ン ピュ ータ に入 力 す る順 序 に酉古列 され てい る

こ とが最 も大 切 な事 柄 とな る。

貨 物 運 送業 の共 同 輸送 に関 す る伝 票 と しては,求 荷 ・求 車 依頼 伝 票 が

考 え られ る。

求 荷 ・求 車依 頼 伝 票 を 設計 す る際 には,

(1)コ ン ピュ ータ 処 理上 必 要 な情 報 が盛 り込 まれ てい る こ と。
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②

③

④

⑤

⑥

コ ン ピュ ータ に入 力 す る 順序 に配 列 され てい るこ と。

記 入 し易 く,か つ 見易 い こ と。

問合 せ に応 じ易 く設 計 され てい るこ と。

保 管 し易 い こ と。

コメ ン トを書 くた めの 余 白 を とる こ と。

等 を考 慮 す る必 要 が あ る。

また コ ン ピ ュ ータ処 理 した 結果,作 成 され る各 種 帳 票 も当然 統 一 化 さ

れ る こと に なる が,こ の 中で特 に共同 輸 送 の 斡旋(ド ッキ ング)結 果 で

あ る配車 表 に つい ては 次の 点 に 留意 し て設計 す る こ とが 必要 で あ る。

(1)斡 旋 結果 が一 目見 てわか る よ うな見易 い 形 で あ るこ と。

(2)問 合 せva応 じ易 く設 計 され てい るこ と。

(3)保 管 し易 い こと。

(4)コ メ ン トを 書 くため の 余 白 を と る こ と。

以 上 の 点 を考 慮 し て作 成 された 求 荷 ・求車 依 頼 伝 票 あ るい は,配 車 表

を 見直 し をす る とい う意味 で 次 の よ うな点 を再 確 認 す る必 要 が あ る。

(1)伝 票 の 目的 と用途 を満足 してい るか。

②

③

④

⑤

⑥

⑦

⑧

⑨

⑩

題 名 が 明確 に 目的 を示 し てい るか。

記載 項 目は 全 部 必要 か。

必 要 な項 目は すべ て網 羅 され てい るか。

配置 は作 業 順 に配 列 され てい るか 。

つ づ り込 み や 穴 あけ 用に 十 分余 白 が とっ てあ るか。

記 入す る の に十 分 な行 間 が とっ て あ るか。

標 準 型 の キ ャ ビネ ッ トや バ イ ンダ に合 った サイ ズで あ るか 。

重 要 な項 目は す ぐ 目につ く場 所 に位 置 し てい るか。

コメ ン トを書 くた め の余 白 は とった か,そ れ を 「ます 」 で 囲 っ て

あ るか。

⑪ 両面 刷 か 片 面刷 か。
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⑫ 伝 票 の 使用 者 の 意見 を 考慮 した か。

⑬ 体裁 が感 じの 良い もので あ るか。

⑭ 用 紙 の 質,サ イ ズ,キ メ,色 は適正 か。

⑮ 活 字 の 字面 や サ イ ズは読 み や すい か。

⑯ 穴 あ け,ミ シ ン,折 目等 は 適正 か。

完成 され た 伝票 の 発 注 は運 用上 か ら判 断す る と,各 連 合 会 又 は 各 協同

組 合か らの連絡 に よ り,運 営 主 体 が一括 して メ ーカ ー に発 注 し,そ れを

利 用者 に配 布 す る とい う方法 が 望 ま しいの では ない か と考 え られ る。

最 後 に求 荷 ・求車 依 頼伝 票 及 び 配 車 表の 実例 を載 せ た。
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一

－
N
N
1

斡 旋 原 票(車 両用) 月 日 時

プ ロ グ ラ ム 名 種別 組 合 コ ー ド 発地 着地 発 日 発時間 符 号

英
数
P J T 1 1 2 /

llllI
ll|ll
llllI

/
|

! |1 |1 / / / /

組 合 員 コ ー ド 発 地 名 着 地 名 符 号
llll|
lllll
1`1`1

/
II▲llll , lllllll , , , ξ

車 両 コ ー ド 運 転 者
1111111!

llllllll
lItlll【1

/
}llllll ,

記 事

,

終り

N

L

処理の結果斡旋不成立の場合は,下 記の通 り登録するか,不 登録にす るか投入 して下 さい。

プ ロ グ ラ ム 名 種別 組 合 コ ー ド 登 録 仮 コ ー ド 傍 目 発地 コー ド終り符号

1 英数 P J T 2 2 /
II|1!

lllll
|lII・

/

llI

lll
l
/ /l

l
/ ほ`十

処 理 メ"セ ー ジに 出力 さ れ た仮 コ ー ドを記 入 して

　
種2車 両登録

駈 不 登録

図3-18JUST求 荷 依 頼 伝 票
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一

－
N
ω
ー

■

斡 旋 原 票(貨 物用)
月,日 時

.

プ ロ グ ラ ム 名 種別 組 合 コ ー ド 発 地 着地 発 日 発時間 形

態

第1希 望 第2希 望 第3希 望

1
S英

数
P J T 1 1 1

/
ン/

「llll

lllll

lIlll

,'ノ i
|
l
l
l
l

l
I

/ l
I

/ ;
1

/ ;
1
/

組 合 員 コ ー ト' 発 地 名 着 地 名 着 目 発 酵
1||ll
llll|
llllj

!

F'

'

llIllll , lllllll , 1 , 1 ,

N

L

符 号 記 事

.!

, 1‥11‥ ‥1‥ ‥ いlull‥-1‥1 ,

品 名 コード 品 名 総 重 量(㎏) 運 賃 〔円) 着 荷 主 請 求 額(円)
一

一

1

/
lllllll , llll , llllll , llIlll ,

発 荷}.名 積 込 先 終り符号

Illlll‥Illllll , ll‥ いIlll‥1一 , 鷲
一 一 ー ー ー ー 一 一 ー ー 一 一 ー ー 一 『 一 ー ー ー ー ー 一 一 ー ー ー ー ー ー 一 一 一 一 ー 一 一____一 一 一 一 一 一___一

処理の結果斡旋不成立の場合は,下 記の通 り登録するか,不 登録にするか投入 して下さい。

倫L貨 物登録

巴3不 登 録

プ ロ グ ラ ム 名 種別 組 合 コ ー ド 登 録 仮 コ ー ド 待 日 発地 コー ド終り符号

↑ 英
x数
P J T 2 2. /

`ll|l

ll{ll
lI」1`

/

1!l
lll
`RI / /i

.

/

－

N響

LY

王 処理 、。セ蜘 出力さ披 仮,.,を 記入 し。下さへ

図3-19JUST求 車 依 頼 伝 票



プログラム名 調 整 斡 旋 原 票

月

成
否

確
認劇弔旗斡

/

/

/

/

/

/

/

/

/

/

/

/

/

/

/

/

/

/

'

劇"‥合組

/

/

/

/

/

/

/

/

/

/

/

/

/

/

/

/

/

/

創『拒斡-旬"‥合組

/

/

/

/

/

/

/

/

/

/

/

/

/

//

/

/

/

/

/

/

/

/

/

/

/

/

/

/

/

/

/

/

/

/

/

/

山44∬P
●

類種

/

/

/

/

/

/

/

/

/

/

/

/

/

/

/

/

/

/

.

時日

6
種

別

1 調整斡旋
2 調整斡旋取消

3 斡旋済取消
図3-20JUST配 車 表
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8■ ■■■L求 荷依頼売名 (月 日)

A.

D.遭 貫 円

⇒

梅

巳簡送区間

B.TEL F.積 荷品名 G,数 量 個

C担 当者 H領 家先

NST求 荷 依 頼 票

,

●

求 荷 調 整 〔可 ・不可〕

年 月 日

/

担当者 照 合i

り_組 合員事業書名

・[[口 B.TEL H
一1

C.担 当書名

＼

＼

3_着 地

A.

＼

2_発 地

画 口 。口 。書目 時

ξ 国 司 口 。口 。顎口 。
都 ・道

府 ・県

….

区・町
村

CTEL 1-□]]-1

4_車 種形体

A発 育品名 ■レ

・口 口

m

ボディ

下
車

.・口 口口

Cイ.口.

形 平'パ

李 ン
体 イ 型

D

幌

φ ロ.

有 無

E

柔
裟
況

イ.口.

「=

百石葭 無
一

F

装

備

イqハ.二.ホ.へ.

ロ シ ワ ガ あ そ

1・ 詩 ・ の

フ トll木 地

5品 目■ 藁 蕎 6_い 軍転書名

一

巨藁 ∈
`

1

図3-21NST求 荷 依頼 伝票
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]e■■■巳 求車依頼先名 「

D.支 払直貫}

「一 「

円
一[一 「「

AL⊥ 一二_一」_」_」 E.鮪 送区間

B、TEL F、品 名

C、担 当者 G支 払先

NST求 車 依 頼 票
NO

求車 調整 〔可 ・不可) 担当者 照 合

年 月 日
`1
■■■■一 占荷主角又は来車依頼運送会社名

,.'」 一.」

i砥 鵠 ・ ■ 川 ■ …iい 纏 ・⇒'.「 ピ ・i
_1

一ー7」-一 ー 一

1.

杁8.TELil

〒

.1、 一…-D担 当部・i.

.._⊥ 一∴.
㊨

4

±I

l
㎞

一

＼

、

＼

.L-一 一 一

㎞ 揃送[三時 輸送区間一

[⑥ 二ll・⇒:二1月 二 ・1・ ・…⊥ ⊥ ⇒_一 ・ 一
'

,.._唄 込場所 及び 詩筒D所 在地メモ
ー ー一

・・会社名;i■ .■ ‖:認
.._二 丁 ヤ、

L.___1

・司 書

＼

.

↓

1;:元C「.『..一 …'…'∵'『1一 『∵ ・'下.--'}一 三
`

■'一 一■一'『 『　 r－

ε担当者名:i1、.・_⊥_L._..・._._

「　 -「1-一 一 一

⇒ 幕
.r「..,.一 一 一 一㎡

時 時 「「三三闘[・i・}ii・'1
_」_λ

∪■■■ ■■ 煽送貰物
.一 　 }■ 　 .¶ 「r-

lA.品 名
㌣F.一'1[いi,i
・iiI[lI、1

ら_績 込手段B
イ.ロ.

囚 ㍍‖
、C川 ヤ

要1

員i

イ.ロ.

塗 下1

～ 要…

1ξ 國冨 冨
ll

数 「 日 量 ・k9

Ei
計i

■ゆ 、9

F

容

積}

Gl

計

サ.⇒ サ.
＼ 姿 ・

1陸唖∵ 墨 二埠li　 iて口D
不 装

要
要 田

イ ロ.へ ニ ホ.ヘ ト

幌 ロ シ ワ ガ あ そ

:完6謡

▼

⑨

イ
)

車 賃 '『云'.「・

81締

/
ご二

書

留

ハ

払

込

0

手

形

イ

現

金

C

支
払
方
法払

}
、
,一

日

その地

図3-22NST求 車 依 頼 伝 票
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ー

ー
ミ

ー

求 荷 受 付 表

依 頼 者 車 番t 空車場所 求荷 依頼先 区 間

運転手 品 名

荷 台 長 さm1ほ ろ 有 無

あ を り,深,1段,2段

シ ー ト,ワ イ ヤ ガ ッチ ャ

月 日
午 前
午 後

運 賃

備 考 貨物受領書受渡 日

依 頼 者 車 番t 空車場所 求荷依頼先 区 間

運転手 品 名

荷 台 長 さmほ ろ 有 無

あ を り,深,1段,2段

シ ー ト,ワ イ ヤ ガ ッチ ャ

月 日
午 前
午 後

運 賃

備 考 貨物受領書受渡 日

依 頼 者 車 番t 空 車場所 求荷依頼先 区 間

運転手 品 名

荷 台 長 きmほ ろ 有 無

あ を り,深,1段,2段

シ ー ト,ワ イ ヤ ガ ッチ ャ

月 日
午 前

午 後
運 賃

備 考 貨物受領書受渡日

月 日 受付

図3-23協 同 組 合 の 求 荷 ・求 車 受 付 メ ーモ 例



求 荷 受 付 伝 票

A.求 荷 受付 番号
1

r門番[[mtiS 受付担当者

B.組 合 員

3.組合員コード4.組 合 員名

[[口[[[工 ロ コエ日工コココ
5.担当者名6.電 話番号

ll川 州 川 口llllll川lll川

○

C.輸 送 日 時

7.月 ・日 ・時 8.月 ・日・時

口li川1>U川1口

D.輸 送 区間

9顯 ・一ド10.都 市 名 11.搬 ・一ド12.都 市名

[ロ ーlllll山 川ll⇒ ロ ーll日 日 川lu

E.車 両 及 び 装 備

13.車 両コー ド14.装

皿
11.有2.無1

F.回 限

16.月 ・日 ・時

1日 目ll

○ G.発 地及び着地

都道
発地 府県

郡区
市

町
村 発日時

着地
道
県
都
府

郡区
市

町
村 着日時

体形胞

イデポ平L

幌礼

m

報
箇
箇

ン

加

ト

剛
笛

H

リオア孤

2.ユ ニ ッ ク3.バ ン4.保 冷

1.1段2.2段3.無 1 1.有2.無

1.備 考 欄

図3-24標 準 販 売管 理 シ ス テ ム求荷 受付 伝 票
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■

求 車 受 付 伝 票

A.車 受付 号
L年 月日2.連 番

HllIli口=口 受付担当者

B.荷 主

3.荷 主 コード4.荷 主名 5.担 当者名

[[口lHli口 口 口 引1口 ロエ[ロ コココココ

時日月8

⇒

鴎警じ7
6.電 話番 号

1川llll巨 川[

D.輸 送 区間

g.鱒}一 ド10.都 市 名

ロ ーlll川ll川[⇒[[Hコ ユエユエ[ロ ココ

1L欝 藁コード12.都 市名

E.品 名 及 び数量

13.品 名 荷 姿

1川llll川 口1

個数

木 枠 ・木 箱 ・ ダ ン ボ ー ル ・裸 ・ 缶 ・紙 包

重量 計 容積 計

1

F.車 種 及 び装備

14.積載量15.ボ ディ長

ロエF。[[口m
18.ア オ リ

16.形 体

B:‡ 編 イ
2.ユ ニ ッ ク

19.幌

[有

17.台 数

3・パパ 保冷1□
台

E・1段 ・ ・段 撫1
21.装 備

20.積 込 手段

2.klIi.手 積 2.機 械積1

22.要 員

[・ 一プ ・・一 ・3… ヤー ・ガ・チ・-5・ あて木ll・ ・人 ・・人 ・・A2th4不 要1

G.運 賃 及 び支払 い方 法

23.運 賃
金

込
形

現

握
手

L
2

3

H.回 答 期 限

24.月 ・日 ・時

Il川[

1.発 地 及 び着地

積込み場所

会社名

住 所

TEL

積 卸 し場所

会社名

住 所

TEL

J.備 考 欄

図3-25 標 準 販 売管 理 シ ス テム求 車受 付 伝 票
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1

一
ω
O
ー

配 車 記 録 表
昭 和 年 月

[

ク
日

輸 送 区 間 品 名 車 種
車 輌 運 賃1傭 車

備考
受領書

登録番号乗務員名 配車手数料 支 払 先 支払金額 受 返出 発 地 積込先 着 地 荷卸先 受入金額

'

図3-26協 同 組 合 の 配 車 表 例1
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一

一
ω
一
一

● `

受 注 配 車 表

昭 和 年 月 日

天 候

司 雲1雨 雪

出 荷 主 行 先 品 目 数 量 運 送 引 受会 社 車 番 屯数乗務員 受運賃 払運賃 手数料 備 考 受領書確認
1

.

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

21

22

23

24

25

メ

モ

図3-27協 同 組 合 の 配 車 表 例2



配 車 表

昭和Z9年Z9月Z9日

荷 主 名
求車受付番号 輸 送 区 間

組 合 員 名
車両
コード

求荷受付番号

年月 日 連 番年月日 連番 発 地 着 地

－

XXxXX×XXXXXXX×X

Z9.Z9.Zg

Z9.Z9.Z9

斑

XXX

XXXXXXXXXX

XXXXX×XXXX

XXXXX×XXXXXXXXX

-

XXXXXXxXXXXXXXX

XXXXXXXXXXXXXXX

=

XX×X

=

=

Z9.Z9.Zg

z9.z9.zg

Z9.Z9.Zg

Z9.Z9.Z9

澱

XXX

XXX

燃

XXXXXXX)くXX

XXXXX×XXXX

～

XXXXXXxXXX

稼 動 台数 合計

図3-28標 準 販 売管 理 シ ステ ム配 車 表

3.3.4コ ー ドの 統 一化

コ ー ドは一 般的 には,表 現 の標 準化 ・簡 素 化,識 別 の 明確 化等 に は欠

か せ ない もの で あ り,特 にコ ンピ ュ ータ に ょる情 報 処 理 を行 う場 合 は,

コ ー ドは 不 可 欠 で あ ると と もに,コ ー ドの 適否 は,情 報 処理 の効 果 を左

右 す るこ とに な る。

特 に共 同輸 送 の よ うに 多 くの事 業体 が 寄 り集 まっ て一 つ の事 業 を 行 っ
へ

てい る場 合 は,こ れ らの 事業 体 の隅 々 まで同一 の コ ー ドが浸 透 し てい な

け れ ば 効率 の 良い情 報 処 理 は 行 え ない 。

コ ー ドを設 定 す る際の 要 件 と し ては,

O機 械 処理 に適 し てい る こ と

O短 かい こ とが望 ま しい こ と

O人 間 が憶 え易 い こ と
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o組 織 的,体 系 的 で,追 加 し て も組織 が くず れ ない こと

o将 来 性を 加味 した組 み 方 と余裕 が あ る こと

等 が一 般 的 に言 わ れ てい る。

コ ー ドの種 類 には ,次 の よ うな もの が あ る。

D

カ

①

勾

司

θ

η

旬

旬

(

(

(

(

(

(

(

(

(

Sequencecode(一 貫 番 号 方 式 コ ー ド)

Blockcode(細 別 一 貫 番 号 コ ー ド)

GroupClassificationcode(十 進 細 別 番 号 方 式 コ ー ド)

Significantdigitcode(特 定 数 字 式 コ ー ド)

Decimalcode(十 進 分 類 方 式 コ ー ド)

Mnemoniccode(連 想 方 式 コ ー ド)

Lettertypecode(略 字 方 式 コ ー ド)

Finaldigitcode(末 尾 方 式 コ ー ド)

NumericalAlphabeticalcode(英 数 字 対 照 方 式 コ ー ド)

それ ぞ れ に説 明す る と次 の よ うに な る。

(1)Sequencecode

コ ー ド化す べ き もの を,先 頭 か ら順 に番 号 をふ る方法 で あ り,桁 数

も少 な く,も っ と も簡 単 で あ る。 しか し追 加 す る場合 最 後 に入 れ なけ

れ ば い けな い ので コ ー ドシ ステ ムが くず れ るこ ともあ る。

(2)Blockcode

コ ー ド化 をす べ き もの を,ブ ロ ック毎 に分 け,ブ ロ ッ ク毎 の番 号 と

シ ーケ ンス番 号 とを併 用 した方 法 で あ り,追 加 が容 易 に 行 え るな どの

利点 があ る。

(&i)01北 海 道

03青 森 県

東北 地 方
04岩 手 県

05秋 田県
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12栃 木県

13茨 城 県

関東 地 方

(3)GroupClassificationcode

コ ー ドを付 与 され る対象 を何等 か の 基準 に した が っ て分類 し,そ の

分類 の区 分 ご とに コ ー ドを付与 してお くとい う方法 で あ り,コ ー ドが

特 定 の意 味 を もつ ので おぼ えや す い とい う利点 があ る一 方,桁 数 が多

くな る とい う欠 点 もあ る。

(例1000

1100

1110

1111

1112

(4)Significant

例 え ば,電 球 に1285と い うコ ー ドを 付 け た 場 合,ワ ッ ト数 を その ま

ま細 分 類 コ ー ドに し て し ま うと い う よ う に数 字 自体 に 意 味 を もた せ た

方 法 で あ る。

こ の 方 法 は,お ぼ え や す い こ と,あ や ま りが 少 い こ と,コ ー ドブ ッ ク

ク を 引 く 手 間 が 少 い こ と等 の 利 点 が あ る が,桁 数 は 長 く な る よ うで あ

る。

(⑳1285020電 球20W

1285040〃40W

1285100〃100W

(5)Decimalcode

GroupClassificationcodeに 似 てい る が,!」 ・数 点 を つ け て

多 少 細 か く分 類 で き る よ うに し た 方 法 で あ り,主 と し て図 書 館 の 図 書

材 料

主要 材 料

鋼 材

帯 鋼

鋼 板

digitcode
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分類 に 用い られ る。 追 加 は無 限 に拡 大 で き るが,コ ー ドの 長 さが不 揃

い で機 械 処 理 には適 し てい ない 。

(6)Mnemoniccode

コ ー ドに よっ て,コ ー ド化 対 象 品 目名 を 連想 し得 る よ うに,品 目名

称 の一 部 を コ ー ドの 中 に含 めた 方 法 で あ り,お ぼ えや す いが,桁 数 が

多 くな る。

(7)Lettertypecode

例 えば 箱 をBXと 表 現 す る よ うに,習 慣 的 に使 用 され て い る略 字 を

そ の まま コ ー ド化す る方 法 で あ る。

(8)Finaldigitcode

あ るコ ー ドの末尾 に,通 常1桁 の数 字 を付 し,こ れ に よっ て,ひ と

つ の コ ー ドを2つ 以上 の角 度 で 分類 す る方法 で あ る。

(旬 ① 人 名 コ ー ドを末 尾 に,1又 は2を 付 して男女 別 を 表 わす 。

② 品 名 コー ドの末 尾 に1桁 付 し て,単 価 の段 階,品 質 等 級,

色 別 な どを 示す。

(9)NumericalAlphabeticalcode

アル フ ァベ ッ トを数 字 で表 現 す る方 法 で あ る。

⑭01A

O2B

O3C

以 上 が,一 般的 に考 え られ てい る コ ー ドの 種類 とその 説 明 で あ るが,

実 際 に コ ー ド化 を進 め る に当 た っ て は,利 用 者の代 表 に よ る 「コ ー ド設

定 委員 会 」(仮 称)等 を設置 して,具 体 的 な コ ー ドの決定,コ ー ドブ ッ

クの作 成 等 を行 うこ とが必要 で あ る。

コ ー ドの 統一 化 を進 め るため の 機 関 を作 った例 を次 に 示す 。

(1)卸 売 業 者,商 社 の結 束 し てメ ーカ ーや 関 連機関 に働 きか け,両 者 の
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代 表 か ら なぬ 協議 機 関 を作 っ て制 定 作業 を 推進。(鉄 鋼,酒 類,食 料

品,紙 ・パル プ,書 籍)

(2)工 業会,連 合 会,組 合 とい った 中央 機 関 が事 務局 とな っ て,そ の ス

タ ッフが 中心 とな り,加 盟 企 業 に積極 的 に働 きかけ,加 盟 企 業 の代 表

者 か らな る検討 機 関 を設置 し,こ こで具 体 的 な作業 を 進め る。(百 貨

店,金 融 機 関,損 保,証 券)

(3)中 央 機 関 の特 定 グル ープ が調査 を行 い,こ れ に 基づ い て特 定 専 門 機

関(コ ンサ ル タ ン ト,コ ンピ ュータ ・メ ーカ ーな ど)と 共同 で統一 コ

ー ドを作 り,こ れ を 加盟 企業 に受 け 入 れ ることをPRす る。(繊 維 衣 料

品,燐 寸)

(4)メ ーカ ーが 中心 とな っ て,コ ー ド制 定 のた め の検 討 機 関 を作 り,そ

こで 決定 した もの を卸,小 売 の段 階 の企業 に 使 用 して もら うタイ プ。

メ ーカ ーで は ない が,海 運 業 界 の コ ンテ ナ船 の就航 を契 機 に作 られ た

もの も この タイ プに入 ろ う。

コ ー ドは一 度 設定 された 後 も,様 々 な事情 に よ り,修 正,追 加,削 除

等 の メ ンテナ ンス が必 要 とな っ て くる ため,こ の メ ンテナ ンス の ため の

機 関 も予 め決 め てお く必要 が あ る。例 えば 運 営主 体 の 中 のあ る部 署 が担

当 す る とか,あ るいは また,業 界 の 中 の特 定 企業 が担 当 す る とか の方 式

が 考 え られ る。

次 に 実 際 に コ ー ドを統 一 化 した場 合,ど の よ うな 効果 が 考 え られ るか

とい う点 に つい て説 明す る と,次 の よ うに な る。

ω

②

③

④

⑤

⑥

事 務 の煩 雑 さが解 消 され,人 手 の 省 力化,簡 単化 を実現 で き る・

コ ー ドだ けで 情報 の 伝達 が 行 え るよ うに な る。

業 界 全体 と しての 業 務 の合 理化 が促 進 で き る。

コ ン ピ ュ ータ化 が抵抗 な く実 現 で き る。

情報 の精 度 が 向上 し,か っ 迅速 に処 理 で き る。

デ ータ の加 工 が 容 易 に で きる と同時 に蓄積 もし易 くな る。
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(7)業 界体 質改 善 の契 機 を与 え る こ とが で き る。

(8)各 種共 同化 へ の足掛 りを つ くる こ とが で きる。

コ ー ドの統一 化 を進 め る手 順 と しては ,コ ー ド設 定 のた め の機 関作 り,

実際 の コ ー ド設定,コ ー ドブ ックの作 成,コ ー ドセ ンタ ーの 設置,メ ン

テ ナ ンス が考 え られ るが,実 際 の コ ー ド設定 に当た っ ては,他 の 業 界 と

の調 整,JISと の 関連等 の外 部要 因 も十 分 に考慮 し て進 め る必要 が あ

る。 また コ ン ピュ ータ に よる情 報 シ ス テ ムが一 度動 きだす と,コ ー ドの

大 きな 変更 が 生 じた場合 は多大 な労 力 と多 額 の費 用 が必 要 に な るため,

コ ー ドセ ンタ ーな どの 強 力な 指 導
,運 営 機 関 も重 要 な要 素 で あ る。

最 後 に共 同輸 送 に 関す る コ ー ドに つい て,利 用者 に関 す る もの と,斡

旋 条 件 に関 す る もの とに 分け て説 明 し,実 例 を載 せ た。

(1)利 用者 に関す る もの の コ ー ド化

① 協 同組合 コ ー ド

協 同 組合 が 所 属 す る連合 会,あ る いは 協 同組合 の 位置 す る都 道 府

県 がわ か る よ うに コ ー ド化 す る必 要 が あ る。

⑭lllIll

　 　

LIL=;‡ 合会。一,あ るいは者β道府県。一、

② 組 合員 コ ー ド

組合 員 コ ー ドに つい ては,所 属 す る協 同組合 がわ か る こ と。組 合

員 の特 徴 が理 解 で きる こ とな どが 必 要 とな る。

(旬日ll川 州ll
　 　　
已 ㌫ 無ゴ.

協 同 組合 コ ー ド
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③ 荷主 コ ー ド

特 別 に統 一 化 す る必 要 は な く,現 在 組合 員で 使 用 し てい るもの で

もさ しつか えな い と思 わ れ る。 しか し桁 数 は 少 な くと も揃 え てお い

た 方 が 良 い。場 合 に よ っ ては 特 に コ ー ド化 しな くと も荷 主 名(桁 数

は統一 すべ きで あ る)を 使 用 し て も問題 な いの で は ない か と考 え ら

れ る。

(2)斡 旋 条 件 に関 す る もの の コ ー ド化

実 際 に どの よ うな条 件 で斡旋(ド ッキ ング)す るか に よっ て,コ ー

ド化 すべ き対 象 も若 干 異 な る と思 わ れ るが,お よそ考 えられ る対象 を

挙 げ ると次の よ うに な る。

① 輸 送 区間(発 地,着 地)コ ー ド

斡旋 条 件 の 中 で も最 もコ ー ド化 が 困難 な もの で あ る。例 え ば東 京

か ら大 阪へ 荷 物 を 運 ぶ とい っ て も,東 京でも埼 玉 県 寄 りと神 奈 川 県

寄 りで は距 離 もか な りあ る とい うよ うに,都 道府 県単 位 に斡旋 を行

うこ とには 無理 があ るよ うで あ る。 人間 が や れば 東 京 の蒲 田 と神 奈

川 の 川崎 は非 常 に近 い と分 るが,機 械 が この判 断 を 行 うに は東 京 の

蒲 田 と神 奈 川 の 川崎 が 近距 離 だ と見 分け られ る よ うな コ ー ド付 け が

必 要 とな る。

(旬 〔蒲 田 〕

〔川 崎 〕

132316

-一 －r!-J

141916

斡 旋 の た め の コ ー ド

地域 コ ー ド

都 道 府 県 コ ー ド

しか し例 を 見 て も分 る通 り,厳 密 に発地,着 地 の コ ー ド化 を行 お

うとす れぽ 桁 数 も多 くな り,ま た配 車 担 当者 が 求 荷,求 車 依 頼 を す

る場 合,そ の都 度 コ ー ドブ ッ クを参 照す る必要 も出 て き て,か え っ
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て煩雑 に な る可 能 性 もあ る。 した が っ て,輸 送 区 間 の コ ー ド化 に当

た っ ては,斡 旋 がス ム ーズ にい き,か っ 記入 も あ ま り煩 し くない よ

うに考 慮 すべ きであ ろ う。

② 品名 コ ー ド

車 両 の 形 体 に よ り,運 べ る荷 物 運べ ない荷 物 が あ るた め,こ の 品

名 コ ー ドも斡 旋作 業 には重 要 な もの で あ る。

品 名 の コ ー ド化 に当 た っ ては,で き るだけ コ ー ドか ら 品名 を連 想

で きる よ うな もので あ る こ と,斡 旋 作 業 に差 しつ か え ない 程度 で で

き るだ け数 を絞 る こと等 に心掛 け る必 要 があ る。

③ 車 両 コ ー ド

車 両登 録%及 び車 両 の形 体を も含 め た形 で コ ー ド化 す る こ とが望

ま しい。

⑱D

アオ リ一 段

幌無 し

平 ボデ ィ

車 両登StM・.(先 頭2桁 は

品川,足 立 … を コ ー ド化

した もの)

この車 両 コ ー ドは予 め コ ン ピュ ータ に登録 し てお け ば処 理 の 都度

引 出せ る もの なの で,配 車 担 当 者 が実 際 に求荷,求 車 依頼 用 紙 に記

入 す る場合 は,も う少 し簡 単 な車 両 コ ー ドを別 途 コ ー ド化 し,利 用

す る こ と も考 え られ る。

④ そ の 他

斡 旋 条 件 と し ては 上 記以 外 に,車 両 装 備,品 物 の数 量,積 込手 段,

支 払方 法,輸 送 日時,運 賃等 が 考 え られ るため,こ れ ら に つい て も

コ ー ド化 を 考 え る必 要 があ る。

0155ア1234101

ア

幌

平

車
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3.3.5斡 旋 条 件

共 同輸 送 の シ ス テ ム化 を 図 る に当た っ て重 要 な事柄 の1つ と して斡 旋

条 件 を挙 げ る こ とがで き る。 斡旋 条 件 の設定 の仕 方 に ょっ て,ド ッキ ン

グの率 もかな り違 っ て くる。条 件 を 厳 し くす れば ドソキ ング率 は 低 下す

るし,条 件 を緩和 す れ ば ドッキ ング率 は上 昇 す るが,運 送 業 者 あ るい は

荷 主 な どか らの斡 旋 拒 否 を招 くお それ があ る。 人間 が 斡旋 を す る場 合 は,

条 件 もその都 度 変 更 した り,電 話 で の話合 いで 決 め る こと もで き るが,

コ ン ピ ュ ータ では あ る程 度 の条 件 の 幅 は持 たす こ とが で き て も人 間の よ

うに臨 機 応 変 に処 理 す る こ とはで きな い。 した が っ て コ ン ピュ ータ に よ

る斡旋 処 理 の 条件 に つい ては慎 重 な検 討 を要す る。条 件 は 多 く持 た せ て

も ドッキ ング 自体 は段 階 的 に行 い,例 えば あ る段 階 で条 件 が合 致 し ない

場 合 条 件緩 和 の た めの メ ッセ ージを コン ピ ュ ータ 側か ら知 らせ,緩 和 の

た め の情 報入 力 を促 す 方 法 も考 え られ る し,ま た デ ィス プ レイ端末 装 置

に よっ て,コ ン ビ ュ ー、タ と対 話 しなが ら条件 を変 更 し てい く方 法 も考 え

られ る。

い ず れ に して も共 同 輸送 の 求 荷 ・求 車情 報 は 協 同組 合 の構 成 組 合 員 が

直接 の 情 報 提供 者 なの で条 件 を変 更す るに し て も協 同組 合 あ るい は連 合

会 で任 意 に行 うこ とはで きな い。 そ こで コ ンピ ュ ータ に よ る斡 旋 処理 の

付 帯条 件 と して電話 に ょる調 整 も必 要 とな っ て くる と思 わ れ る。

次 に斡 旋条 件の 主 な項 目につ い て説 明を行 う。

(1)輸 送 区 間

求 車 情 報 で あ れば 輸 送 すべ き区間 はは っ き りす るが,求 荷 情 報 の場

合 は は っ き りしない 場 合 が多 い。 例 えば 東 京 か ら大 阪 へ 荷 物 を運 び,

そ の 帰 り荷 が 必要 に な っ た場 合,大 阪 か ら東 京へ 運 ぶ荷 物 が あ れぽ 問

題 が ない が,大 阪 か ら神奈 川,あ るい は京 都 か ら東 京 へ の荷 物 しか な

い場 合,は た して ドソキ ングし て 良い もの か ど うか 非 常 に難 しい。 京

都か ら東 京 で も荷 物 が あれ ぽ 良 い とい う事 業 者 もい れ ぽ,そ れで は 困
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る とい う事 業者 も出 て くる。 した が っ て一 率 に ドッキ ングす るわ け に

は い か な いの で,協 同組合 と事 業 者 で相 談 し て,条 件 を変更 す る な ど

の処 置 が 必 要 とな る。

また区 間 とい うもの の考 え 方 も問題 とな っ て くる。 「3.3.4コ ー

ドの統 一 化」 で も説 明 した よ うに,区 間 を都道府 県 単 位で 捉 え る と大

雑 把 に な り,ド ッキ ン グし て も荷 主,運 送 業者 の拒 否 を招 く恐れ が あ

る。 た とえ県 が違 っ て も近距 離 だ と判 定 で きるよ うな コ ー ド付 け を行

い,こ の コ ー ドに基 づ い て ドッキ ン グす る必要 があ る。

(2)品 物 ← 〉車 両

品物 と車 両 とを ドッキ ングす る場合,品 物 につい ては 品名,荷 姿,

個 数,重 量 が,車 両 につい ては 車種,形 体,ア オ リ状 況,装 備 な どの

情報 が必 要 で あ る。 どの 荷 物 に は どの よ うな車両 が 合 うか,こ れ だ け

の重 量 の荷 物 には これ だ けの 車 両 が必 要 で あ るとか,あ るい は また,

この荷 物 には 必ず アオ リが 必要 で あ る とか を判断 し て ドッキ ング を 行

うわけ で あ るが,熟 練 した 配車 担 当者 で あ れぽす ぐ判 断 で き。 融 通 も

効 くが,コ ン ピ ュ ータで この 作 業 を 行 う場 合 には どの 情 報 と どの 情 報

を 比較 し,ど の よ うな条 件 で ドッキ ングす るかが重 要 な鍵 とな る。ま

た ドッキ ン グす る際 の条 件 の幅(こ の位 の 差異 で あれ ば ドッキ ン グ し

て も良 い とい うよ うな幅)に つ い て も予 め 明示 してお く必 要 が あ る。

(3)運 賃

まず 運 賃 が 明確 な形 で示 され るか ど うか 疑 問で あ る。 た と え明 示 さ

れた と して も運 賃 で求 荷 情 報 と求 車情 報 を ドッキ ン グ され る こ とは 極

め て難 し い。 と くに求荷 情報 で は あ くまで も希望 的 な運 賃 と な る可 能

性 が 強 い し,求 車 情 報 の運賃 との 格差 が か な り出 るこ と も考 え られ る。

した が っ て現在 行 わ れ てい る各種 の共 同輸 送 で も求 荷 情 報 には 特 に明

示 せ ず,求 車 情報 だ け付 帯条 件 と し て示 し てい る場 合 が 多 い。 ドッキ

ング の付 帯条 件 とは成 りえ て も基本 的 な条 件 とは な ら ない と考 え られ

一141一



る。 た だ,荷 物 を 実 際 に 輸送 す る運 送業者 は この 運賃 に関 しては か な

り敏 感 であ る し,ま た認 可 運 賃 とい うものが 定 め られ てい るの で,あ

る程度 の 下限 を設 け,こ れ以 下 の場 合 は 何 らかの 警 告 を発す る よ うな

シ ス テ ム も考 慮す る必 要 が あ る。 いず れ に し て も,運 賃 が 明示 され な

い ま ま,共 同 輸送 を 行 うとい うこ とだけ は避 け る方 向で 進 まな い と荷

物 を提 供 す る 方 に も,荷 物 を 運 ぶ方 に もメ リッ トを得 る こ とは難 しい

で あろ う。

運 賃 に関 連 す る情報 と し て,締 日,支 払 日,支 払 方 法等 もあ るが,

これ らに つい ては斡 旋 の基 本的 条 件で は ない の で,こ こでは省 略 す る。

(4)積 込 手 段

手 作 業で 積 み 込 む の か,機 械 で 積 み 込む のか,積 み込 む 場合 の 要員

が 必要 なの か とい っ た情 報で あ る。 最近 は パ レ ッ トの普 及 に よ りフ ォ

ー ク リフ トに よる機 械 積 が主 流 とな っ て きてい るが,品 物 に よ り,あ

るい は荷 主 の 事 情 に よ り手作 業 に ょ る積 み込 み もまだ まだ行 わ れ てい

る。 最 近 では 手積 み の ため運 転 手 に輸 送 を拒 否 され るとい うこ とも ま

まあ る よ うな ので,こ れ らの 情報 も重 要 な もの とな りつ つ あ る。

(5)輸 送 日 時

これ は か な りは っ き りした形 で ドッキ ングが 可能 で あ る。 帰 り荷斡

旋 の場 合 には,車 両 の 空 く時 間 と荷 物 を 積 み込 む 時間 とが 重要 とな っ

て くる。 この 場合 車両 の 空 く場所 と荷 物 を積 み 込 む場 所 との移 動 時間

も考 慮 し て ドッキ ングす る必 要が あ ろ う。

3.3.6情 報 の秘 密保 護

本 研究 で は,協 同組 合 あ るい は連 合 会 等 に設 置 された 端末 装置 と中央

の コ ン ピュ ータ とを通 信回 線 で 接続 し て処理 す るオ ン ライ ン ・シ ス テ ム

を想 定 し てい る。

オ ンラ イ ン ・シ ス テ ム にお い ては,端 末 装 置 を 設置 し,そ の シ ス テ ムに
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加 入 し てい る もの は,必 要 な時 に必要 なデ ータ ・フ ァイル(情 報 や デ ー

タが 格納 され てい るフ ァイル)を 使 用 し て処 理 す る こ とが で きる。換 言

す れ ぽ,企 業 秘 密 の盗 用や プライ バ シ ーの侵 害が 起 る可 能性 の あ る こ と

を意 味 し てい る。 そ し て,デ ータ通信 網 が 拡 大 され た り,相 互 接 続 が行

わ れ た りす れ ぽす るほ ど,そ の可 能 性を 大 き くす る。

現 在 で も様 々な方 法(パ ス ワ ー ド,端 末 装 置 に対 す る旋 錠,IDカ ー

ドの 使 用等)で 情 報の 秘 密保護 が行 われ,あ るいは 行 わ れ よ うとし てい

るが,今 後 の オ ンラ イ ン ・シ ス テ ムの普 及 を 考 えた場 合,こ の 問題 は一

層 重 要 性 を 帯 び る こ とと な るの で,情 報 の 秘 密 保護 に つい ては,技 術 的

に二 重,三 重 の保 護 が必要 とされ る。

コ ン ピュ ータ での 情 報 の秘 密保 護 は,端 末 装 置 を操 作 す る場合 のチ ェ

ックが主 な もの で あ るた め,コ ン ピ ュータ に入 力す る情 報 あ るい は コン

ピ ュータ か ら出 力 さ れ る情 報 につい ては 協同 組 合等 の運 営者 に よ る確 実

な 保護 が 必 要 と な る。

また,本 研究 で は 後 に詳述 す るが,共 同 輸 送 だ け の シ ス テ ム化 で は 多

くの メ リッ トが得 られ ない こ とか ら,協 同組 合 及び 組合 員 の全 般 的 な業

務 に つ い ての シ ステ ム化 も同 時に 図 る よ う進 め てい るた め,協 同組 合等

に お い ては,共 同 輸送 に関 しての 情報 の 秘 密保 護 だけ で な く,組 合 及 び

組合 員 の売 上 管 理 情 報等 の 秘密 保護 に つい て も十 分配 慮 す る こ とが 必 要

で あ る。

そ の ため には,組 合 等 に集 中 された 情 報 は外 部へ 洩 ら さな い とい う徹

底 した 管 理体 制 が必 要で あ り,そ うい う意 味 で は組 合 等 内 に 専 門 の委 員

会 な どを設 け て常 に監視 の 目を注 ぐ とい うこ と も考 え られ る。 しか し な

が ら,情 報 の 管理 に つい ては,あ くまで も運 営 主体,組 合等,組 合 員 の

各 事 業体 の信 頼 関係 の上 に立 っ て進 め られ るべ き もので は ない か と思 わ

れ る。
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3.3.7共 同輸 送以 外 の業 務 との 整 合性

本研 究 では,あ くまで も共 同 輸送 業務 に関 し ての広 域 的 な情 報処理 ネ

ッ トワ ー クを 目ざ し てい るが,共 同輸送 業 務 だ け の ため に,例 えば 協 同

組 合 に端末 装置 を 導 入 す る ことは 費用的 にみ て,多 くの メ リッ トは望 め

ない 。 そ のた め 協 同 組合 及 び 組 合 員の全 般 的 な業務 に つい ての 処理 も同

時 に行 え る よ うな シ ス テム化 を進 め るこ とが 必要 で あ る。

協同 組合 及 び 組 合 員 の 全般 的 な業務 につ い ての シ ステ ム化 を図 った例

として,中 小企 業(貨 物 運 送 協 同組 合)向 け標 準販 売 管 理 シ ス テ ムが あ

る。以 下 は そ の概 要 で あ る。

組 合員 におけ る標準

販売管 理 システム

運
行
管

理
サ
ブ

標準販売管理

ス ム

組 合におけ る標準

販売管理 システム

経
営
管

理
サ
ブ

几
上

管
理

サ
ブ

共

同

受

注

・
共

同

配

車

サ
ブ

シ

ス

テ

ム

図3-29標 準 販売 管 理 シ ス テ ムの構 成
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(1)協 同組 合 に お け る標 準販 売 管 理 シ ステ ム

① 共 同 受注 ・共 同 配車 サ ブシ ステ ム

荷 主,組 合 員 等 か らの求 荷 ・求車情 報 を収集 ・整 備 し て,即 時的

な斡 旋作 業 を行 うと ともに,蓄 積 した 情報 か ら配 車 蓑笠 の 資 料 を作

成 す る。

ドッキング

実績 ファイル

共同受注・判司

サ ブシス テム

荷 主 マス ー ・ファイル

車 両 マスター ・ファイル

ドッキング漏れ情報 ドッキン グ日報 車両誤 タ

キ ャンセ ル情 報

図3-30共 同受 注 ・共 同配 車サ ブシ ス テ ム入 出 力概 要 図

σ)ド ッキ ング情 報 作成

タイ プ ライ タ ー装 置 か ら入 力 され た求 荷 ・求 車 情 報 を それ ぞ れ

のフ ァイ ル に登 録 し,ド ッキ ング情 報 を作成 す る。 な お,す で に

入 力 し,フ ァイ ル され てい る求 荷 ・求 車 情報 の 条 件 変 更 も行 う。
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ドッキ ン グ情報(求 車 情報)

***(1}***

・

2

3

4

5

:

&

9

ご

:

:

:

品

受付年 月日

受 付 連 番

荷 主コー ド

荷 主 名

担 当 者 名

電 話 番 号

輸 送 日 時(開 始)× ×/× ×/× ×

輸 送 日 時(終 了)× ×/× ×/× ×

輸 送 区 間(発 地名)× ×××××××××

輸 送 区 間(着 地 名)× ×××××××××

品 名

求 車 台 数

ドッキ ング台数

積 込 手 段

装 備

要 員

運 賃

回 答 期 限

***

合計件数

囲 ドッキ ング台数 ……求車台 数 の うち向台まで ドッキ ングしているか を表示

図3-31求 荷va対 す る ドッ キ ン グ 情 報
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●

ド ッキ ング情報(求 荷 情 報)

***(1)***

エ

2

3

4

5

6

7

&

9

0

!

2

3

4

5

1

1

1

1

1

1
⊥

受 付年 月日

受 付 連 番

組 合員 コー ド

組 合 員 名

担 当 者 名

電 話 番 号

輸 送 日 時(開 始)

輸 送 日 時(終 了)

ドッキ ング期 日

輸 送 区 間(発 地名)

輸 送 区 間(着 地名)

車両 コ ード

装 備

要 員

回 答 期 限

***ド ッキ ング情 報 合 計件 数***

囲 ドッキング期 日……輸送 日時 の開始 と終了の期 間で,何 日が ドッキング して いる

かを表示

図3-32求 車 に 対 す る ドッ キ ン グ 情 報
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(ロ)ド ッキ ング処 理

タ イ プ ライ タ ー装置 か ら入 力 された ドッキ ング情報(ド ッキ ン

グ した 求荷 情 報 と求 車 情 報 の受付 番号)を 基 に ドッキ ング ・フ ァ

イ ル を作 成 す る。

臼 ドッキ ング洩 れ 情報作 成

回答期 限 の 過 ぎた 求荷 ・求 車情 報 を,ド ッキ ン グ洩 れ情 報 とし

て 出力す る。

***ド ワ キ ン グ 漏 れ 情 報***(回 答 期 限)

ω 求 車 情 報

*{D*(ド ッ キ ン グ状 況)

L

2

3

4

5

6

7

&

9

0

L

2

a

4

5

6

7

&

-

1

1

1

1

1

1

1

1

受 付 年 月B× ×/× ×/× ×

受 付 連 番 ×××

荷 主 コ ー ド ×××

荷 主 名 ××××××××××××

担 当 著 名 ××××××××××××

電 話 番 号 ××××一××一××××

輸 送 日 時(開 始)× ×/× ×/xx

輸 送 日 時(終 了)× ×/× ×/× ×

輸 送 区 間(発 地 名)× ×××××××××

輸 送 区 間(着 地 名)× ×××、××××××

品 名 ××××××××××

求 車 台 数x× ×

ド ッキ ン グ台 数 ××

積 込 手 段 ×

装 備 ×

要 員 ×

運 賃 ×××,× ××

回 答 期 限 ××/× ×/× ×

{B}求荷情報
*ω*(ド ッ キ ン グ状 況)

1
.
2

3

4

5
.
6

7

&

9

0

L

2

3

4

5

1

1

1

1

1

1

ド

口
番

一
名

名

号

朝
晶

員
者
番

付
付
合
合
当
話

受
受
組
紐
担
電

××/× ×/×X

×××

×××

×××××××××××××××

××××××××××

××××一××一×××X

輸 送 日 時(開 始)× ×/× ×/× ×

輸 送 日 時(終 了)× ×/× ×/× ×・

ドッ キ ン グ期 日 ××/× ×,× ×/× ×

輸 送 区 間(発 地 名)× ×××××××××

輸 送 区 間(着 地 名)× ×××××××××』

車 両 コ ー ド ××××

装 備 ×

要 員 ×

回 答 期 限 ××/× ×/× ×

図3-33ド ッ キ ン グ 洩 れ 情 報
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(→ キ ャンセ ル 処 理

タ イ プラ イタ ー装 置 か ら入 力 された 受付番 号 に該 当 す る求 荷 ・

求 車 情 報 に対 し てキ ャ ンセ ル処 理 を行 う。

■

***キ ャ ン セ ル 情 報***

*%*(ド ッ キ ン グ 状 況)

1.受 付 年 月 日

2受 付 連 番

3.荷 主 名

4担 当 者 名

5.電 話 番 号

6.輸 送 日 時(開 始)

7.輸 送 日 時(終 了)

&輸 送 区 間(発 地)

9.輸 送 区 間(着 地)

10.品 名

11.回 答 期 限

× ×/× ×/× ×

× ××

×XXX×X× ××X× ×X× ×

××××××××××

× ××× 一××一××××

××/× ×/× ×

××/× ×/× ×

×××× ××××××

×××× ××××××

X× × ×××××××

××/× ×/× ×

*%*(ド ッキ ン グ状 況)

1.受 付 年 月B× ×/× ×/× ×

2受 付 連 番 ×××

図3-34キ ャ ンセ ル 情 報(求 荷 側 のキ ャ ンセ ル)

'

***キ ャ ン セ ル 情 報***

*盃*(ド ッキ ン グ状 況)

1

2

3

4

5

6

7

8

9

0

1

1

1

受付年月日

受 付 連 番

組 合 員 名

担 当 者 名

電 話 番 号

輸 送 日 時(開 始)

輸 送 日 時(終 了)

輸 送 区 間(発 地)

輸 送 区 間(着 地)

車 両コー ド

回 答 期 限

××/×X/× ×

×××

×××× ×××××××××× ×

×X× × ××××××

××× ×一×× 一××××

××/× ×/× ×

××/× ×/× ×

××× ×××××××

××× ×××××××

××× ×

××/× ×/× ×

*%*(ド ッキ ン グ状 況)

1.受 付 年 月 日 ××/× ×/× ×

図3-35キ ャ ン セ ル 情 報(求 軍 側 の キ ャ ンセ ル)
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困 配 車 表 作成

ドッキ ング ・フ ァ イルか ら,当 日輸 送 が 行 われ る もの につ い て

配 車表 を作 成 す る。

配 車 表

昭和29年tg月z9日

翻 空 名
象車受付番号 輸 送 区 間

品 名 組 合貴名
皐両
コード

求荷受付書号

年月日 連番年月日 迎番 発 地 泊 地

一

」

x-x凧

.

29.29.29

z9.z9.z9

×題

x朋

一

一

ぱ培㎜

㎜ ㎜

一

～

－x-
×xメー
期㎜ －
x一

=

x㎜

脚

㎜

Z9.29.Z9

29.z9.29

z9.z9.z9

29.z9.z9

幻α

可

㎜

ば

口釣台歓合計

●

図3-36配 車 表

8ド ッキ ング 日報作 成

当 日 ドッキ ング した 情報 を ドッキ ング 日報 と し て作 成 す る。

ド ・,キ ン グ.日 報

(求 車)

昭和z,年z9月:9日

高
雲…}{灘}

受付書写 車両
霜月

台

数

恰 速 口 碕 ● 遇 区 間
品 名 電器 ●● 担当者名

年月n 連稀 開始11 艮r日 兜 壇 曽 ■

1

2

キ ふウシ,

■Aウ ニ

与,ウ ニ

キ ェウン,

■ ヵ ウ ニ

∀×声夕"w■"A"、x

取 品 質ヌx只只聞 雰×w

o頑"o'、xxx式x胃

x卒xヌxxo肩o罵 悶

めo殴 ㎜ 冥o河貝取

z9.z9.zg

z9.z9."

29.z9.z9

29.z9.zg

z9.29.z9

尺天頂

蜘

××x

∨貿芦

メ∀μ

xux

冨∋`

芦凹 ×

29

紗

z9.z9.z9

29.z9.zg

z9.29.zg

z9.z9.z9

29.29.z9

29.z9.zg

z9.29.z9

29.29.z9

29.z9.z9

功.29,z9

w斑 斑 蜘xx㎜ ぱ

阿期一

噂αxxバxヌカ

… 埠 買

剛 甲草x-x泊x

貿鋪≡∞o.頁 口o

∀ヌ㎜ ∨取x

剛 双 対嘗期x㎜{阻

奄

図3-3.7ド ッ キ ン グ 日報
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4

(ト)ド ッキ ング 日計作 成

ドソキ ング 日報 を 集約 した 形 で,当 日の ドッキ ン グ 日計 を作 成

す る 。

***ド ッキ ン グ 日計***(年 月 日)

*求 車 情 報*

受 付 件 数

ド ッ キ ン グ件 数

ドッキング漏れ件数

キ ャ ン セ ル件 数

*求 荷情報*

受'付 件 数

ドッ キ ン グ件 数

ドッキング漏れ件数

キ ャ ン セ ル 件 数

× × ×

× × ×

× × ×

× × ×

× × ×

× × ×

× × ×

× × ×

図3-38ド ッキ ング 日計

ビリ 荷 主 マ スタ ー ・フ ァイ ルの作 成 及 び 更新

荷 主 マ スタ ー ・フ ァイ ルへ の荷 主 の 新規 登録,既 登録 の荷 主 に

対 す る 内容修 正 及 び 荷主 の 削 除等 を行 う。

荷 主 マス タ ー一 覧 表

組合員コード 組合員名

昭和Z9年Z9月Z9日

荷 主
コード 荷 主 名 郵便番号 住 所 電 話 番 号 担 当 者 締 日 登 録年月日

X× × XXXXXXXX×XXXXXX ×××一×× 以遠◇◇く= Z9 zgzg.Z9

x汲
XXXXXXXXXX

荷主合計 胃ZZ9

図3-39 荷 主 マ ス タ ー ・一 覧 表
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(リ)車 両 マ スタ ー ・フ ァイル の作 成 及び 更 新

車 両 マ ス タ ー ・フ ァイ ルへ の組 合員 の車 両 登録,既 登録 の 車 両

に対 す る 内容 修 正 及 び荷 主 の 削除 等 を行 う。

なお,必 要 に 応 じ て車 両マ ス タ ー ・一 覧表 を作 成 す る こ とが で

き る。

車輌 マスター一覧表

組 合員 コー ド 組 合員名

車 両
コー ド
最 大
積載量

ボデ ィ
の長さ 形体

アオリ 幌

×××× ZZ.9 ZZ.9 X×XX ×× X×

昭和Z9年Z9月Z9日

台数 合計 －ZZZ9

車 両
コー ド
最 大
積載量

ボデ ィ

の長さ
形 体 アオ リ 幌

X× ×× ZZ.9 ZZ.9 ×××X ×X ××

●

図3-40車 両 マ ス タ ー ・一 覧 表

② 売 上 管 理 サ ブ シス テ ム

運転 日報,売 上伝 票 等 に基づ い て,売 上 日報,請 求 書等 の作成 を

行 うと と もに,組 合 と組 合 員 との相 殺 処 理 を行 う。

また,貸 付 に 関す る処 理,高 速 道路 料 金別 納制 度 利用事 業 に 関す

る処 理並 び に入 金 に 関す る処 理 も行 う。

■
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■

別納明細書
(道路公団)

プレート・
マスター・

ファイル

共 同購入
品名マスタ
ー・ファイル

報

.
軍

日
注

配

織
期
(

売 上 日 報

(共 同購

上 管 理

サ ブ シ ス テ ム

共同購入品名
マスタ

荷 主 マスタ
ー ・ファイ

貸付金返済

状況一覧

売 上
フ ァイル

支払 ・請求
フ ァイル

売上マスター・
ファイル(組 合用)

請求明細書
(共同受注・期

請求明細書
(共同 入

別 納 料金
請 求 書

入 金 状 況
一 覧一

贈霊(

請求合計書
(共同受注・
共同 車

図3-41売 上 管理 サ ブシ ス テ ム入 出力概 要 図

売 上 管理 サ ブシ ス テ ムは14の ブ ロ ックに分割 され てお り,そ れ ぞ

れ の概 要 は 次 の通 りで あ る。

ぐf)売 上 日報(共 同 受注 ・共 同 配 車)作 成

共 同 受注 ・共 同 配車 の運 転 日報 及 び 組合 員独 自の 運 送 の運 転 日

報 を基 に,売 上 日数(共 同 受注 ・共 同配車)を 作成 す る。
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売 上 日 報(共 同受注 ・共同配 車)

組 合 名 昭和:9年 エ9月t9日

溺P合
}
uド

屯コ
1
両ド
衡 …i名 輸送品名

輸 送 区m 所要
時間

一

走 行
事ロ
実車
年o
■送
トン散 連日 料 金 実費 超賃創汁 手取料 _1ξ

1医発 地 盈 虚

xxメ

.

… "逗一 買u痢 凹 類 艮 阿,貝 ■`口 田田漠9 口占ゆ ■恥■9 ロ声ゆ
1

■ロよ冨9.貝冴一 期 柳 卿 }溜u草 u層A揃

i

1合 計 … ・i・・一 。万・ 亘ぷ巳四9 口 占■ 山口 ロ 必基 点9 一 ・"i・エ・⇒ … ゴi
1

図3-42売 上 日報(共 同 受注 ・共 同 配車)

色)請 求 明細 書(共 同 受 注 ・共 同配 車)作 成

タ イ プ ライ タ ー装 置 か ら入 力 され た縞 目に該 当 す る荷主 に対 し

て,荷 主 コ ー ド,年 月 日順 の請求 明細 書(共 同 受注 ・共 同配 車)

を作 成 す る と と もに,請 求額 等 を フ ァイ ル し てお き,後 の統 計 資

料作 成 に役 立 て る。

××XXXXX

絹 求 明 細 ●

(共 同受注 ・共同配頃)

x様

ページ

昭和Z9年Z9月Z9日Z9

組 合 名

輸送

月日

輸 送 区 間
輸送品名

鎗…き
トン数 運 賃 料 金 実 費 運 賃合計

発 地 着 地

Z9.zS Z9.9 zzz,zz9 ZZZ,ZZ9 zzz,zz9 ZZZ,ZZ9xxxx{x 一 河x xx-xx

合 計
運 賃

zz,zzz,zz9

料 金

ZZ,ZZZ,Z乙

実 費

ZZ▼ZZZ,乙Z9

当月運 賃 合計

zzzzz,zz9

◆

図3-43請 求 明 細 書(共 同 受 注 ・共 同 配車)
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←寸 支 払 明細 書(共 同受 注 ・共同 配車)作 成

共 同 受 注 ・共 同配 車サ ブシ ステ ム に よ り作 成 された フ ァイル を

基 に,運 送 を 行 った 組合 員 に対 し て支 払 明細 書 を作 成 す る と と も

に,支 払 額 等 を フ ァイ ル し て,後 の統 計 資 料作 成 に役 立 て る。

`

支 払 明 細 書

様

(共 同受注 ・共同 配車)

組 合 名

etat,¢ 、,n、9日:;z

1鎗 送!ロ 凋

月 日}コ ー ド
1

商 玉 名
■ 速 α 周

●送品名 倍 速
卜〉歌
通 貨 胴 金 実 費

|1
手歌口 差引運賃

楚 均 ∈ 埼
田賃剖}

ε949 ×oα 頑"真xo■x 89.9 包ロ.巳9 江x.ロ9 田1町9 ロエd49
{㎜ o"剛'貝o ■L8.889 江 匡.`89

1♂ 」い … ・・江9 珪.zロ.エ19 エε.巳z.8よ9`口.江 互.ε己9
.

エε.ばx、エェ9エェ.迄εエ.ロ9

図3-44支 払 明細 書(共 同受 注 ・共 同 配 車)

←)請 求 合計 書(共 同受注 ・共同 配 車)作 成

当 月 分請 求 額 があ り,し か もタ イ プ ライ タ ー装 置 か ら入 力 した

締 日に該 当す る荷 主 に対 レて請求 合 計 書(共 同 受注 ・共 同配 車)

を作 成 す る。

■

請 求 合 計 書

〒:×x× 一××

住 所:×XXXXXXXXX×XXXXXX×XX

XXXXXX×XXXXXXXXXXXXX

XXXX×XX× ××X×XXX様

(共 同受注 ・共 同配車)

昭和Z9年Z9月Z9日

組 合 名

前 月 請 求 残 当 月 売 上 高 当 月 請 求 額

ZZ,ZZZ,ZZ9 ZZ,ZZZ,ZZ9 ZZ,ZZZ,ZZ9

図3-45請 求合 計 書(共 同受 注 ・共 同 配 車)
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困 売 上 日報(共 同購 入)作 成

紙 テ ープに 変換 され た 売上 伝票 を基 に,売 上 日報(共 同 購 入)

を作 成 す る。

組 合 名

売 上 日 報

(共 同 購 入) 昭和Z9年Z9月Z9日
ペロ ジ

品 名コー ド 品 名 数 量 売 上 原 価 盤 純 益

XXX XXXXXXXXXXI ZZ9.9 ZZ,ZZZ,ZZ9 ZZ,ZZZ,ZZ9 Z,ZZZ.ZZ9

合 計 Z,ZZZ,ZZZ,ZZ9 Z.ZZZ.ZZZ.ZZ9 ZZZ,ZZZ,2Z9

図3-46売 上 日報(共 同購 入)

θ 請 求 明 細 書(共 同購 入)作 成

各 組 合 員 に対 し て,共 同購 入 の請 求 明細 書 を作 成 す る とと も に,

請 求 額等 を フ ァイ ル し て,後 の統 計 資料 作成 に役 立 て る。

,

請 求 明 細 書

XX×XXXXXXXXXXXX様

(共 同 購 入)昭 和Z9年Z9月Z9B

組 合 名

日 付 品 名 コー ド 品 名 数 量 単 価 金 額

Z9.Z9 ××× XXXXX×XXXX ZZ9.9 ZZ,ZZZ,ZZ9 ZZ,ZZZ,ZZ9

合計 金額 Z,ZZZ,ZZZ,ZZ9

図3-47請 求 明細書(共 同購 入)

也
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(ト)別 納 明細書作成

日本道路公団か ら送付 されて きた別納明細書を紙テ ープに変換

して入力し,組 合員別 に別納 明細書を作成す る。

■

別 納 明 細 書

組 合 員 名 ×××××xx× ×××××××

路 線 名 ×x××××××××××××× 昭和Z9年Z9月

ペ ー ジ

ZZ9

日 付 プ レー ト% 車種 通 行 区 間 金 額 備 考

Z9.Z9 ××× × ×× 一 ×× ZZZ,ZZ9

路 線 合 計 ZZ,ZZZ,ZZ9

組合員合計 ZZZ,ZZZ,ZZ9

図3-48別 納 明 細 書
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㈱ 別納料金請求書作成

別納 明細 書を集約した形で別納料 金請求書 を作成す る。

路 線 名

東 名'名 神

中 央

阪

差 引 請 求 額

割引率=Z9.9%

図3-49

ZZZZZg

ZZZZZ9

ZZZZZ9

ZZZZZ9

ZZZZZ9

ZZZZZ9

ZZZZZg

ZZZZZg

ZZZZZ9

ZZZZZ9

ZZZ,ZZZ,ZZg

ZZ,ZZZ,ZZ

ZZZ,ZZZ,ZZ9

別納料金請求書

(リ)貸 付金返済状況一 覧表作成
り

貸 付 情 報 を タ イ プ ライ タ ー装 置 か ら対 話形 式 で 入 力 し,売 上 マ

スタ ー ・フ ァイ ル を更 新 し,こ の フ ァイ ル を基 に現 時 点 で の貸付

金 返 済 状況 を把握 す るため の 貸付 金 返 済状 況 一 覧表 を作 成 す る。

貸 付 金返 済 状況 一 覧表

咀和 ■●年8● 同 工● 目現在

岨コ

館 観 合 貴名
鮒
年月 貸付口

遜 済 金 ●

1月分 2月分 3月分 4月分 5月分 5月 分 7月分 8月分 ,肩骨 m月 分 11月分 12月分

… 一 ㎜頃' 鵡.■.■9 陰口ぷ9 輪■嘔 回.8告 口9 晒 ロ9 宝」■」■9 ●.ロエー 冒一' 一 富直■工9 ■凸 臼9 ●一 ■9■也」

1合 計
●一●一 一 ・ ・

.

・ ・ ■wロ目』■』9x`ロ エ '」 工 芦

1
`躍 直■ 遍o

` [

図3-50貸 付 金返 済 状況一 覧表
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罐

禽

(ヌ)相 殺 明細 書

協 同組 合 と組 合員 との請 求,支 払 に つい て相 殺 処理 を行 い,相

殺 明細 書 を作 成 す る。

図3-51相 殺 明 細 書

四 入 金 日報 作 成

入 金情 報 をタ イ プ ライ タ ー装置 か ら対 話 形 式で入 力 し,入 金 日

報 を作 成 す る。

入 金 日 報

組 合 名 昭和Z9年Z9月Z9日

ペ ー ジ

Z9

当 主 コ ーr

組合uコ ー ド

荷 主 名
組 合 員 名 入金方法 当月請求額 値引 額 入金 額 残 高

×X× ××XX ZZ,ZZZZZ9 ZZZZZZZ9

}

∨冒VXXXXXXXXX×XX

合 計 ZZZ,ZZZμ9 辺,z認 μ9辺 翅2辺9 Z2ZZZZ.Z～9

図3-52入 金 日 報
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(ヲ)入 金状 況一 覧 表作 成

売掛 金回 収 状 況 を把握 す るため,売 上 マ スタ ー ・フ ァイ ル を参

照 し て,入 金 状況一 覧表 を作 成 す る。

入 金 状 況 一 覧 表

組 合 名 昭和Z9年Z9月Z9日

ペ ー ジ

Z9

璽質

㍍

荷 主 名
組 合 員 名

前月請求残高 当月請求額 値 引 額 入 金 額 残 高

999 XX×X×XXXXXXXXXX ZZ,ZZZ,ZZε ZZ,ZZZ,zzg ZZ,ZZZ,ZZ9 ZZ,ZZZ,zzg ZZ,ZZZ,ZZ9

合 計 ZZZ,ZZZ,ZZ9 ZZZ,ZZZ,ZZ9 ZZZ,ZZZ,ZZ9ZZZ,ZZZ,ZZ9 ZZZ,ZZZ,ZZ9

図3-53入 金状 況一 覧 表

(ワ)共 同 購入 品名 マ スタ ー ・フ ァイ ルの 作成 及 び 更 新

共 同購 入 で扱 っ てい る品 名 等 の情 報 をファイルしてある 共 同購 入

品名 マ ス タ ー ・フ ァイ ルへ の新規 登 録,既 登録 の 品 名 に対 す る内

容 の修 正 及 び 削 除等 の処 理 を行 う。

(カ)プ レー ト ・マ ス タ ー ・フ ァ イル

高 速 料 金 を組 合 員 別 に請 求 す るた め の プ レ ー ト ・マ ス タ ー ・フ

ァイ ルへ の新規 登 録,既 登録 の プ レー トに対 す る内容 の修 正 及 び

削 除 等 の処 理 を行 う。

■
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③ 経 営 管 理 サ ブ シス テ ム

共 同受 注 ・共 同配車 サ ブシ ステ ム及び 売上 管 理 サ ブシ ス テ ムで蓄

積 された デ ー タを整 備 ・加 工 して経 営 管理 に必要 な各 種 管 理 資料 を

作成 す る。

売 上 マスター・
支払 ・請求 売上 ファイル
フ ァイル フ ァイル(組 合用)

■

荷 主 マスタ
ー・ファイル

経 営 管 理

サ ブシス テム

求荷 ・求 車実績 表

(月 間)

鴫:碧

求荷 ・求車実 績表

(年 間)

組合.事業利用状
一覧表

(月間)

組合事業利用状況
一覧表

(年間)

図3-54経 営 管理 サ ブシ ステ ム入 出力概 要 図

経 営管理サ ブシステムでは,次 のような処理を行 う,

。 月間及び年間の求荷 ・求車 実績表作成

・ 月間及び年間の組合事業利用状況一覧表作成

一161一



1求 荷 ・求 車実績 表 昭和Z9年Z9月

{2合 呈}の区別

鷹合…}1・

象 車 求 荷

鮒職官畜1占編 寸借 ドッキング寧銅牌㌣預 蹴 甘丁 ドッキング率
ZZZ9 z辺9 zμ9 zμ9 z9 zμ9 ZZZ9 zμ9 z,π9 z9

合 計 zzzz9 ZZ,π9 zzμ9 zz,229 z9 2zμ9 zzμ9 zzμ9 蹴2z9 29

、

図3-55求 荷 ・求 車実績 表

月 間 組 合 事 業 利 用 状 況 一 覧 表

昭和Z9年Z9月Z9日

Z9年Z9月 分

ペー ジ=Z9

組 合 員 名
荷 主 名

共同受注
共同配車(求荷)鋸籏

(求 車)
共同購入 貸付返済額

高 速 遺
制 用 瀬 そ の 他

w ZZZZZZZ9 ZZ,ZZZμ9 zzμzμ9 ZZ,ZZZμ9 zzzzzμg ZZ,zzzzzg「▼▼v}}▼

合 計 辺,2Z2μg ZZZ,ZヒZμ9 Z2Z,ZZZμ9 ZZZ躍,ZZ9 ZZZZZZ,ZZ9 22ZZZZZZ9
●

図3-56月 間組 合 事業 利 用状 況 一 覧表
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4

(2)組 合員 に おけ る標 準 販 売 管 理 シ ス テム

① 売 上 管理サ ブシ ス テ ム

売 上管 理 サ ブシス テ ム の 目的 は,運 転 情報 を基 に 的 確 な 売上 管 理

を行 うため の管 理 資料 を作 成 す る とと もに,運 転 情 報及 び 入 金情 報

を基 に 売掛 金の 管 理 を行 うことに あ る。

実 際 の処 理 として は,請 求 書 の作成,売 上 日報,入 金 日報 の作 成,

入 金状況 一 覧表 の作 成,各 種 実績 表 の作 成等 であ る。

入 金 日 報

運 転 日 報

鱈 麗
イル

売 上 管 理

サ ブシステム 運 転 日

フ ァイ ノ

売上
マスター ・ファイル

(組 合員用)

入 金 日 請求 合 計 書 卓両別売上実績

図3-57売 上 管 理サ ブシ ステ ム入 出力概 要 図

売 上 管 理サ ブ シス テ ム は7の ブ ロ ックに分割 され てお り,そ れ ぞ

れ の概 要 は 次 の通 りで あ る。

θ 売上 日報 作成

協 同組 合 の売上 管理 サ ブシス テム にお い て作成 され た デ ータ を

基 に,組 合 員 毎 の 売 上 日報 を作 成 す る。
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抱合貝名

売 上 日 報

XXXXXxx㎜ ×x××x

ぺ 　ジ

・屯 ・回・回・ 日

日報
区分
コード

車両

ゴード
日玉名 翰遇品名

● 送 区 間 所頃
時間
走 行
キ ロ
実 ●
与o
● 透
トン数 ■ 賃 料 金 実 費

運 賃
合 計
地
斑

発 泡 ● 庖

冨 頑駆 x9:99 x.ロ9 8ほ エ9 エ9.9 口かロ⑨ 品 品.臼9 ロ エ,口9 ロエ,ロ9
芦

`-.〒

合 計 B".889 四,江9 8エ9.9 江.ロ"口9 珪 遥担 ¶駆9 亘,z盤,口9 ".工.ロ9

図3-58組 合 員 の売 上 日報

㈲ 請求 明細 書作成

協同組 合の売上管理サ ブシステムにおい て作成 されたデ ータを

基 に,組 合 員毎,荷 主.毎の請求 明細書を作成す る。

`

蹟 求 明 細 書

XXXXXXXXXXXXXXX様

ゴぐ　 ジ

昭和回 年回 月回 ・ 回

組 合 員 名XXO(XXXXXXX)O(XXX

● 送

月 日

車 両
コー ド

他 送 区 間
■ 送 品 名

砲 送
トン数
運 賃 料 金 実 費 直a合 計

発 地 看 地

z〔レ29 9999 一 一 一 Z9.9 ZZZ,ZZ9 ZZZ,ZZ9 ZZZZZ9 Z22,ZZ9

合 計
運 賃 料 金 実 費 当月運賃合計

zzzzz.zz9 ZZノ 乙ZZZ9 ZZZZZZZ9 zz.zzzzz9

4

図3-59請 求 明 細 書
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⇔ 請求合計 書作成

協同組合の売上管理サ ブシ ステムにおいて作成 された デ ータを

基 に,組 合員毎,荷 主毎 に請求合計 書を作成す る。

'

請 求 合 計 書

賄 回年回 月回 ・

組合員名

前月請求残額 当 月 売 上 額 当 月 請 求 額

ZZ,ZZZ,ZZ9 ZZ,ZZZ,ZZ9 ZZ,ZZZ,ZZ9

図3-60請 求 合 計 書

←)入 金 日報作 成

入 金情 報 を タイ プラ イ タ ー装 置 か ら対 話形 式 で入 力 し,入 金 日

報 を作成 す る とと もに,フ ァイ ル し てお き,後 の 管理 資料 作 成 に

役 立 て る。

入 金 日 報

組合員名 昭和同 年同 月同 日

荷 …三
コート 荷 主 名 入金方法 当月厨 家 額

入 金 扇 値 引 頗 胡 求 残 額

999 XX×XXXXXXXXXXXX XXXXX ZZIzzz,zzg zz,zzz,zz9 z,zzz.zz9 ZZ,ZZZ,ZZ9

合 計 z,zzz,zz乙,zzgz,zzz,zzz,zz9 zzz,zzz,zz9 z,zzz,zzz,zzg

図3-61入 金 日 報
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困 入 金状況一 覧表作成

当月請求額があった荷主の入金状況及び売掛 金の回収状況 を把

握す るため,組 合員用売上マスタ ー ・ファイルから組合員毎 の入

金状況一覧表 を作成す る。

入 金 状 況 一 覧 表

組合 員名X×XXX×XXX×X×XXX 晒 国 年回 月国 日現在

荷 主
コー ド 荷 主 名 前月請求残額 当 月 請 求 額 入 金 額 値 引 額 当月請求残額

999 Z,ZZZ,ZZ9 ZZ,ZZZ,ZZ9 ZZ,ZZZ,ZZ9 z,zzz,zz9 z,zzz,zz9XX一

1合 計 ZZZ,ZZZ,ZZ9 Z,ZZZ,ZZZ,ZZ9 Z,ZZZ,ZZZ,ZZ9 ZZZ,ZZZ,ZZ9 ZZZ,ZZZ,ZZ9

/

、

図3-62入 金状況一 覧表

←)荷 主別売上 実績表作成

蓄積 されたデ ータを基 に,荷 主別売上実績表 を作 成する。

組合員名

荷 主 別 売 上実 績 表

輪 回年回肋

荷 主
コード 荷 主 名 運 賃 料 金 実 費 運 賃 合 計

999 XXXxXXXXXXXXXXX ZZZ,ZZ9 ZZZ,ZZ9 ZZZ,ZZ9 ZZZ,ZZ9

1合 計 ZZ,ZZZ,ZZ9 ZZ,ZZZ,ZZ9 ZZ,ZZZ',ZZ9 ZZ,ZZZ,ZZ9

直

図3-63荷 主 別 売 上 実績 表
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(ト)車 両別 売 上 実績 表

蓄積 され た デ ータ を基 に,車 両 別 売上実績 表 を作 成 す る。

組合員各

車 両 別 売 上実 績 表

題ta巨1年 巨il]fifi

車両 コー ド 形 体 最大積載量 運 賃 料 金 実 費 運 賃 合 計

9999 ×XXXX Z9.9 ZZZ,ZZ9 ZZZ,ZZ9 ZZZ,ZZ9 ZZZ,ZZ9

合 計 ZZ,ZZZ,ZZ9 ZZ.ZZZ,ZZ9 ZZ,ZZZ,ZZ9 ZZ,ZZZ,ZZ9

図3-64車 両別 売 上実績 表

② 運 行 管理 サ ブシ ステ ム

運 行 管 理サ ブシ ス テム の 目的 は,的 確 な輸送 実 績 を把握 す る こ と

に よ り,運 転 手 及 び 車両 の管 理 を充 実 させ る と と もに,よ り効率 の

良 い輸 送 を 行 うため に各 種 実 績 表 の作成 を行 う。

マ

フ

レ

甦

わ

車 両 マ

スタ ー・

ファイル

輸送区間別
輸送実績表

運 転 日

フ7イ ノ

運 行 管 理

サブシステム

運行

ファイル

車両別輸送実績 運転手別輸送実
表 績表

図3-65運 行 管理 サ ブシス テ ム入 出 力概 要 図
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運 行 管 理サ ブシ ステ ム では,次 に示 す4表 を作 成 す る。

輸 送 区 間 別 輸 送 実 績 表

組 合員 名X×XXX×XXXXX×XX× 昭和同 年国 月

鎗 送 区 間
発 地 一 着 地

輸 送 延
トン 数

輸 送 延
車両台数

走 行 キ ロ 実 車 キ ロ 運 賃.合 計

XXXXXX×XXX.-XXXXXXX×XX・ Z,ZZ9.9 zz9 ZZZ,ZZ9 ZZZ,ZZ9 ZZ,ZZZ,ZZ9

図3-66輸 送区 間別輸送実績表

R502

組 合 員 名 ×XX×XX× ××XX××××

輸 送 実 績 表

昭和同 年四 月

日

付

輸 送 距 離 別 輸 送 回 数
運賃合計

実 動

車両数

1日1車 当 た り

当 で粋 弊 醜 計 運 賃 輸送 トン数 走行 キ ロ1難 磐 聴 聖㌍
9 Z9 Z9 Z9 zg

.

zg Z9

.

Z9 Z9 ZZ9 Z,ZZZ,ZZ9 ZZ9 Z,ZZZ,ZZ9 Z9.9 Z,zzg

合

計

Z,ZZ9

・
Z,ZZ92,zzg Z,zzg Z,ZZ9 乙μ9 Z,ZZ9 Z,ZZ9 ZZ,ZZ9 ZZ,ZZZ,zzg Z,ZZ9 Z,ZZZ,ZZ9 zg.9 Z,ZZ9

ZZZS
.

Z,ZZ9¢,ZZ9 Z,zzg Z,zzg zμg Z,zzg Z,ZZ9 ZZ,zzg ZZ,ZZるzzg Z,zzg Z,ZZZ,ZZ9 Z9.9 Z,ZZ9

図3-67輸 送 実 績 表
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R503

組 合 員 名 ×××X×XX× ×××××××

車 両 別 輸 送 実 績 表

昭和国 年巨]月

車 両 コ ー ド 形 体 最大積載量 所要時間 稼動日数 実 動 率 走行 キロ 実車 キ ロ 輸送 トン数

9999 ××××× Z9.9 ZZ9:99 Z9 ZZ9.9% ZZ,zzg ZZ,ZZ9 ZZ9

合 計 Z,ZZZ,zzg Z,ZZZ,zzg ZZ,zzg

図3-68車 両別 輸送 実績 表

運転 手別 輸 送 実 績 表

組 合 貴 名 ×××x××××××××××× 昭和国 年国 月

運転 手 コー ド 輸送延 トン数 走 行 キ ロ 実 車 キ ロ 稼動時間 運賃 合計

999 ZZ9

1
1

ZZ,ZZ9 ZZ,ZZ9 ZZ9:99 Z,ZZZ,ZZ9

図3-69 運転 手 別輸 送実 績表
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③ 経 営 管理サ ブシ ステ ム

経 営 管理 サ ブシ ス テ ムの 目的は,売 上管 理 サ ブ シス テ ム,運 行 管

理 サ ブ シス テ ムで蓄 積 された デ ータを 整備 ・加 工 して経 営 管 理 に必

要 な各 種 資 料 を作 成 す る ことで あ る。

売 上マスター ・
フ ァイル

(組 合 員用)

阿主 マス

ター ・ファイ
ル

経 営 管 理

サ ブシステム

運行
フ ァイル

図3-70経 営管 理 サ ブシ ス テ ム入 出力概 要 図

経 営 管 理サ ブシ ステ ム では 次 に示す3表 を作 成 す る・

年 間 売 上 推 移 表

組 合 員名xx× ×××〉◇o〈×××××× 昭和回 年回 月

月 延稼動台数 売上額α》 250万500万750万1000万1250万

Z9
Z,ZZg

Z,ZZ9

ZZ,ZZg

ZZ,ZZ9

++++十+++++++++++

*******************

Z9

へ＼ 一

Z9

Z9

¥:Z9ネ ン

*:Z9ネ ン

十:Z9ネ ン

図3-71年 間 売.上 推移 表
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荷 主 別 売 上 推 移 表

荷 主 名 ××X×X×××××X××XX

ぺ 　 ジ

昭和国 年 国

組 合 員 名 ×X×××XXXX× ×××X×

月 延稼動台数 売上額㈲ 25万50万75万100万125万
``-1`・

1 ZZ9 Z,ZZ9 ************

2

べ＼ ＼

11

12

年 間 延
稼動台数

年間輸送
ト ン 数

年間売上額

ZZ,ZZ9 ZZZ,ZZ9 Z,ZZZ,ZZ9

図3-72荷 主 別 売上 推移 表

車 種 別 営 業 実 績 表

組 合 員 名 ××X×XXX×X× ×X××× 昭和国 年

形 体
最 大

積載量
延稼動台数 合計走 行キ ロ 合計 実車 キ ロ 合 計 売.ヒ 額

1台 当 た りの

売 上 額

××××× Z9.9 Z,ZZ9 ZZZ,ZZ9 ZZZ,ZZ9 Z,ZZZ,ZZ9 ZZZ,ZZ9

合 計 ZZZ,ZZ9 ZZ,ZZZ,ZZ9 ZZ,ZZZ,ZZ9 ZZZ,ZZZ,ZZ9 ZZZ,ZZ9

図3-73 車 種別 営 業 実績 表
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(3)標 準販売管理シ ステ ムの入 出力情報一覧表

① 入 力情報一 覧表

入力情報名
入 力 時 期
入 力 方 法 主な入力項目

求荷依頼票 デ ー タ発 生 時

タ イ プ ラ イ タ ー

装 置 か ら入 力

求荷受付番号,組 合員 コー ド,輸 送

日時,輸 送区間

求車依頼票 〃 求 恒 受 付 番 号,荷 主 コ ー ド,輸 送 日

時,輸 送 区 間

荷主マス ター登

録票

〃 組 合 員 コ ー ド,荷 主 コ ー ド,荷 主 名

住 所,電 話 番 号

車 両 マ ス タ ー登

録 票

〃 組 合 員 コ ー ド,車 両 コ ー ド

積 載 量,形 体,ア オ リ

運 転 日 報 毎 日

紙テープに変換

して入力

日 報 区 分 コ ー ド,組 合 員 コ ー ド,

発 地,着 地,走 行 キ ロ,運 賃

別 納 明 細 書

(道 路公団より)

毎 月

紙 テープに変換

して入力

日 付,通 行 区間,車 種

金 額,プ レ ー ト%

売 上 伝 票 毎 日

紙テープに変換

して入力

組 合 員 コ ー ド,支 払 方 法

品 名 コ ー ド,数 量

入 金 伝 票 毎 日

タ イ プ ラ イ タ ー

装 置 か ら入 力

組 合 員 コ ー ド,荷 主 コ ー ド

入 金 額,値 引 額,入 金 方 法

1

貸 付 票 随 時

タ イ プ ラ イ タ ー

装 置 か ら入 力

1組 合 員 コ ー ド,貸 付 金 額

返 済 回 数

⑯

相 殺 票 締 日

タ イ プ ラ イ タ ー

装 置 か ら入 力

組 合 員 コ ー ド,積 立 金

賦 課 金,そ の 他

プ レ ー ト ・マ ス

タ ー 登 録 票

随 時

タ イ プ ラ イ タ ー

装 置 か ら入 力

区 分,プ レ ー ト茄

組 合 員 コ ー ド

共同購入品名マ

スター登録表

随 時

タ イ プ ラ イ タ ー

装 置 か ら 入 力

区 分,品 名 コ ー ド

原 単 価,単 価
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② 出力情報一覧表

帳票斑 帳 票 名 利 用 目 的 主 な 項 目
出力 サ

イクル

使用
用紙

R101 ドッ キング情報 ドッキング作業 を円滑 に

す る

受付年月日,輸 送 日時

輸送区間

発生時 応用

R102 ドッキ ング漏れ

情報

ドッキングに漏れ た情報

を は握 して,早 急 に荷 主,

組 合員等 に連絡す る

受付年月日,輸 送 日時

輸送区間
定 時 応用

R103 キ ャ ンセル情報 キ ャンセル され た荷主,

組 合員 に早急 に連絡す る

受付年月日,荷 主名

組合員名

発生時 応用

R104 配 車 表 当日の荷物 と車両の対応

をは握する
荷主名,求 車受付番号

組合員名,求 荷受付番号

日 次 応用

R105 ドッキング日報 当 日 ドッキ ングが完了 し

た情報 の詳細 をは握す る

求荷受付番号,求 車受付

番号,輸 送日時,輸 送区

間

日 次 応用

R106 荷 主 マ スター
一 覧 表

荷主に関する情報をは握
す る

組合員 コー ド,荷 主 コー

ド,荷 主名,住 所,電 話

番号

随 時 応用

R107 車 両 マス ター
一 覧 表

車両に関する情報をは撮
する

組 合 員 コ ー ド,車 両 コ ー

ド,最 大 積 載 量,形 体,

ア オ リ

随 時 応用

R201 売 上 日 報

(共 同受注 ・

共 同配車)

共同受注 ・共同配車に伴

う当日の売上情報をは撰

する

組 合 員 コ ー ド,車 両 コ ー

ド,走 行 キ ロ,運 賃

日 次 応用

R202 請 求 明 細 書

(共 同受注 ・

共同配車)

共同受注 ・共同配車に関
する請求情報をは撰する

とともに荷主等へ通知す

る

荷 主名,輸 送 月日

輸送 区間,運 賃

縞 目 定型

R203 支 払 明 細 書
(共 同受注 ・

共同配車)

共同受注 ・共同配車に関

す る支払情報をは撮する

とともに組合員へ通知す

る

組合員名,輸 送 月 日

輸送 区間,運 賃

縞 目 定型

R204 請 求 合 計 書
(共 同受注 ・

共同配車)

共同受注 ・共同配車に関

する請求合計額をは撰す
るとともに荷主等へ通知

する

荷主名,住 所

前月請求残,当 月請求額
縞 目 定型

R205 売 上 日 報
(共 同購入)

共同購入に伴 う当日の売

上情報をは撰す る
品名 コー ド,品 名

売上,原 価

日 次 応用
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帳票允 帳 票 名 利 用 目 的 主 な 項 目
出力サ

イ クル

使用

用紙

R206 請 求 明 細 書
(共 同購入)

共同購入に関する請求情

報 をは握するとともに組

合員へ通知する

組合員名,日 付

品名,数 量,単 価,金 額

縞 目 定型

R207 別 納 明 細 書 高速道路料金に伴 う請求

明細を組合員に通知する

日付,車 種,通 行区間,

金 額,組 合員名

縞 目 定型

R208 別納料金請求書 高速道路料金の路線別の
金額を組合員に通知する

組合員名,路 線名

通行料金,割 引額

縞 目 定型

R209 貸付金返済状況
一覧表

貸付に関す る返済状況を
は撰する

組合員名,貸 付額

返済額

随 時 応用

R210 相 殺 明 細書 組合 と組合員 との支払 ・

受取の相殺情報をは撰す

るとともに組合員に通知

する

組合員名,支 払額

受取額,差 引額

縞 目 定型

R211
'

入 金 日 報 当 日の入金状況 をは撰す

る

荷主 コー ド,当 月請求額

入金額,値 引額

日 次 応用

R212 入金状況一覧表 売掛金の回収状況をは撮

す る

荷主 コー ド,荷 主名

請求額,入 金額,残 高

随 時 応用

R301 求荷 ・求車実績

表(月 間)

月間の共同受注 ・共同配

車の利用状況及びその実

績をは握す る

荷主名,組 合員名

受 付件数,ド ッキン グ率

月 次 応用

R302 求荷 ・求車実績

表(年 間)

年間の共同受注 ・共同配

車の利用状況及びその実

績 をは握する

荷主名,組 合員名

受付件数,ド ッキング率

年 次 応用

R303 組合事業利用状
況一覧表

(月 間)

月間の組合事業の利用状

況 をは握する

荷主名,組 合員名

項目別利用額,合計

月 次 応用

R304 組合事業利用状

況一覧表
(年 間)

年間の組合事業の利用状
況をは握する

荷主名,組 合員名
項目別利用額,合 計

年 次 応用

R401 売 上 日 報 当日の売上に関する情報

をは撰する

組 合員名,日 報 区分 コー

ド,車 両 コー ド,運 賃

日 次 応用

R402 入 金 日 報 当日の入金状況をは撰す

る

荷主 コー ド,当 月請 求額

入金額,値 引額

日 次 応用

R403 請 求 明 細書 請 求に関す る明細情報 を
は撰す る とともに,荷 主

へ 通知す る

荷 主名,輸 送月 日

車両 コー ド,運 賃

縞 目 定型
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帳票侮 帳 票 名 利 用 目 的 主 な 項 目
出力サ

イクル

使用
用紙

R404 請 求 合 計書 請 求合計額をは撰す ると
と もに,荷 主に通知す る

荷主名,住 所,請 求残
当月売上額,当 月請求額

縞 目 定型

R405 荷主別売上実績

表

荷主別 に月間の売上実績

をは捜する

荷主 コー ド,運 賃 月 次 応用

R406 車両別売上実績

表

車両別に月間の売上実績

をは撰する

車両 コー ド,運 賃 月 次 応用

R407 入金状況一覧表 荷主別 に売掛金の回収状

況 をは撰する

荷主 コー ド,荷 主名

請求額,入 金額,残 高

随 時 応用

R501 輸送区間別輸送

実績表

輸送区間ごとに月間の輸

送実績をは撰する

輸送 区間,走 行キ ロ

実車 キ ロ,運 賃合計

月 次 応用

R502 輸 送 実 績表 日付ごとに月間の輸送実
績をは撰する

輸送距離別輸送回数

実動車両数,運 賃合計

月 次 応用

R503 車両別輸送実績
表

車両別 に月間の輸送実績

をは撰する

車両 コー ド,形 体,実 動

率,走 行 キロ,輸 送 トン

数

月 次 応用

R504 運転手別輸送実

績表

運転手ごとに月間の輸送

実績をは握する

運転手 コー ド,輸 送 延 ト

ン数,走 行キ ロ,実 車 キ

ロ

月 次 応用

R601 年間売上推移表 過去1年 の売上額を月別
にグラフ表示することに

より売上の傾向をは撰す

る

月,延 稼動台 数,売 上額 月 次 応用

R602 荷主別売上推移

表

荷主別 に年間の売上情報
の傾向をは握す る

(グ ラフ表示)

月,延 稼動台数,売 上額 年 次 応用

R603 車種別営業実績

表

車種別に年間の売上情報

をは撰する

形体,最 大積載量
延稼動台数,合 計売上額

年 次 応用

出 力帳 票 を 中心 と して説 明 した この 標 準販 売 管 理 シ ス テ ムは,協

同 組合 にオ フ ィス ・コ ン ピ ュータ を導入 して,組 合 並 び に組 合 員 両

方 の情 報 処 理 を行 うもの であ る。

本研 究 は,こ の標 準 販 売管理 シ ス テ ムの 中 の共 同 受注 ・共 同 配 車

サ ブシ ス テ ム に焦 点 をあ て,ま たNST等 の よ うな全 国的 な シス テ
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ム を も考 慮 に入 れ て,共 同 輸送 の情 報処 理 ネ ッ トワ ークシ ステ ム に

つい ての研 究 を行 うもの で あ る。

しか し なが ら,共 同 輸 送の 広域 的 情 報処 理 ネ ッ トワ ー クシス テ ム

を構成 す る に あた っ ては 多額 の 費用 が必要 で あ り,こ の 費用 を利 用

者 で あ る協同 組 合 あ るい は組合 員等 で 分担 す る と して もか な りの 費

用 が見込 まれ る ため,共 同 輸送 だ け の シス テ ム化 で は,協 同組 合 あ

るいは 組合 員 に 費 用 に見 合 うだ け の メ リッ トを もた らす とは言 え な

い。 協 同 組合 及 び組 合 員 の全 般 的 な業 務 を も包 含 した 形 で の トータ

ル的 なシ ス テ ム化 を図 る所 以 は こ こに あ ると言 え る。

しか しな が ら共 同輸 送業 務 とそ れ以 外 の業 務 との シ ス テ ム化 を 並

行 的 に進 め てい く為 には,先 に説 明 し た コ ー ドの統 一,伝 票 の統 一

が な お一 層 必 要 に な る もの と考 え られ る。

'
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情報システム化の基本構想4.
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4.情 報 シ ステ ム化 の基 本 構想

4.1シ ステ ム化による効果

¶

本 研 究 で は共 同 輸 送 の広 域 的 情報 処 理 ネ ソ トワークに つ い て の シ ス テム

化 だけ に留 めず,現 在 協 同 組合,組 合 等 が 直 面 してい る問 題 点 を解 決 す る

た め,協 同組 合 及 び 組合 員 の 全般 的業 務 に つい てのシ ス テ ム化 を も図 るべ

く,次 の3つ の効 果 を期 し て進 め てい くこ とに した。

(1)ト ータ ル シ ス テ ムに よ る全 般 的業 務 の シス テ ム化

協 同 組合 連 合 会 あ るい は 協 同組 合 に コ ンピ ュータ を設 置 し情 報 処 理 を

行 う場 合,共 同輸 送 に関 す る業務 だ けで は,費 用 の面 か ら多 くの メ リッ

トは望 め な い。 そ こで 中小 企 業(貨 物 運 送協 同組合)向 け標 準販 売管 理

シ ス テ ムの対 象 範 囲で あ る協 同組 合 及 び 組 合員 の各 種業 務(詳 細 は 「3.

3.7共 同 輸送 以 外 の業 務 との 整合 」 を参照の事)を も含め た形 の トー タ

ル シ ステ ムを形成 す る こ とに よ り,協 同組合 及 び組合 員,ひ い ては業 界

全 体 へ 多 くの メ リッ トを もた らす もの と考 え られ る。

(2)車 両 の効 率 的利 用

協 同 組 合連 合 会 あ るい は 協 同組合 か ら の求荷 ・求 車 情報 を 中央 の コン

ピ ュ ータで一 括 管理,処 理 し,共 同輸 送 を迅 速か つ効 率 良 く実 現す る こ

とに ょ り車 両 を効 率 的 に利 用 す る こ とが で き る。 また,こ れ に よ り車 両

の運 行 に つい ても計画 的 に管 理 す る こ とがで き るもの と思 わ れ る。

(3)管 理 体 制 の強 化

「2.3情 報 シ ス テム化 の 背 景」 で 記述 した よ うに,大 手 の 運 送業 者

に つ い ては,そ の殆 どが コ ン ピ ュータ を基調 とした情 報 シ ス テ ム化 を実

施 し てい るが,中 小 の 運送 業 界 で は,共 同 輸 送 におけ るNST等 を 除 い

ては全 くと言 っ て よい ほ ど情 報 の シス テ ム化 は行 われ てい ない 。
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「3.3シ ステ ム化 のため の環 境 整備 」 で も説 明 した が,情 報 の シ ス

テ ム化 を図 る場合 は まず 各方 面 か らの環 境 を整 備 す る ことが必 要 で あ り,

環 境 を整 備 す る こ とが す な わ ち体 質 の 強化 に つ なが るわけ で あ る。 また

実 際 に 情報 の シ ステ ム化 を図 る こ とに よ り大 手 の運 送業者 に匹 敵 す る輸

送 効 率,運 行計 画 等 を 実施 す る こ とが で き,し たが っ て中小 の運 送 業 界

全 体 の管 理 体 制 の強化 を 実現 で き る こ とに な る。

こ こ に示 した効 果 はい わ ば 目的 とも捉 え る ことが で き る。一 般 に効 果 を、

表現 す る方 法 とし て,直 接 的効 果 と間 接 的効 果 が あ る。

直 接 的効 果 とは,シ ス テ ム化 に よっ て直接 的 に節減 され る労働 力や 事 務

経 費,あ るいは 売 上 の増 加 な ど量 的,価 値的 に把 握 で き るも.ので あ る。

本研 究 に よ り共 同輸 送 の広 域的 情 報 処 理 ネ ッ トワー クシス テ ムが形 成 さ

れた 場 合 の 直接 的効 果 と して は,斡 旋 作 業 の迅速 化,遊 休 車 両 の活 用,交

錯 輸 送 の削 減等 が 考 え られ,ま た 協 同 組合及 び 組 合員 の 全般 的業 務 を シ ス

テ ム化 した 場 合 の 直接 的 効 果 と し ては,事 務処 理 の合 理化,労 働 力の 節 減,

請求 書等 の迅 速 な 発 行 な どが 考 え られ る。

間 接 的 効=果 とは,価 値計 算 の で き な い,い わば 目に見え ない 効 果 で あ る

が,し か しシ ス テ ム化 の効 果 とし て極 め て意 義 の大 きい もの で あ る。

共 同 輸 送 の シ ス テ ム化 にお け る間 接 的効 果 と し ては,中 央 の コ ン ピ ュー

タか ら提 供 され る有効 な管 理 資料 に よ り,荷 主 の 開拓,需 要 の 増加,輸 送

体制 の確 立 等 に間 接 的 な影 響 を与 え る こ とが 考 え られ る。 また,協 同組 合

及 び組 合員 の全 般 的 なシ ステ ム化 に おけ る間 接的効 果 とし ては,協 同組 合

で組 合 員 の あ らゆ る情 報 を把 握 で ぎ組 合 員 の 管理 を 効 率 良 く行 うこ とが で

き,組 合 員 に とら ては事 務 処 理 が 迅 速 に な った結 果 として 時間 的 余裕 が で

き,こ の 余裕 時 間 を営 業 活動 等 に役 立 て る こ とがで き る。
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42シ ステムの利用形態

共 同輸 送 に関 して は先 に言 及 した よ うに 迅速 ・正確 な処 理 が要 求 され る

こ とか ら考 え て,中 央 の コ ンピ ュ ータ と各端末 装置 とを結 んだ オ ンライ ン

処 理 が不 可 欠 で あ るが,各 端 末装 置 を どこに設置 す るか に よ り情 報 伝達 及

び処 理 にか な りの差 異 が考 え られ る。 以 下 では3つ の 利用 形 態 を挙 げ それ

ぞ れ の メ リッ ト,デ メ リッ ト等 につい て考察 を 行 うもの で あ る。

(1)連 合 会 に端 末 装 置 を設置 す る場 合

○
,ノ

○ i

l
道
具 ∨ 中

三

ζ

「
タ

誉
/4/会

…

1
…

il

オンライ1

○

○

/1
0
0
荷主

i 暮
会
ン ＼ 菱具

＼O
l

O
荷主 組合員

協同組合 協同組合
唱
組合員

連 合 会 内 に輸送 セ ンタ ー(仮 称)を 設置 し,所 属 す る各協 同組 合 か ら

の 求荷 ・求 車 情報 を基 に し て斡旋,登 録等 の作 業を端 末 装 置 を 用 い て行

う。 荷 主 一組合 員 一協 同 組合 の 情 報伝 達 は現 状通 りか あ るい は フ ァ クシ

ミ リ等 に よっ て若干 改 善 した形 で行 う。

この 方法 で は各 部 道府 県 単 位 の 求荷 ・求 車 情報 が連 合 会 で一 括 管理,

処 理 す る ことがで き,ま た利 用 者 の経 費 負担 も比較 的 割 安 で あ る とい う

メ リ ッ トがあ る一 方,情 報 の伝 達 が他 の 方法 に比べ て遅 い,協 同 組合 で

組 合 員 の情 報 を効 率 良 く管理 す る こ とが で きな い等 のデ メ リッ ト もあ る。

また現 在 は すべ ての都 道府 県 に連合 会 が存 在 してい るわ け で は ない ので,

連 合 会 だけ を対 象 に した参 加 形 態 には 問題 があ る。
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② 協同組合 に端末装置を設置す る場合

10

＼
中

央
コ

ニ
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/〆

…

Ol
…

Ol

O1
…

O

lO

O
荷主

グ ＼ …

Ol
荷主 組合員 協同組合 協同組合 組合員

協 同 組 合 内 に輸送 セ ンタ ー(仮 称)を 設置 し,所 属 す る各組 合 員 か ら

の 求荷 ・求 車情 報 を 基 に して斡 旋,登 録等 の作 業 を端 末 装 置 を用 い て行

う。 この 方 法 では 情 報 の伝 達 を 迅 速 に行 うこ とがで き,か つ 組合 員 の情

報 を組 合 で 把握,管 理 す る こ とが で き る等 の メ リ ッ トが あ る一 方,(1)の

方 法 に比 べ て比 較 的経 費が 高 くな る とい うデ メ リ ッ トもあ る。

(3)第 三 者機 関 あ るい は特 定 箇 所 に端末 装 置 を 設 置す る場 合

協同組合

組合員

荷 主

一

＼ ;
二

「

㌢.
グ 川口

σ

＼

＼ タ

/

〃

△

○

第三者機関
あるいは特定箇所

第三者機関
あるいは特定箇所

連合会

タ

第三 者 機 関 あ るい は特 定 箇所 に輸 送セ ンタ ー(仮 称)を 設置 し,利 用

者(連 合 会,協 同組合,組 合 員,荷 主 等)は い つで も この 輸 送セ ンタ ー
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に連 絡 す れ ば 必 要 な情 報 を得 る こ とがで き る とい うもの で あ る。 この 方

法 では 連 合会,協 同 組合,組 合員,荷 主 とい った事業 形 態 に関係 な く,

利 用者 は荷 物 あ るいは 車 両が 必要 に な った 時,こ の 輸送 セ ンタ ー に連 絡

す れぽ よい こ とに な る。

この 方 法 で は共 同 輸送 の実 現 が即 時的 に処 理 で きる とい うメ リ ッ トは

あ るが,運 営 が非 常 に難 し く,ま た この機 関 自体が あ き らか に水 屋的 色

彩 が濃 い ので,あ ま り好 ま しい方 法 とは言 え ない。但 し,こ の機 関 を公

的 な もの にす れ ば,か な り有 力 な方法 と も言 え る。

「4.1シ ステム化 による効果」 で説明 したよ うに,当 シ ステ ムの狙 い とし て

い る協 同組 合及 び 組合 員 の全 般的業 務 の シ ス テ ム化を 図 る とい う意味 で は,

(2)の 方法 が最 も望 ま しい と考 え られ るが,1協 同 組合 で 輸送 セ ンタ ーを 設

置 し,端 末 装 置 を導 入す る こ とが不 可 能 な場 合 には,(1)の 方 法 で も処 理 で

き る よ う考 慮 す る必 要 があ る。 また組 合 員 に端 末 装置 を 導入 し て処理 す る

とい う方 法は 共 同 輸送 の本来 の意 味 か ら逸 脱 す るので対 象 とし ない 方 が よ

い で あ ろ う。

次 に先 に説 明 した端 末 装 置 の種 類 別 に利 用 方 法 を述べ る。

(1)キ ーボ ー ド・プ リンタ 装置

共 同 輸送 の シ ステ ム化 だ け に 限れ ば,こ の装 置 で十 分で あ る。 連合 会

あ るい は協 同組 合 に設置 し,中 央 の コ ン ピュ ータ とを この装 置 で連 絡 し

合 っ て共 同輸 送 の実 現 を図 るわ けで あ るが,こ の装 置 が タ イ プ ラ イ タ形

式 の た め,キ ーボ ー ド・デ ィス プ レイ装 置 に比べ 中央 の コ ン ピ ュ ータ と

のや りと りの 時間 が 若干 か か る。 費 用 の面 で は 他の装 置 に比べ て安 価 で

あ る。

(2)キ ー ボ ー ド・デ ィス プ レイ装 置

中央 の コ ン ピ ュ ータ との や りと りが 画 面 を通 じて出来 るの で,コ ン ピ

ュータ と対 話 を し なが ら斡旋 処 理 が行 え る。 また求荷 ・求 車依 頼 伝 票 の

内容 を そ の まま画 面 に表 示 で き るので 見 易 い し,条 件 変 更 も他 の情 報 を
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見 な が ら臨機 応 変 にで き る。 共 同 輸 送 に はか な り有 力 な装置 で あ る。 但

し,キ ーボ ー ド・プ リンタ 装 置同 様 この装 置 自体 で は デ ータ の蓄 積,処

理 が で きな いの で,協 同 組 合,組 合 員 の 業務 は 中央 の コ ン ピ ュータ で行

うこ とに な る。

(3)OCR端 末 装 置

人間 が手 で 書 い た もの が そ の ま ま読 め,コ ン ピ ュータ に入 力 され る の

で,入 力 の手 間 は か な り省 け る。 しか し中央 の コ ンピ ュ ータ とや りと り

す るには この装 置 以 外 に キ ーボ ー ド・プ リンタ装 置,キ ーボ ー ド ・ア イ

ス プ レイ装 置 が 必要 とな る。 ま た文 字 の 書 き方 に もか な りの制 御 が あ り,

誤 読,リ ジ ェ ク ト(読 め ず には じか れ る もの)等 もあ るの で,正 確 なデ

ー タが 作成 され る まで に 時間 が か か る とい う問題 が あ る。

(4)そ の 他

協 同組合 及 び 組 合員 の 全 般的 な 業務 の シ ステ ム化 も同 時 に図 る とい う

意味 では,イ ンテ リジ ェン ト ・タ ー ミナ ル あ るい は オ フィ ス ・コ ンピ ュ

ータ がか な り有 力で あ る。 これ らは あ る程度 の 記憶 容量 を持 ち,処 理 能

力 もあ るの で,共 同輸 送 に関 し ては 中央 の コ ンピ ュ ータ とや りと りを し

て斡 旋 作業 を行 い,協 同組 合 及 び 組合 員 の 売上 管 理等 の業 務 に 関 し ては

中央 の コ ン ピ ュータ を 介 さず に 自分の と ころで処 理 で き るわ け で あ る。

また 条 件 さえ整 えば 漢 字端 末装 置 の採 用 も考 え られ る。 いず れ の 形 態

い ず れ の端末 装 置 を採 用 し よ うと も,現 在 様 々 な形 で行 わ れ てい る共 同

輸 送 の形 態 を あ る程 度一 元化 しない と,共 同 輸 送 に関 す る広域 的 な情 報

処理 ネ ッ トワー クを形 成 す る ことは不可 能 であ る と思 わ れ る。

最 後 に,共 同 輸 送 とは 直接 関係 な い が,中 小 企 業 の 運送 業 者 の 協業 化,

共 同化 に ょるデ ー タ通 信 利 用形 態 例 を参 考 資料 と して載 せ た。

このシ ステ ムに お い ては,貨 物 輸 送 委託 者 の 注文 に ょ り輸 送 業 者 は 貨

物 を集荷 し共 同物 流 セ ンタ ーに運 ぶ とと もに,共 同物 流 セ ンタ ーか ら先

の 輸送 を輸 送情 報セ ンタ ー に依 頼 す る。 輸 送情 報 セ ンタ ーで は,シ ス テ

一182一



輸送委託者

(集荷)

輸送業者A

(電

輸送情報

センター

協同物流

センター

移動通信用端末機

一一 一一ー一 物の移動

(輸 送)一 一7 -→ 一情報

輸送依頼(委 託者,荷 種,貨 物量,指 向地,受 託者等),

車輌情報,問 合せ

配車依頼,輸 送完了報告,輸 送料請求書,問 合せ回答

輸送指示(輸 送ルー ト,積 載貨物量等),問 合せ回答

発送通知,配 車依頼,滞 貨情報,破 損事故報告,問 合せ

輸送ルート変更,返 り荷斡旋,破 損事故報告

輸送完了報告

図4-1遠 隔地 輸 送 にお け るデ ーB通 信 シ ス テ ム と主 な情 報 の流 れ

ムに加 入 し てい る各 輸送業 者 か らの輸送 依頼 を集計 し,最 も合 理 的 な輸

送 計画 を立 て,共 同物 流セ ンタ ー に輸送 指図 書 をア ウ トプ ッ トし,輸 送

を指 示 す る。 共 同物 流 セ ンタ ー で は,輸 送指 図書 を もと に積 荷 と輸 送 を

行 な う。 また,ト ラ ックに移 動通 信用 端 末機 を備 え ておけ ぽ,輸 送 完 了

報 告 を 即 座 に行 な っ た り,輸 送 情報 セ ンタ ーか らの輸 送 ルー トの変 更 指

示 や 返 り荷 斡旋 に 使 うこ とがで き る。 そ のほ か,各 輸 送 業 者 は 輸 送情 報

セ ンタ ー を利 用 し て各種 の 問合 せ ・回答,輸 送 料金 の計 算 あ るい は一 般

の事 務 処 理 も行 うこ とが で き る。

なお,他 の 輸 送 情 報セ ンタ ーや コ ンテ ナ ・パ レッ ト ・プ ール な どとデ

ー タ通 信網 を接続 し
,情 報 交 換 を 行 な えば,一 層効 果 的 で あ る。
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4.3シ ス テ ム の 範 囲

本 研究 で は共 同輸 送だ け で な く,協 同 組合 並 び に組 合員 の全 般 的 な 業務

につ い て情報 の シ ス テ ム化 を図 る こ とを 目途 とし てい る。但 しす べ ての 業

務 を一 括 し てシ ステ ム化 す るの か,あ るい は シ ステ ム化 の図 り易 い ものか

ら段 階 的 に進め てい くか は 今後 検討 し てい く こ とに な るが,こ の 問題 は 各

協同 組合 あ るい は連合 会 の体 制 に も依 る ところ が大 きい の で単一 的 に決 め

るべ きで は ない と思 わ れ る。

現 時点 で考 えら れ る範 囲 と し ては おおむ ね 次の通 りで あ る。

(1)共 同 輸送 に関 す る広 域 的 な情 報処 理 業務

全 国 協 同組 合 あ るい は連 合会 等 に設 置 された端 末 装 置 と中央 の コ ン ピ

ュ ータ とを通信 回線 で 接続 し,求 荷 情報 と求 車 情 報 の斡 旋(ド ッキ ング)

作 業 を迅速 ・正 確 に 行 い,共 同 輸 送 の実 現 を 図 る。 また,こ の斡 旋 処 理

に よっ て得 られ た 情 報 を もとに各 種統 計 表 を作 成 す る。

以上 の情 報 の流 れ を,中 央 の コ ン ピュー タ,協 同 組 合(あ るい は連 合

会),組 合員,荷 主 に 分け て図 示す る と次の よ うに な る。

① 組 ② 協 ③ 中

荷
■ 〉

同

一
央
コ

⑥ 合 ⑤ ④ 二
∈ ∈ 組 ピ ユ

主 |

員 合 タ

図4-2各 段 階 にお け る情 報 の流 れ
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表4-1共 同輸 送 の情 報 の概 要

番号 情 報

① 輸送依頼

② 求 車 依 頼,求 荷 依 頼

③ 求 車 依 頼,求 荷 依 頼(オ ンラ イ ン)

④ 斡 旋 結 果 報 告(オ ンライ ン)

統 計 資 料 送 付

⑤ 斡旋結果報告

統計資料送付

⑥ 斡旋結果報告

積 合せ 輸 送 に つ い ては,協 同 組合 あ るい は連合 会 か らの小 口荷 物 に関

す る情報 に基 づ い て,発 荷 地域 内 の域 内積合 せ の認 可 を 受 け て い る協 同

組 合 を ピッ クア ップ して ドッキ ング し,荷 物 を提供 し て きた 協 同組 合 及

び ピ ック ア ップ した 協同 組合 双 方 の端 末 装置 に速や か に連 絡 をす る。 こ

れ らの 情 報 の流 れ を 図示 す る と次 の 通 りで あ る。

同
級
A
口

頼
し

た
協

輸
送
を
依

同
組
合

を
受
け
た
協

積
合
せ
認
可

図4-3積 合せ 輸 送 にお け る情報 の流れ
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表4-2積 合せ輸送の 情報の概 要

番号 情 報

① 輸送依頼

② 求車依頼

③ 求 車 依 頼(オ ンライ ン)

④ 斡 旋 結 果 報 告(オ ンライン)

統 計 資 料 送 付

⑤ 斡 旋結果報告

統計 資料送付

⑥ 斡旋結果報告

⑦ 積 合 せ 輸 送 の 登 録

求 荷 依 頼

⑧ 斡旋結果報告

統 計資料送付

結 局の ところ,共 同輸送に関す る広域 的な情報処理業務では,一 般区

域輸送だけでな く積合せ輸送 も対象 に入れ てお り,こ の場合 協同組合及

び組合員が積極的 に営 業活動を行って,小 口荷物 の需要を確保す ること

が前提 となる。

いずれに しても,現 時点では概略的な処理の範囲しか明示で きないの

で,今 後調査等 により,さ らに詳細 な検討 を行 ってゆ く。

(2)協 同組合 の全般的業務

協同組合 あるいは連合会等 に設置された端末装置(あ る程 度の処理は

出来 るよ うな機能を持った もの)を 使用 して,協 同組合の共同購入事業,

高速道路料金別納制度利 用事業並 びに金融事 業等 の業務 につい て処理を

行 う。

組合の事 情に より,処 理能 力のあ る端末装置 を設置す ることが難 しい
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場 合 に は,中 央 の コ ン ピュータ で一 括 し て処 理 す る とか,複 数 の協 同組

合 が 集 まっ て,こ の 種 の端末 装 置 を導 入 し,共 同 で 利用 す る とか の方 法

も考 え てお く必 要 が あ る。

業 務 につ い ては上 記 した共 同購入 事 業,高 速 道路 料 金別 納制 度 利用 事

業,金 融 事 業 の他 に も,経 理 関係業 務,給 与 計 算業 務 な どが 考 え られ る

為,今 後 更 に検 討 を加 え る必要 があ る。

協 同組 合 の業 務 の シ ス テ ム化 を図 る場 合問 題 に な るの が,共 同 輸送 と

の絡 み で あ る。(1)で 説 明 した共 同輸 送 の広域 的 な情 報 処 理 業 務 は 協同 組

合 あ るい は連 合 会 か らの求荷 ・求 車情 報 を 中央 の コ ン ピ ュータ に集 め て

処 理す る もの で あ るが,「2.2.1共 同輸送の現状調査」で説 明 した ように,組

合 で は組 合 員か ら入 っ てきた求 荷 ・求 車 情 報 に対 し て荷 物あ るい は車 両

を捜 す場 合,ま ず 自組合 の構 成 組合 員 か ら打診 してい くこ とが 多 い。 ど

うして も組 合 内 で賄 え ない場合,他 の協 同 組合,NST等 を利 用す る と

い う傾 向 が 強 い。

この よ うな現 在 の 処理 形態 を シ ステ ム に組 み込 む とす れ ば,例 えば 協

同組 合 の 処 理能 力 のあ る端 末 装置 で,ま ず構 成 組合 員 だ けで ドッキ ン グ

が可 能 か ど うか斡 旋 処 理 を行 っ てみ て,斡 旋不 可 の場 合 は更 に中 央の コ

ン ピュ ータ 内 の情 報 と ドッキ ング させ てみ る とい う方 法 が採 れ る。

しか しな が ら,組 合 に入 っ て きた求 荷 ・求 車 情報 は す べ て中央 の コ ン

ピ ュータ に登録 して斡 旋処 理 を 行 な うとい うの が共 同 輸 送 に関 す る広 域

的 な情 報 処 理 業務 の 大 前 提 なの で,組 合 内で まず 処 理 し てか ら中 央 の コ

ン ピ ュータ を 利 用す る とい う方 式は 好 ま しい とは言 え な い。 但 し,こ の

大 前提 には 業 界全 体 の 合 意 が必要 な こ とは 言 うまで もない。

(3)組 合員 の 全 般的 業 務

協 同組 合 あ るい は連 合会 等 に設 置 された 端 末 装置 を使 用 し て,構 成 組

合 員 の 売 上 業 務,運 行 業務 等 につい て処 理 を行 う。

組 合 員 の 業務 に は この他 に,経 理 関係 業 務,給 与 計 算 業務,運 輸 省 に
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提 出す る営 業 報 告 書作 成 業 務等 が考 え られ る。

この 方法 では,組 合 員 の 業務 処 理 を組 合 が代 行す る とい う形 を採 っ て

い るの で組 合 員 の情 報 の 秘密 保護 が 重要 な ウ ェイ トを 占め て くる。 この

問題 は組 合 員 が組 合 を 信 用 し,組 合 もそ の信 用 に答 え る とい う相互 信 頼

に 基づ い て,運 用 で カ バーす る しか ない。

4.4シ ス テ ム の 機 能

前項 で 記 述 したシ ス テ ムの 範囲 を機 能的 な面 か ら説 明 を行 う。

(1)共 同 輸送 に関す る広 域 的 な情 報処 理 業 務 の機 能

① 求 荷 情 報 と求車 情 報 の斡 旋(ド ッキ ング)を す る機 能

協 同組 合 等 の端 末 装 置 か らの求荷 情 報 と求 車情 報 を受 け付 け,必 要

なチ ェ ックを行 った後,斡 旋(ド ッキ ング)作 業 を行 い,ド ッキ ン グ

の可 ・不 可 にか かわ らず 協 同 組合 等 の端 末 装 置 に速 や か に連 絡 す る。

② キ ャ ンセル,条 件 変 更等 の 情報 を 管理 す る機能

協同組 合 等 の端 末 装 置か らの キ ャ ンセ ル,条 件 変更 等 の情 報 を 受 け

付 け,必 要 なチ ェ ッ クを行 った 後,先 に 入 っ て きた求 荷 情 報 あ るい は

求 車情報 との 照合 を 行 っ てキ ャ ンセ ル,条 件 変 更 等 の処 理 を す る。

① と② は 同 時 に行 わ れ る こ とが望 ま しい。 つ ま り,求 荷 情 報 と求車

情 報 との ドッキ ン グで不 可 とい う連絡 が 中央 の コ ンピ ュ ータか らあ っ

た場合,す ぐ折 り返 しキ ャ ンセ ル な り条 件 変 更 な りの情報 を端 末装 置

か ら入 力す る こ とに よ り ドッキ ング され る可 能性 が 出 て くる か らで あ

る。 ど うして も ドッキ ン グされ な い場合 は 中央 の コ ン ピ ュー タ に登 録

を し てお け ば新 た に 入 っ て くる求 荷 情 報 あ るいは 求 車情 報 に よ り ドッ

キ ング され るこ とにな る。

③ 各種統 計 資料 を作 成 す る機 能

①,② の 情 報 を蓄 積,加 工 す る こ とに よ り協 同組 合等 に有効 な統 計
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資料 を作成 す る。作 成 された 統 計 資料 は郵 便等 に よ り協 同組 合 等 へ 送

付 され る。 売 上伝 票,請 求書 の発 行 まで 行 え る と,協 同組 合 等 の事 務

処理 が か な り軽 減 され る もの と思 われ る。

斡

旋

(酬 組合う
↑

受付 ・斡 旋
'

情報蓄積
一 一

4

条

件

変

更

等

(協 同組合つ

↑
受付 ・変更等
麺

資

料

作

成

李 資料作成
<協 同組合等)

(太 線 は コンピュー タに よる情報の流 れ)

図4-4共 同輸送 におけ る機 能情報関連 図

9

(2)協 同組合の全般的業務 の機能

① 油脂等の売上情報を管 理す る機能

油脂等の売上,共 同輸送 による売上 などの情報を基に請求書等 の作

成 を行 う。 また入 金,出 金 に関する処理 も同時に行 う。

② 組合の経営情報を管理す る機 能

組合 内で行った売上管理 に基づいた経営情報,中 央の コ ンピュータ

か ら送付 され て くる各種統計 資料 をもとに効率的な経営管理を行 う。

'
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売 上 情 報 請 求 書 等

作 成 の 作 成

経営 情報

作 成

コンピュータか

らの統計資料

図4-5協 同組合 におけ る機 能情報関連図

(3)組 合員の全般的業務 の機能

① 荷主 に対す る売上情報 を管理す る機能

荷主か らの荷物 を運送 した ことに より運賃 売上の情報を もとに,荷

主ぺ の請求書等 の作成 を行 う。

② 車両等 の運行情報 を管理す る機能

運転 日報 の情報を もとに車両の運行 情報 を作成 し,こ れ に基づ き各

種実績表を作成 して,計 画的効率的 な運行管理 を行 う。

③ 経営情報を管理す る機能

①及び②に ょり得 られた情報を もとに経営情報 を作成 し,効 率 の良

い経営 管理 を行 う。
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● }

図4-6組 合員 におけ る機能情報関連図

こ こに示 した シス テ ム の機 能 は,現 時 点 で考 えられ るシ ス テ ム の範 囲

か ら洞 察 した もの で あ り,今 後 更 に詳 細 な検討 を行 っ てゆ く段 階 で 若干

の修正 が 出 て くる こ とは 否め ない。

た だ,共 同 輸送 だ け で な く協 同組 合 及 び 組 合員 の業 務 の シ ス テ ム化 も

同 時 に 図 る とい う基 本線 は 崩 さ ない 方 向で 進 めた い。

●
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5.今 後 の課題
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5.今 後 の 課 題

中 小企 業 に あ っ ては,オ フ ィス ・コ ン ピュ ータ等 の 目ざ ま しい 進歩 に よ り情

報 シ ス テ ム も近年 とみ に発 展 し て き ては い るが,情 報 シス テ ム化 の 度 合 い に お

い ては 大企 業 と大 きな隔 た りの あ るが現 状で あ る。

貨 物運 送 業 界 は,一 部 の 大手 事 業者 を 除 い ては 圧倒 的 に 中小 企 業 が 多 い こ と

か ら,こ の傾 向 は特 に著 しい。 この よ うな ことか ら協 同組 合 等 を基盤 とした情

報 シ ス テ ム化 を図 ろ うとい う気 運 が 中 小 の 運送業 界 の間 で 高 ま っ てき て お り,

実 際 協 同組 合 にコ ン ピュ ータ あ るい は他 の情 報機器 を導 入 し て様 々な効 果 を あ

げ てい る と ころ も現 わ れ てい る。

当事 業 は,以 上 の よ うな貨 物 自動 車 運送 業 界 の動 向 を鑑 み,事 業 の共 同化,

協業 化 を通 じて近代 化 を 指 向 し てい る同 業 界の合 理 的運 営 をサ ポ ー トす る情 報

処 理 ネ ッ トワー クシ ス テ ムの形 成 につ い て技術 的 な側 面か ら調 査 研 究 を 行 うも

ので あ り,昭 和53年 度 か ら3ケ 年 の 計 画 で事 業 を進 め てい く予 定 で あ る。

昭和53年 度 は本 報 告 書 に も記述 され てい る通 り,貨 物 自動 車 運 送業 界 の現

状 調 査,貨 物 運 送 協 同組合 で行 っ てい る各 種業務,ど りわ け共 同輸 送 に 関す る

実態 調査 並び にシ ス テ ム化 を 図 る上 で 不 可 欠で あ ると思 わ れ る情 報 機 器 に関 す

る実 態 調 査等 を通 じ てシ ス テ ム化 の た め の基礎 的 な 資料 を 収集 し,こ れ に基 づ

い てシ ステ ムの基 本構 想 の一 部 まで進 め る こ とが で きた。

しか し なが ら昭和53年 度 に行 った 現 状調 査 で は,あ くまで も基 礎 的 な 資料

の 収 集 に終 始 した ため,シ ステ ム を設 計 す る上 で十 分な もの とは 言 え な い し,

また 基 本構 想(シ ス テ ムの 目的,範 囲,機 能等)に つ い て も,あ る程 度 明 確 に

す る こ とは で きた ものの,全 体 的 に総 花 的 な感 は否 めない 。

以 上 の よ うな意味 か ら,昭 和54年 度 以 降 は,昭 和53年 度 に収集 で きた基

礎 的 な 情報 を基 に,更 に緻 密 な調 査(具 体 的 には,協 同組 合 だ け で な く,組 合

を構 成 す る組 合 員,協 同組 合 連合 会 等 を も対 象 に レて進め る)を 実 施 し,こ の
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結果 を踏 まえ て基本 構 想 の確立,概 要 設計 を行 うと と もに,シ ステ ムの一 部 に

つい て詳 細 設計 を行 い 実際 に プ ログラ ム を作 成 し て種 々の実験 を行 うことが 必

要 で あろ う。
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